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第一章　界龍ジエロンの主





　アスタリスクの南東に位置する界龍ジエロン第七学院は、その敷地全体が回かい廊ろうで繋つながれた無数の建造物で覆おおわれている。伝統的な中華風の建築様式を模もしたそれらに囲まれるようにして庭園や広場などが点在し、その様相は学園というよりむしろ一つの巨大な宮殿といったほうが近いだろう。

　その一角に黄おう辰しん殿でんと呼ばれている建物がある。朱しゆ塗ぬりの柱に黄き瑠る璃り瓦がわらの屋根を持った三層構造の楼ろう閣かくで、一見すると他の建造物とさほどの違いはない。もっとも界龍に在籍する学生ならば、ここがいかに特別な場所か誰でも知っている。

　──いや、より正確にいうならば特別なのはこの場所ではない。その主あるじだ。

　それは《万ばん有ゆう天てん羅ら》の二つ名を継ぎし者。

　それは界龍を統べし者。

　三年前、わずか齢よわい六つにしてその座についた者の名は、范フアン星露シンルーと言った。



「──師し父ふ、そろそろ定例報告会のお時間です」

　趙ジヤオ虎峰フーフオンは広間の入り口で右拳左掌の包ほう拳けん礼れいを取ると、一拍の間を置いてからそう告げた。

　虎峰フーフオンは界龍ジエロン第七学院の序列五位。その身体はよく鍛えられているもののやや背が低く、柔らかく整った顔立ちと長い髪から女子と間違われることもあるが、れっきとした十七歳の男子学生である。かつては麒き麟りん児じとの呼び声高く、先の《鳳凰星武祭フエニクス》では見事準優勝に輝いたほどだ。

　もっとも虎峰は当時の自分を思い出すと、その井いの中なかの蛙かわずっぷりに悶もん絶ぜつしそうになるのだが。

「おお、もうそんな時間かえ」

　広間の中央に立っていた童女がその声に振り向き、あどけない笑みを返してきた。

　長い黒髪を蝶ちようの羽のように丸く結わえ、界龍の古風めいた制服がよく似合った可愛かわいらしい女の子だ。身長も虎峰の胸に届くかどうかといったくらいしかない。

　とてもではないが、なにも知らない者にはこの童女がアスタリスク最大の規模を誇る界龍第七学院の序列一位、《万ばん有ゆう天てん羅ら》の范フアン星露シンルーだとは信じられないだろう。

「ではここまでにするとしようかの。皆、ご苦労じゃったな。またいつでも挑むがよいぞ」

　星露はそう言ってぐるりと広間を見回した。その床には数十人の学生が息も絶え絶えといった様子で倒れこんでいる。

　彼らは皆、星露へ弟子入りを希望する者たちだ。



















　今現在星露の直じき弟で子しはおよそ五十人。界龍全体で見れば数百人の門もん弟ていを抱える門派もあるのだから、決して多いほうではない。だがその五十名は全員が界龍ジエロンの在名祭祀書ネームド・カルツに名を連ね、《冒頭の十二人ページ・ワン》に至っては十二名中十一人が星露シンルーの門もん弟ていなのだ。

　つまり界龍の実力者は、そのほとんどが星露の弟子であると言えた。

「今回も合格者はいませんでしたか」

「うむ、残念ながらのう」

　広間を出て中庭を臨む回かい廊ろうを進む。

　星露の弟子となるためには、ごく単純な試験をクリアするだけいい。時間内に、星露へ触れるだけ。ただそれだけだ。

　しかしたったそれだけのことがいかに困難か、虎峰フーフオンは身をもって知っている。腕に覚えがある数十人の学生が束になってかかっても、この小さな体に指一本触れることができないのだ。星露はただ身をかわすだけで、攻撃はおろか手を払いのけることさえしないというのに。

「──ときに虎峰。おぬし、今日の試合を見たかえ？」

「今日の試合とおっしゃいますと《鳳凰星武祭フエニクス》ですか？」

　無論、虎峰も同どう輩はいの試合はチェックしている。界龍のペアは九組が本戦に進出、そして本日の四回戦を終えて五組がベスト十六に残っており、これは六学園中最多だ。さらに言えば、そのいずれの組も星露の門弟である。

「愉快な小僧が一人おったじゃろう。ほれ、星せい導どう館かんの序列一位──確か天あま霧ぎり綾あや斗ととかいったかの。アルルカントの人形も中々のものじゃったが、素材でいえばあの小僧がピカ一じゃな。実に面白い」

「ああ、第十一試合ですね」

　星導館の序列一位のペアと、レヴォルフの序列三位のペアがぶつかった試合のことだろう。純星煌式武装オーガルクス使い同士の闘いで、どちらもかなりの手練だった。

　だが……。

「どうやら彼は力を制限されているようですね」

　まだ推測の域を出ていないとはいえ、すでに学院の諜ちよう報ほう機き関かんがかなりの情報をまとめている。それによると、彼はごく限られた時間しか全力状態を維持できないらしい。

　さらには一度その力を引き出すと、もう一度それをなすためにはある程度のインターバルが必要なのではないかという噂うわさもある。もっともこちらの噂のリーク元はレヴォルフらしいので、どこまで信用できるかは微妙だが。

「おそらくは《魔女ストレガ》か《魔術師ダンテ》の能力じゃろうな。ふふん、そこがまた面白いではないか」

「確か彼らの次の相手は宋ソンたちでしたか……」

　宋と羅ルオは虎峰の弟弟子で、在名祭祀書にも名を連ねる猛も者さだ。

「うむ。あやつらがどう攻めるか見物じゃのう」

　普通に考えれば序列一位というのは難なん敵てき以外の何者でもない。見たところ、その実力も本物だ。

　が、時間制限があるというのは決定的ともいえる弱点だった。いくらでも攻めようはあるし、十分に攻略可能だろう。

　仮にインターバルの噂うわさも本当だとすると、宋ソンたちの実力を考えれば負けようがないと言ってもいい。ペアの片割れ、星せい導どう館かん序列五位の《華焔の魔女グリユーエンローゼ》もかなりの手練ではあるが、二対一の状態で近接戦闘に持ち込んでしまえば圧倒できるはずだ。

「ま、なんにせよ儂わしは天あま霧ぎり綾あや斗とを気に入った。素養は十分、気骨もそれなりにありそうじゃ。欲しいのう、ぜひとも弟子に欲しい。あやつならば五年──いや、三年も稽古を付けてやれば儂の良い遊び相手になってくれるじゃろうに」

「……我々だけでは不服ですか？」

　虎峰フーフオンがやや不機嫌にそう言うと、星露シンルーはけらけらと笑う。

「そうではない。じゃが、こういうのは食事と一緒でな。いろいろな味が楽しめたほうがよいのじゃよ」

「はぁ……」

「例えば星猟警備隊シヤーナガルムの隊長なぞは美味じゃったのう。能力の恩恵とはいえ、たかだか数十年の研鑽でよくぞあの域にまで辿たどり着ついたものじゃ。もう一度手合わせしてみたいものじゃが、どうにも嫌われてしまったらしくてな」

　星露は過去に思いを馳せているのか、遠い目をして懐かしそうに語る。

「天霧綾斗も儂が直々に鍛えたならば、あのレベルに到達できようものを。はぁ、返す返すも惜しい。なんで界う龍ちに来てくれなかったのかのう……。虎峰、今からでもなんとかならんか？」

「そう言われましても……」

　六学園の学生は、一度入学したら原則的に他の学園への転校は認められない。

「……あれ？　いや、ちょっと待ってください」

　そこで虎峰は、はっと気がつく。

「あの試合の放送は、師し父ふが入門希望者の相手をされている最中だったのでは……」

「うむ。それが？」

「それがって……」

　あっさりと言ってのける星露に、虎峰は額を押さえた。

「まさか──観みていたのですか？　彼らの相手をしながら？」

「ちょうどいいハンデじゃろ」

　星露は携帯端末を取り出し、からからと笑う。

「はぁ……少しは彼らのお気持ちもお考えください。あれはただでさえ自信を砕かれるのですから」

「それで奮起する者もおるやもしれぬではないか。ほんにおぬしは真面目じゃのう」

　諫かん言げんを一切の躊ちゆう躇ちよなくスルーした星露シンルーに、虎峰フーフオンはため息で応えた。

「……お言葉ですが、ボクが真面目なのではなく師し父ふの遊び心が過ぎるだけです。少しは自重なさってください」

「それはできぬ相談じゃな。儂わしはただ儂が楽しむためだけにここにおる。何なん人ぴともそれを止めることはできん。なんのための《万ばん有ゆう天てん羅ら》の称号じゃと思うておる」

　無む茶ちや苦く茶ちやな言い分だったが、それは同時に厳げん然ぜんたる事実でもある。

《万有天羅》とは、界龍ジエロン第七学院においてはいかなる権力をも凌しのぐ絶対の名前だ。それは統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいが相手でさえ例外ではない。

　広間を出てからそれなりの距離を歩いたような気がするが、回かい廊ろうはまるでどこまでも果てなく続いているように思える。その脇に並ぶ部屋の数からも見ても、明らかにこの黄おう辰しん殿でんに収まるような規模ではない。外から見た黄辰殿の大きさから考えると、どうしても内側のほうが広く大きいのだ。

　これが一体いかなる技術でなされているのか──いや、そもそもにおいてこの黄辰殿にいくつの部屋があり、どのような構造になっているのか、星露以外に知る者はいない。星露の三番弟子を自認する虎峰でさえ、星露の許可がない部屋には辿たどり着つくこともできないからだ。

　この楼ろう閣かくを建てたのは初代の《万有天羅》であり、それもただ一人たった一晩のうちに組み上げたのだという。

　そしてこの黄辰殿の扉を開くことができた者こそが《万有天羅》の二つ名を引き継ぐこととなっている。

　もっとも星露を含めても、その二つ名を冠した者は三人しかいない。

　初代《万有天羅》は黎れい明めい期きのアスタリスクに現れ、星せい仙せん術じゆつという万応素マナ感応能力普遍化技術をもたらした界龍の始し祖そとも呼ばれる人物だ。黄辰殿を建て、星仙術の教きよう導どう師しを育て、界龍の基礎を築き上げた偉人であるが、その反面統合企業財体と様々な個人的密約を結んだとされている。彼女は界龍を去る間際、「黄辰殿の扉を開く者」を後継者に指名した。以後、数多あまたの学生が扉を開こうと挑んできたが、それを成し遂げる者はついぞ現れなかったという。

　二代目の《万有天羅》が現れたのはその十数年後。特定の星辰力プラーナにしか反応しない黄辰殿の扉を開き、アスタリスク史上初のグランドクロスを達成した人物だ。卒業後も教師として後進の育成に努め、界龍中ちゆう興こうの祖そと呼ばれている。彼女もまた界龍を去る際に、初代と同じ言葉を残した。

　そして三代目の《万ばん有ゆう天てん羅ら》星露シンルーがこの学園に現れたのが三年前。二代目が姿を消してから十数年、誰一人開くことができなかった黄おう辰しん殿でんの扉を、幼い彼女は苦もなく開いてみせると、まるで当然のようにその主へと収まったのだ。

　黄辰殿の隅々に渡るまで熟知しているかのような振る舞いや、その年齢に相応ふさわしからぬ言動や知識について界龍ジエロン内部でも様々な噂うわさはあるものの、星露自身がそれに言及することはないし、虎峰フーフオンも今では気にしないことにしている。

　師はあくまでも師。それで十分だ。

「──こちらにおいででしたか、師し父ふ。探しましたよ」

「ああ、それに趙ジヤオ師し兄けいも。ご無沙汰しております」

　と、回かい廊ろうの反対側から歩いてきた二人組の男女が、二人の前で恭しく包ほう拳けん礼れいを取った。

　虎峰の眉がわずかに寄るが、星露は変わらぬ無邪気な笑みを浮かべたまま足を止める。

「おお、ぬしらか。儂わしになんぞ用かえ？」

　星露がそう訊たずねると、二人はさも愉快そうに目を細めた。

「いえ、それほどのことではないのですが」

「今日の勝利のご報告を」

　少年の言葉を流れるように少女が引き継ぐ。

　それはまるで一人の人間がしゃべっているかのようで、まるで不自然さがない。それが返って不気味なほどに、ぴったりと息があっている。

　少年の名は黎沈雲リーシエンユン、少女は黎沈華リーシエンフア。その名が示す通り双子の兄妹であり、界龍の序列九位と十位に名を連ねる《冒頭の十二人ページ・ワン》でもある。

　双子だけあって姿形もそっくりで、沈華のほうが髪をシニヨンにまとめている以外、まるで区別がつかない。

「うむ、観みておったぞ。中々に見事な勝ちっぷりであったのう」

「いえいえ、僕たちなど」

「まだまだ修行中の身でございますから」

　そう言いつつも、二人の言葉には隠しきれない自負が滲にじみ出でていた。

　そこにはある種の傲ごう慢まんさにも似た、圧倒的な自信が感じられる。

「ふん、心にもないことを。いいから本題に入るがよい」

「ははっ、師父にかないませんね。それでは……」

　沈雲シエンユンはそこで一度言葉を切ると、ニヤリと不敵な笑みを浮かべてみせた。

「このままですと、僕たちは六回戦で宋ソン師兄たちのペアとぶつかることになりそうなので」

「一応は一言師父に申し上げておいたほうが良いかと思いまして」

　その言葉に星露は不思議そうに首を傾かしげた。

「《星武祭フエスタ》において同じ学園の生徒同士が闘うことは珍しくもなかろう。わざわざ儂に断りを入れる必要はあるまいよ」

「まあ、それはそうなのですが……なんといいますか、僕たちはどうにも彼ら木派の方々とはソリが合わない部分も多く」

「少なからず揉もめ事ごともありましたので……」

　ニヤニヤと嫌らしい笑みを浮かべる双子に、虎峰フーフオンは眉間の皺しわを深めた。

　星露シンルーの弟子は大きく二つに分類される。一つは木派と呼ばれる体術を中心に鍛える者たちで、もう一つは水派と呼ばれる星せい仙せん術じゆつを中心に学ぶ者たちだ。諸もろ々もろの理由から、水派に所属する道士タオシーたちの中には木派の拳士たちを見下している者がおり、その関係はあまり良好とは言いい難がたい。

　双子はそういった道士の典型的な例だった。

「話が見えぬのう。はっきり言ってみたらどうじゃ？」

　星露に促うながされ、双子は意味ありげな視線を交わす。

「つまり──いざ僕たちが木派の方々とぶつかった場合」

「多少やりすぎてしまうやもしれませんと、そういうわけでして」

「なっ……！」

　師の前だからと控えていた虎峰も、これにはさすがに顔色を変えた。

　それはつまり、試合にかこつけて私し怨えんを晴らすと言っているのも同然だ。木派を統括する立場として、黙っているわけにはいかない。

「ほっほっほ、最初からそう言えばよかろうに。まったくまどろっこしい」

　──が、星露はそんな虎峰を片手で制し、悠ゆう然ぜんとうなずいた。

「好きにするがよいわ。儂わしはそなたらに力を授けるのが目的なのであって、道を説くことに興味はないからの」

「師し父ふ……！」

　思わず声を上げた虎峰を無視し、双子は満足そうに頭を下げた。

「さすが師父は懐ふところが深い」

「感かん服ぷくいたしました」

　そう言って、話は終わりとばかりに道を開ける。

　虎峰は歯は噛がみをする思いだったが、師たる星露がそう言うのであれば従うしかない。

　ところが脇に控えた双子の前を通り過ぎながら、星露はからかうように言った。

「──じゃが、果たしてそう思い通りにいくかのう？」

　双子の眉がぴくりと動く。

「それは……僕たちが宋ソン師し兄けいたちに遅れを取ると？」

「いんや。ただ儂は相手を決め付けるのはまだ早いと言っておるだけじゃ」

　不審そうな顔の双子を見て足を止めた星露は、さも愉快そうに喉を鳴らした。

「くくっ、宋ソンたちが勝ちぬけてくるかはまだわからんじゃろう？」

「──ああ、なるほど。いや、しかし」

「いくら師し兄けいらといえども、あれほどあからさまに弱点をさらけ出した相手に負けるようなことはありますまい」

「その程度には僕たちは師兄らの実力は買っておりますゆえ」

　傲ごう岸がん不ふ遜そん極まりない物言いだったが、その内容には虎峰フーフオンも同意するところだ。

　天あま霧ぎり綾あや斗とのデータは少ないが、いくつか出回っている動画などを見る限り、全力状態とそうでない時の落差はかなり大きいものがある。力を制限された状態の彼に宋や羅ルオが不覚を取るとは思えないし、天霧綾斗を倒してしまえばあとは二対一、負ける要素はない。

「ふふん、まあよいわ。それよりぬしらもまずは次の五回戦のことを考えておくべきじゃな。勝負はなにがあるかわからんぞ」

「ははっ、お気遣いはありがたく頂戴しておきますが」

「私たちの次の相手は組み合わせの運で抜けてきたようなクインヴェールの小娘たちです。ご心配には及びませんよ」

　星露シンルーの忠告をこともなげにスルーしてみせる双子に、虎峰は顔が再び険しくなる。

「っと、もうこんな時間ですか」

「それでは失礼いたします」

　そう言って去っていく二人を、虎峰はため息と共に見送った。

「まったくあの双子ときたら……」

「ほほ、おぬしは本当にあやつらと馬が合わぬようじゃのう」

「彼らの心は驕きように満ち、恭きよう倹けんを軽んじています。馬が合う者などおりませんよ」

　再び歩き出した星露の後ろに付き従いながら、虎峰がぼやく。

　水派の道士タオシーが木派を軽んじる傾向にあるのは事実だが、当然皆が皆あの双子のようなわけではない。例えば水派をまとめる虎峰の姉弟子は、少し破天荒なところはあるが尊敬できる人物だ。

　結局のところ、あそこまでの性悪さは本人たちの問題に他ならない。

「じゃが、あやつらには才覚がある」

「それは……否定しませんが」

　実際双子が言うように彼らと宋たちのペアがぶつかった場合、勝利を収めるのはほぼ間違いなく前者だろう。

　どちらか一人を相手取ったならば虎峰も負ける気はまるでしないが、あの双子を同時に相手にするとなると負けはしないまでも梃て子こ摺ずるだろうことは否めない。

　こと、コンビネーションという視点だけに絞ってみれば、星露の弟子たちであの双子を上回る者はいないからだ。

「ところで──師し父ふは宋ソンたちがあの星せい導どう館かんのペアに負けるとお思いなのですか？」

「ほっほっほ、さてどうかのう」

　虎峰フーフオンの問いに、星露シンルーは意味ありげな笑いを返す。

「もし明日──五回戦でぶつかるのが宋たちではなくあの双子どもであったなら、まず天あま霧ぎり綾あや斗とたちは負けておったろうとは思うがな」

「では……仮に星導館のペアが明日宋たちを下したとしても、六回戦──準々決勝ではあの双子たちに敗れると？」

　すると星露は振り返り、悪戯いたずらっぽく目を細めて首を振った。

「いんや。もし明日を凌しのげるようならわからなくなる。儂わしはそこを期待しておるのじゃ」

「はぁ……」

　いまいち要領を得ない星露の言葉に、虎峰は困惑気味に首を傾かしげる。

　第一、星露は生徒会長でもあるのだから、自分の学園の生徒が負けるのを期待するなど本来ならばあってはならないことだ。

　それを諌いさめるべきかどうか虎峰は一瞬迷ったが、楽しそうに肩を震わせる星露を見て諦めた。

　どうせ、聞いてもらえるわけがないのだ。



　　　　＊



　──《鳳凰星武祭フエニクス》十一日目。

「まったく、たった一日でよくもここまで広まったものだな」

　すっかり通いなれたシリウスドームの控え室に入ると、呆あきれ顔がおのユリスと大小様々な空間ウィンドウの群れが綾斗を出迎えてくれた。

「おはよう、ユリス」

「おはよう、綾斗。どうだ、全世界に自分の弱点を吹ふい聴ちようされた気分は？」

　綾斗は答えの代わりに軽く肩を竦すくめてから、テーブルを挟んでユリスの正面に腰を下ろす。

「報道のほうはご覧の通り、まだあやふやな推測の域を出ていないが……出場選手の元へは各学園の諜ちよう報ほう機き関かんが調べた、より詳細なデータが渡っているだろうな」

「……どれくらいまでバレてると思う？」

　空間ウィンドウにはどれも《鳳凰星武祭》関係の記事が映し出されているようだが、見出しはすべて綾斗に関連するものばかりだ。とはいえ「優勝候補に重大な弱点判明か!?」「星導館の超新星は制限時間付き!?」などといったように、報道ではかろうじて断定は避けている。

　が、確かに各学園の諜ちよう報ほう機き関かんはそれほど甘くないだろう。

「さてな……まあ、どこもクローディアと同じくらいの情報は掴つかんでいるとみたほうがよさそうだが」

　綾あや斗とが自分の封印について明かしたのはユリスを除けば紗さ夜やと綺き凛りん、レスターだけだ。

　クローディアには昨日試合後に駆けつけてきてくれた時に話したのだが、その時点でクローディアはある程度封印について知っていた。

『申し訳ございません。ですが、私もそれが仕事ですから』

　クローディアはそう言って頭を下げたが、それ以上のことはなにも言わなかったので、いつから、そしてどうやってそれを知ったのかはわからない。けれど、それでも大まかなことは推測できる。

　おそらくは例の特務機関──《影かげ星ぼし》の働きによるものだろう。だとすれば、ユリスの言うとおり他学園の諜報機関が同じくらいの情報を持っていても不思議ではない。

　──無論、《影星》にとっては自学園の生徒なのだから他学園のそれよりアドバンテージはあるだろうが。

「とりあえず大おお雑ざつ把ぱな制限時間はバレていると考えるのが妥だ当とうだろう。イレーネ・ウルサイスとの試合が基準になるだろうしな」

「はぁ……だろうね」

　そこはもう仕方のない部分だ。諦めるしかない。

「問題は、どうやらおまえの反動のことまでバレているらしいということだ」

　言ってユリスは手近な空間ウィンドウを拡大してみせた。

　そこには関係者談ということで「どうやら彼は一度力を解放するとしばらく反動で身体を動かすのも大変になるという話も聞いたことがあります。なんでも、そうなると再び全力を出すには一定のインターバルが必要で……」といった記事が載っている。

「クローディアの話では、この噂うわさの出所はレヴォルフらしいぞ」

「レヴォルフ、か……」

　一応、心当たりがないでもない。

　レヴォルフの生徒会長は綾斗の姉を見知っているらしい。ならば姉の能力──綾斗の力を封じている禁きん獄ごくの縛ばく鎖さについて知っていてもおかしくはないだろう。

「《悪辣の王タイラント》め、知っているなら知っているで隠しておけば良いものを、わざわざ広まるようにリークするとはとんだ嫌がらせをしてくれる」

　ユリスはため息混じりにそう言うと、空間ウィンドウを全て消し去り、綾斗を見た。

「──で、実際体の調子はどうなのだ？」

「悪くはないかな。まあ、まだそこそこ痛むけど」

　綾斗は言いながら腕を動かしてみせる。

　元より封印を破った反動というのは、肉体になんらかの損傷が生じているわけではなく、封印が再発動したことによる星辰力プラーナの過か剰じよう反応だ。だからこそ、一定時間が経過するだけで沈ちん静せい化かする。

「一ひと先まず試合までにはほぼ問題ないくらいに回復すると思うよ。普通に闘う分には、だけどね」

「やはり全力を出すのは無理か？」

「うん……それはちょっと厳しいかな」

　綾あや斗とはちらりと横目で時間を確認した。まだ早朝と言ってもいい時間で、第一試合すら始まっていない。綾斗たちの試合は第三試合だから、まだ半日程度の時間がある。それまで休めばかなり回復するだろうが、再度封印を破るのは無理だろう。

　なにしろ昨日は目安としている三分はおろか、レッドラインである五分をかなりオーバーして全力を出してしまった。その分反動も長引いているのだ。

「わかった。ではそのつもりで作戦を立てるとしよう」

　ユリスは深い息をついて再び空間ウィンドウを開いた。ただし今度そこに映し出されたのは報道系のサイトではなく、二人の精せい悍かんな青年だ。

「おさらいになるが、次の対戦相手は界龍ジエロンの序列二十位と二十三位のペアだ。三回戦でも界龍のペアとはぶつかっているが、今度の相手は別格と言っていいだろう。なにしろ、かの《万ばん有ゆう天てん羅ら》の直じき弟で子しだからな」

「界龍の生徒会長だよね。まだ九歳かそこらだっていう」

　常識的には考えられないことだが、どうやら界龍で最も強いのはその少女らしい。

　試合映像もほとんど存在せず、あっても一瞬で終わってしまうものばかりでほとんど参考にならない。強いことはわかっても、それがどの程度の強さなのか測れないのだ。

「《万有天羅》に関しては詳しいことはわからん。界龍は学生の人数が多いこともあって比較的情報が漏れ伝わってきやすい学園なのだが、そのあたりだけはどうにもガードが固くてな。せいぜい、かつて界龍において伝説的な偉業を成した人物が冠してきた二つ名であることくらいか」

　ユリスはそこで一度区切ると、まっすぐ綾斗の目を見た。

「まあ、それはいい。とにかく次の相手は油断ならぬ相手だということだ。……とはいえおまえが万全の状態であれば、おそらく勝つのは難しくなかっただろう。少なくともイレーネ・ウルサイス程ではないからな」

「彼女みたいなのがゴロゴロいても困るけどね」

　昨日の試合を思い出す。なんとか勝利を収めたものの、一歩間違えば勝敗は逆になっていだろう。

「だが、それでも今のおまえの力では少々荷が重い相手だぞ？」

「う……」

　それはまったくその通り。

　封印された状態の綾あや斗とは、序列入りの学生とやり合えるだけの力はない。

「私も一対一ならば遅れを取ることはないだろうが、二人を相手にするとなると中々に厳しい。特にこの二人はどちらも近接戦闘に特化した選手だ。私も多少近接戦闘の腕は上がったつもりだが、所詮は付つけ焼やき刃ば。格下相手ならばともかく、これほどの手練に間合いへ踏み込まれれば分が悪い」

「──なにか策が？」

　綾斗も自分個人の力を使った戦法を考えるのは不得手ではないが、ユリスを含めた──つまりペアでの作戦を考えるとなるとユリスのほうがずっと上う手まい。

　するとユリスは難しそうな顔で指を二本立てた。

「その前に二つほど確認がある。訓練の時から思っていたのだが……おまえ、封印された状態でも防御だけはそれなりのものだな。あれはどういうことだ？　私と初めて闘った時もかなり凌しのいでいただろう？」

　ユリスが言っているのは転入初日のユリスとの決闘のことだろう。

「ああ、うん。かわしたり防ぐだけなら、経験と予測でどうにかできる部分もあるからね。といっても体がついてこないから、相手が格上だと少しずつ削られてジリ貧になるだけだと思うけど……」

　あの時もあのまま続けていたら、綾斗は間違いなくユリスの炎にこんがりと焼き上げられていたはずだ。

　レスターと紗さ夜やを相手に練習試合をした時も同様で、わかってはいてもレスターのフィジカルの強さには対応しきれなかった。

　やはり基本スペックで著しく劣る場合、技術などでフォローするのは限界があるということなのだろう。

　そこをどうにかしようと思えば、相応の戦術が必要なのだ。

「ふむ……わかった。では二つ目だ。一瞬だけ力を解放するあの手法、今の状態でも使用可能か？」

「うーん、正直今は厳しいけど……試合の頃になれば、たぶん一回くらいはできるくらいに回復してる、とは思う」

「そうか……」

　断定はできないので曖昧な言い方になってしまったが、それを聞いたユリスは真剣な顔で俯うつむくと、指を顎に当ててなにやら考え込んでしまう。

　そのまま、しばし。

「──よし、だとしたらこういう手はどうだ？」

　やがて顔を上げたユリスは、ニヤリと笑いながらそう言った。









第二章　五回戦





『さぁーてさてさて、いよいよ本日一番の注目カード、五回戦最終試合！　昨日の四回戦ではレヴォルフ黒学院の序列三位、《吸血暴姫ラミレクシア》ことイレーネ・ウルサイス選手と激戦を繰り広げた星せい導どう館かん学がく園えんの序列一位天あま霧ぎり綾あや斗と選手と、同じく序列五位ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト選手の入場です！』

　ステージに上がると、これまたすっかり聞きなれた実況の声と、今までにないくらいの大歓声が綾斗たちを出迎えてくれた。

　確かにこの手のイベントでは決勝を頂点としてどんどんと盛り上がっていくのが常なのだろうが、今日のそれはやや趣おもむきが違う。

　皆、報道されている内容が真実かどうかその目で確かめたいのだろう。

『そしてもう一方の入場ゲートから姿を現したのは界龍ジエロン第七学院の宋ソン選手と羅ルオ選手！　この二人はチャムさんには後輩にあたるわけですが、この試合をどう見ますか？』

『そうッスねー。ぶっちゃけ報道されてる内容が本当だとしたら、宋選手たちのペアが有利だとは思うッスけど……』

『そのあたりは今日のお客さんも注目しているところでしょうねー』

　綾あや斗とはそんなやり取りを聞きながら、もう一度全身に星辰力プラーナを巡らせてその動きを確かめる。

「──よし」

　想定していた程度には回復しているようだ。

　あとは……。

「天あま霧ぎりくん」

　するとそこへ対戦相手である界龍ジエロンの青年が一人やってきて、綾斗に声をかけてきた。

　確か宋ソンといっただろうか。綾斗よりは幾分年上で、よく鍛えられて引き締まった身体をしている。

　綾斗は思わず身構えそうになったが、その辮べん髪ぱつの青年は真まっ直すぐに綾斗を見み据すえると、ゆっくりと口を開いた。

「諸もろ々もろの噂うわさの真実がどうであれ、私も羅ルオも全力で相手をさせてもらう。本音を言えば万全の君と一対一で拳こぶしを交えたいという気持ちもあったのだが……これはあくまでタッグ戦の《鳳凰星武祭フエニクス》だ。悪く思わないでくれ」

「え？　ああ、いや、そんな……」

　思いもよらぬ言葉に綾斗が驚いていると、宋はくるりと背を向けてもう一人の選手──羅の下へ戻っていった。

　羅も宋と同じくらいの年齢に見えるので、綾斗よりは年上だろう。体格は宋と同じくらいだが、短く刈り込んだ黒髪と、その手に持った棍こんが印象深い青年だ。宋と同様に実直そうな顔つきをしている。

　棍は煌式武装ルークスではなく金属製のようで、かなり長い。二メートル近くはあるだろう。

「なるほど。まさしく武人といった趣おもむきだな」

　すると背後で感心したようにユリスがつぶやいた。

「ああいう人たちもいるんだね。少し驚いたよ」

「ガラードワースや界龍にはあの手のタイプが多いようだが、わざわざ宣言しにくるとは律儀なことだ。ま、なんにせよあちらはまず本当におまえが全力で闘えないのか試してくるだろう。そしておそらく──すぐに見抜く」

「だろうね……」

　間近で感じた宋の星辰力の練り込みは相当なものだった。あれはもって生まれたものではなく、純粋に努力の賜たま物ものだろう。長い年月をかけて、少しずつ練り上げられていったものだ。場数も相当に踏んでいるようだし、そんな歴戦の猛も者さの目を長く欺あざむくことは不可能に近い。

「やはり策を練ってきて正解だったようだな。──よし、いいか綾斗。ここが目印だ。しっかり覚えておけ」

　ユリスはアスペラ・スピーナを起動させると、その切っ先で足元に星印を刻んだ。

「了解。合図は花火でいいんだよね？」

「ああ、猶ゆう予よは『壁』の発動から五分。それまでに条件をクリアしておけよ」

　先ほどまでの作戦会議を思い出しながらそう確認すると、ユリスは小さくうなずいてみせる。

「厳しいだろうが、まずは私の準備が完了するまで凌しのいでくれ。一応私も多少の牽けん制せいはするつもりだが、仕込みをしながらだとせいぜいが足止め程度にしかなるまい。どちらか片方を抑えられるかどうかといったところだ。頼んだぞ」

「──できるだけはやってみるよ」

　そう言って綾あや斗ともブレード型の煌式武装ルークスを起動させた。

　せめて《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》が使えればよいのだが、控え室で試してみたところやはりうんともすんとも言わなかったので仕方ない。前回の闘いで多少は認めてくれたと思っていたのだが、考えが甘かったようだ。

『さぁ、そろそろ試合開始の時間です！　果たして果たして、この五回戦を突破して準々決勝へと進むのはどちらのペアか！』

　興奮した実況の声から少し遅れて、胸の校章が試合開始を告げる。



「《鳳凰星武祭フエニクス》五回戦第八試合、試合開始バトルスタート！」



　案の定、開幕と同時に宋ソンと羅ルオは左右に分かれ、綾斗を狙ってきた。

「咲き誇れ──九輪の舞焔花プリムローズ！」

　そうはさせじとユリスの援護が入るが、舞い飛ぶ炎を宋はなんと素手で払いのける。高速で繰り出された拳こぶしによって、焔ほのおの桜さくら草そうはあっけなく散さん華げした。

　星辰力プラーナを込めた拳だからこそできる芸当だが、それはつまりユリスの技を打ち消せるほどの破壊力を秘めているということだ。

「参るっ！」

　苦もなくユリスの攻撃を突破した宋は、一気に間合いを詰めて右の拳を放った。

　綾斗は剣の腹でそれを受けるが、ずんと重い衝撃が走り抜ける。まるで巨大な鉄球がぶつかってきたようなその衝撃に踏ん張った足がびりびりと震え、綾斗は強く奥歯を噛かみ締しめた。

　明らかに膂りよ力りよくだけで成し得る破壊力ではない。

　さらに宋はそのまま身体ごとぶつかるように踏み込み、右の肘を綾斗の腹部へ叩たたき込こむ。

「ぐっ……！」

　星辰力を集中させてなんとか堪えたものの、膝から崩れ落ちそうになるほどの威力だった。肺から空気が残らず吐き出され、一瞬体が硬直する。

　宋ソンはその隙を逃さずその場でくるりと回転すると、空気を裂くような裏拳を綾あや斗との顔目掛けて見舞った。

　綾斗はとっさに腕を上げてかろうじてそれを逸そらすと、たまらず後ろに跳んで間合いを取る。

　予想はしていたものの、懐ふところに入られてのやり合いは分が悪すぎる。少しでも武器のリーチを生かして自分の間合いで闘わないと、とてもではないが勝負にならない。

「なるほど……どうやら噂うわさは本当のようだ」

　言って宋は、ゆっくりと構えを取った。腰を落とし、左足を大きく前に出した独特の形だ。なにがしか拳法の構えなのだろうが、綾斗も中国武術にはそれほど詳しくないのでその流派まではわからない。

『おおーっと、なんとあの天あま霧ぎり選手が一方的に攻められる驚きの展開です！　確かに宋選手の攻撃は素晴らしいものでしたが、これはあの噂は本当だったのかー!?』

『例のパフォーマンスもなかったッスねー。星辰力プラーナの量も、その練り込みも今までとは段違い……これは間違いないんじゃないッスか。まあ、なんにせよ……』

　綾斗は呼吸を整えると、周囲の雑音をシャットアウトして意識を集中させた。

　少しでも気を抜けば一瞬で勝負は決まってしまう。とにかく宋の一挙手一投足から目を離さずに、どんな動きにも対応できるように備えなければならない。

　──が、そこへ。

「すまん、綾斗！　抜けられた！」

　鋭いユリスの声が綾斗の耳じ朶だを打った。

「っ！」

　綾斗の左から回り込んでいた羅ルオが、手にした棍こんでえぐるような突きを繰り出す。

　間一髪それをかわした綾斗だったが、羅の棍は途中で軌道を変え、今度はそれが上段から打ち下ろされた。

　綾斗は剣を掲げてそれを受け流したものの、今度は反対側から回り込んでいた宋が電光のような飛び蹴りを放つ。さすがにこれはかわしきれず、肉をえぐられたような痛みが脇腹に走った。

　しかも宋は打ち下ろされた棍の上に爪先で着地し、羅は寸分の狂いもないタイミングでそれを跳ね上げる。

「なっ……！」

　完璧なまでのコンビネーション。

　宙に舞った宋は綾斗の背後へと着地し、綾斗が振り返るよりも早くその背中へ掌しよう打だが叩たたき込ここまれた。

「──っ！」

　先ほどとは桁違いの衝撃が綾あや斗との身体を貫く。

　一瞬意識が遠のきかけたが、綾斗はなんとかそれに耐えると半ば無む理り矢や理り足を動かし、転がるようにして距離を取った。

「ふむ、今の一撃に耐えるか……さすがだな」

　感嘆の色を滲にじませた声で宋ソンがつぶやくが、改めて構えを取るその動きには微み塵じんも隙が見当たらない。

　羅ルオも綾斗を挟み込むようにしながら、じりじりと間合いを詰めてくる。

　状況は最悪といっていいだろう。

　一対一でも圧倒されているというのに、二対一ではもはや話にもならない。

　──しかし。

「綻ほころべ──赤壁の断焔華ロロペタルム！」

　凜りんとしたユリスの声と同時に、突如として地面から吹き上がった巨大な炎の壁がステージを端から端まで両断した。その高さは十メートル近くはあるだろうか。いくら《星脈世代ジエネステラ》といえども、足場もなしに飛び越えられるようなものではない。

「これは……」

　宋も驚いた顔で炎の壁を見上げていたが、すぐにその意図に気が付いたらしい。

「なるほど、私と羅を分断したか」

　そう。

　炎の壁のこちら側には綾斗と宋の姿しかない。

　つまり壁の向こう側にはユリスと羅が残されていることになるが、炎の勢いは凄すさまじく、とても見通すことはできない。

『おおおおー？　これはリースフェルト選手の技なのでしょうか、いきなり現れた炎の壁がステージを大分割！　……あ、観客の皆様は大スクリーンもご活用ください。そちらでは別角度からの映像を画面を分割して映し出しております！』

「……とりあえずこれで一対一です」

　綾斗はそう言いながら立ち上がると、口元を拭った。わずかに血がついていたが、気にしている余裕はない。

「ほう……一対一ならば勝機があると？」

　宋は鷹たかのような目付きで綾斗を見み据すえながら、再びゆっくりと構えを取った。

「正直厳しいと思いますけど、だからといって諦めるわけにいかないでしょう？」

　綾斗も剣を正せい眼がんに構え、間合いを計る。

　ユリスがやってくれたのだから次は自分の番だ。どうにかして次の手のために必要な条件をクリアしなければならない。それも綾斗が持ちこたえられる内に、だ。

「ふふっ、それもそうだ。つまらぬことを聞いたな。謝っておこう」

　宋ソンの顔に一瞬だけ微かすかな笑みが浮かび──すぐに消えた。
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「どうした、その程度か？　だとしたら噂うわさほどではないな、《華焔の魔女グリユーエンローゼ》！」

「くっ……！」

　羅ルオの猛攻をなんとか凌しのぎながら、ユリスは思わず唇を噛かんだ。

　まずは強制的に一対一の状況を作り出す。それは成功した。ユリスの策においてこれは必須条件なので、ここまでは順調と言ってもいい。

　計算違いだったのは、羅の実力がユリスの想定を凌りよう駕がしていたことだ。

　決して侮あなどっていたわけではないが、改めて界龍ジエロン第七学院の層の厚さを思い知らされた感がある。

（これで序列二十三位だと？　星導館うちでなら十分に《冒頭の十二人ページ・ワン》入りだぞ……！）

　ユリスは内心で舌打ちしつつ、連続で繰り出される棍こんを細剣で防ぎ、展開させた赤円の灼斬花リビングストンデイジーで背後や上空から立体攻撃を仕掛ける。しかし羅は長い棍を器用に操り、有利な間合いを維持しながらも戦輪チヤクラムをまるで寄せ付けない。

「──いや、違うな。この炎の壁の維持に力を裂いているのか」

　羅は一旦距離を取ると、チラリと視線をユリスの背後に向けてそうつぶやく。

「これだけの火力をこれだけの規模で維持するとなれば、星辰力プラーナの消費も並大抵ではないだろう。そのため戦闘に使う分の星辰力を絞らざるを得ない」

　──おまけに観察眼も鋭いときた。

「さて、どうかな」

　ユリスも一度戦輪を戻し、その布陣を調整する。

　実際、本来ならば赤円の灼斬花は十数個に及ぶ戦輪を生み出すことが可能だが、今は星辰力と集中力の都合で六つが限界だ。

　羅と宋は今回の《鳳凰星武祭フエニクス》を含めれば三回の《星武祭フエスタ》を経験している。その戦歴だけを見ても、綾あや斗とやユリスとは場数が違うと言っていい。それにしてもこうもあっさり見抜かれてしまうとは。

「仮にそうだとしたら、これは上策とは言いがたいな。わざわざこんなご大層なマネをしなくとも、一対一に持ち込む方法は他にあったろうに」

　それも正しい。

　ただ単に一対一の形を作るだけなら、別の手段がいくらでもあった。

　だが、それらは所詮敗北への時間を先延ばしにするだけだ。勝ちに繋つながる道ではない。

「仕方あるまい。私たちが勝つためにはこれしかなかったのだ」

「……ほう。ということはまだ次の矢があるということか」

　羅ルオは棍こんをくるくると回しながら、ニヤリと笑う。

「それは楽しみだが──だったら早くすることだ。でないと壁の向こうは決着がついてしまうぞ？」

「それは私のパートナーが敗れると言いたいのかな？」

「今の《叢むら雲くも》の力ではオレたちに及ばない。あんたもわかっているだろう？」

　当然とばかりに答える羅。

「……ああ、その通りだ。今の綾あや斗とがおまえたちに勝つには、せいぜい上う手まく不意を打つくらいしかなかろうな」

「不意打ちか……まあ、そんな隙を見せるほどオレも宋ソンも甘くはないがな」

　これでお喋しやべりは終わりとでも言うように、羅が棍を構え直す。

「……」

　ユリスもわずかに後退しながら、戦輪を少しずつ防御用の布陣へと組み替えた。

　同時に壁の向こうの気配を探りながら、横目でそっと地面を確認する。

（もう少し右、か……）

「──そこだ！」

　と、その隙をつくように羅が動いた。

　棍で戦輪を跳ね上げて道を拓ひらき、一瞬でユリスの間合いに飛び込む。

「しまっ──」

「遅い！」

　裂れつ帛ぱくの突きが防ごうとした細剣を弾はじき飛とばし、そのままユリスの胸に叩たたき込こまれた。

「くぁ……っ！」

　反射的に身をよじって校章は守ったものの、思い切り吹き飛ばされる。

（これはあばらが何本かいったかもしれんな……だがこのタイミングなら！）

　ユリスは受身を取ってすぐに体勢を整えると、赤円の灼斬花リビングストンデイジーを解除して意識を集中させた。

「させるものかよ！」

　とどめとばかりに追撃をしかけてくる羅に、ユリスは痛みを堪えながら小さく笑う。

　元より遠距離戦闘を得意とする相手、しかも今は武器を失っている状態だ。その判断は正しい。

　そう。羅は正しい。

　正しいが故に──搦からめ手てが通る。

「咲き誇れ──六弁の爆焔花アマリリス・二輪咲デユオフロース！」

　ユリスの両手に一つずつ、小さな火球が生まれた。

　それでも羅ルオは怯ひるまない。この距離では自分のほうが有利だという絶対の自信があるのだろう。

　しかしユリスは右手の火球を羅に向けてではなく、真上に向かって放っていた。
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「──正直、感かん服ぷくする」

　言葉とは裏腹に、どこか呆あきれた表情で宋ソンが言った。

「ここまで私の攻撃を凌しのぎきるとは、防御に徹していたとしても大したものだ。しかも明らかに君の反応はどんどんと良くなってきている。私の呼吸や間合い、攻撃のタイミングを見切ってきているのだろうな。優れた対応能力の証左と言えよう。だが──悲しいかな、君の身体がそれについてきていない」

　すぐ背後に燃え盛る炎の壁を背負った綾あや斗とは、荒い息をつきながらも宋から視線を外さず意識を集中させている。

　致命的な一撃はなんとか避けてきたものの、蓄ちく積せきされたダメージはかなりのものだ。制服はところどころが破れてボロボロになり、打撲や裂れつ傷しようは数え切れない。

　それでも綾斗が構えた剣の切っ先は、少しも揺らぐことなく真まっ直すぐ宋へと向けられていた。

「もし君が万全の状態であったら、この立場は逆だったかもしれん。いや、ここまで粘ることさえできなかっただろう」

「そんなことは、ないと、思いますけど」

　綾斗は呼吸を整えつつ、律儀にそれに応えた。

　実際、宋は強い。《鳳凰星武祭フエニクス》の五回戦まで勝ち進んできているのだから当然だが、武器や能力に依い拠きよした強さではなく、純粋に身体を鍛え上げた結果としての強さには好感さえ覚えるほどだ。

　とはいえ、だからといってまだ諦めるわけにはいかない。少なくとも、綾斗には──綾斗たちにはまだ二の矢が残っている。そのための条件もなんとかクリアした。

　綾斗が自分の足元へ視線を落とすと、そこには先ほどユリスが刻んだ星印。

　──あとはタイミングだけだ。

「だがこれ以上痛めつけることになるのは私としても忍びない。君に敬意を表して次で終わらせるとしよう」

　その瞬間、一気に宋の拳こぶしに星辰力プラーナが集中した。

　熟練した界龍ジエロンの拳士は、星辰力を一箇所へ集めることによって流星闘技メテオアーツにも似た爆発的に攻撃力を高める技を使うという。おそらくそれだろう。

「君がいかに防御しようが、この拳こぶしは防いだ武器や腕ごと粉砕する。まあ、君の純星煌式武装オーガルクスほどではないが、防御するよりはかわすことをお勧めしておこう。無論、かわしきれればだが、ね！」

　言い終わると同時に、宋ソンが一息で間合いへ踏み込んできた。

　大地を揺るがすような震しん脚きやくと、えぐるような掌しよう打だ。

　回避するには追い込まれすぎている。しかし今の綾あや斗との星辰力プラーナでは、宋の言うとおり防ぐのは不可能だろう。それはあの拳に集まった星辰力の量を見ればわかる。

　だが、その掌打が綾斗の胸に届く寸前、二人の頭上で小さな爆発が起こった。

（花火──！）

　それは綾斗とユリスが決めていた合図だ。

　──刹那。

　綾斗は一回限り、一瞬だけの全力を解放すると、掌打をかわして自分の背後にそびえる炎の壁へ向かって飛び込んでいた。

「なっ……!?」

　絶句したような宋の声が背後から聞こえるが、すでに綾斗の意識はそこへは向いていない。



















　綾あや斗との姿が炎に飲み込まれようとした直前で、まるで旧約聖書に書かれたモーゼのそれのように炎の壁が二つに割れる。そして正面からは同じように壁のあちら側から、こちらへ向かって飛び込んできたユリスの姿。

　綾斗とユリスはすれ違い様に目線だけかわすと、炎で炙られながらも一瞬でお互いの目標を交換スイツチする。

「なんだと……!?」

「まさかっ!?」

　宋ソンと羅ルオが驚きよう愕がくに目を見開き、慌てて構えを取ろうとするが間に合うはずもない。

　羅は遠距離攻撃を主とするユリスを、宋は近接戦闘しかできない綾斗を相手にしていたのだから当然だろう。

　二人にとっては、完全に不意を突かれる形となったはずだ。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術初伝──“〝貳蛟龍ふたつみずち”〟！」

「弾はじけ飛とべ！」

　綾斗の切っ先が羅の校章を斬り裂き、ユリスが左手で放った火球が宋の校章を打ち砕く。



「試合終了！　勝者、天霧綾斗＆ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト！」



　機械音声が試合の決着を告げると、炎の壁が掻かき消きえ、綾斗とユリスは大きく息を吐いてへたり込んだ。

　宋と羅だけでなく、観客も虚を衝つかれたのだろう。唖あ然ぜんとした空気と静寂がしばらくステージを支配していたが、やがてまばらな拍手が起こり始めると見る間にそれは津波のような大歓声へと変わっていった。
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「ふぅ……一応勝ちはしたけれど……」

「まさしくどうにかこうにか、だな」

　今回も試合後の勝利者インタビューをキャンセルし、綾斗とユリスは通路を控え室に向かっていた。

　勝利者インタビューは義務ではないものの、あまりキャンセルをすると報道関係の心象が悪くなる上、《星武祭フエスタ》の性質上人気が落ちてしまうようなケースもあるようだが、今日は綾斗もユリスもとても受け答えができるような余裕はない。

　勝ちはしたとはいえ、ユリスの言うとおりギリギリの勝負だった。タイミングが少しでもズレていたならば、敗れていたのは綾斗たちだったろう。

「ま、それでも今日を乗り越えられたのは大きい。明日は調整日で一日休めるからな。次の試合ではおまえも全力が出せるようになるのだろう？」

「ああ、そこは大丈夫……なんだけど、ユリスのほうは？　その、怪け我がの具合とか……」

「なに、このくらいはどうということはない。ひびくらいは入っているかもしれんが、折れてはいないようだしな」

　ユリスは胸のあたりを軽くさすりながら苦笑してみせた。

　先の試合で羅ルオの棍こんをまともに受けたらしいが、少なくとも軽症とはいかないはずだ。

　それでもユリスはなんでもないという風に話を続ける。

「それよりも次の試合だ。おまえが全力を使えたとしても、かなり面倒なことになりそうな相手だからな」

「ああ、次の相手は確か──」

　綾あや斗とはそこでふと足を止めた。通路の先、控え室の前に誰かが立っていたからだ。

　一瞬遅れてユリスもそれに気がつき、驚いたように目を見開いた。

「ほう、これは意外な客だな。まさか祝福をくれにきたわけでもあるまいが、どのようなご用件かな？」

　控え室の前に立っていた二人──宋ソンと羅は、その言葉に真顔で応えた。

「そのまさかだが、いけなかったか？」

「……今日はオレたちの完敗だ。見事だった」

　その言葉に思わず顔を見合わせる綾斗とユリス。

「え……？　い、いや、それは……どうも」

「う、うむ……」

　まさか本当に祝福されるとは思わなかったので、なんと返していいのかわからず戸惑っていると、宋がユリスに向かって手を差し出してきた。

「あの作戦を考えたのは君だろう、《華焔の魔女グリユーエンローゼ》。発想といいタイミングといい、お互いを信頼していなければできない素晴らしいコンビネーションだった」

　ユリスはその手を取ったものの、まだどこか当惑した様子だ。

「だが──気をつけたまえ。あの手の策は、次の相手には通じない」

「……どういう意味だ？」

　ユリスの瞳に剣けん呑のんな光が灯ともるが、宋は動じずに話を続けた。

「そう警戒しないでもいい。別段牽けん制せいしにきたわけではなく、これは純粋な忠告だ。言葉通りに受け取ってくれ」

「そう言われても素直に信じられると思うか？　第一、おまえたちにはそんなことをする義理はあるまい。ましてや次の相手はおまえたちの仲間なのだからな」

　綾斗とユリスの試合は五回戦の最終試合だったので、すでに次の対戦相手はわかっている。六回戦、準々決勝の相手はまたしても界龍ジエロンのペア──しかも二人とも界龍の《冒頭の十二人ページ・ワン》だ。

「同じ学園に所属しているからといって必ずしも仲間というわけではないだろう。それとも星せい導どう館かんはそこまで一枚岩なのかな？」

「む、それは……まあ、そうだが……」

　ユリスは言葉を濁らせてわずかに視線を逸そらした。

　確かに同じ学園の中でも……いや、同じ学園だからこそのゴタゴタはある。それは他よ所そも変わらないのだろう。唯一その手の話と縁遠いのはガラードワースだが、そこも内情はどうなっているかわからない。

「なに、単純な話だ。オレたちはあんたたちの次の対戦相手──黎沈雲リーシエンユン、黎沈華シエンフアの二人とは……まあ、なんだ、どうにも反りが合わない。だからといって奴らの弱点だのなんだのを教えるつもりはないが──」

「私たちは君たちに好感を持った。少なくともあの双子よりはね。だからエールを送りたくなった。それだけのことだ」

　言って宋ソンは苦笑を浮かべ、肩を竦すくめた。

　どうやら本当にそれが本音らしい。

「わかった。では改めて聞くが……策が通じないとはどういう意味だ？」

「そういった領分はあの双子が最も得意とするところだからだ。彼らは欺あざむき、騙だまし、不意を打つことにかけては天才的な能力を持っている。君らがどのような策を練ろうと必ずそれを見破り、その上をいってくるだろう。しかも彼らは今回君たちが見せたような戦法は絶対に取らない」

「俺たちが取ったような……？」

　素直にそう聞き返すと、宋はその実直な瞳を綾あや斗とへ向ける。

「君たちの戦術は自分と相手を対等に考えた上でのものだ。そこには当然リスクが伴い、君たちはそれを受け入れている。つまり戦闘における駆け引きの一環と言っていい。だからこそ負けた私たちも、こうして納得ができる。……まあ、悔しくないと言ったら嘘うそになるがね」

「だが連中は違う。同じ土俵に立とうとすらせず、常に相手を見下し、絶対的に有利な条件を構築して自らを決して危険に晒さらすことがない。そして好き勝手に相手をひねり潰す。そこには相手への敬意は存在せず、駆け引きの余地さえ与えない。それが黎兄妹のやり方だ。オレたちはどうにもそれが気に入らない」

「君たちも双子の試合は見ているだろう？」

　界龍の《幻げん映えい創そう起き》と《幻げん映えい霧む散さん》といえば優勝候補の一角だ。もちろん、その試合もデータも目は通している。

　綾あや斗とも思い返してみたが試合はどれも一方的で、相手をいたぶるような展開は確かにあまり見ていて気分のよいものではなかった。

「あまり買いかぶられても困るがな。私たちとて楽に勝てるならそういうやり方を選ぶかもしれんぞ。なにしろ《星武祭フエスタ》では勝たなければ意味がない」

　ユリスの言葉に羅ルオが薄く笑う。

「それならそれでこちらの見る目がなかったというだけの話だ」

「とにかく、策を練るなとは言わないが気をつけることだな」

　宋ソンと羅はそれだけ言うと、くるりと踵きびすを返して去っていった。

「ふむ……」

　ユリスは神妙な顔でその後姿を見送りつつ、校章で控え室のロックを解除する。

「──どう思う？」

　先に部屋へ入りながらそう訊たずねると、ユリスは少し間を置いてから答えた。

「ま。嘘うそではあるまいよ」

「同感」

　綾斗が見る限りあの二人はこんな回りくどいことをして相手をはめるような人間ではないし、そもそもあの程度の話で嘘をついてもほとんど意味がない。

「ふぅ……」

　ユリスはソファに腰を下ろすと、深く大きく息を吐いた。

「連中の忠告は考慮に入れるが、双子対策はまた明日にしておこう。とにかく今日は疲れた。少し休んだらとっとと帰るぞ」

「ああ、そうだね」

　綾斗も腰を下ろすと、背もたれにぐったりと身体を預ける。

　今日の試合は全て終わったが、まだまだ会場には観客が多く残っているだろう。出場選手は学園直行の地下鉄を利用できるので騒がれるようなことはないものの、もう少し身体を休めておきたい。

　なにしろ次の準々決勝から決勝戦までは一日の休みもないのだから。

「……それとだな、綾斗」

　するとふいにユリスが小さく笑いながら、からかうように言った。

「次はいよいよ準々決勝だ。つまりあと三回勝ち抜けば私たちは晴れて優勝ということになる」

「三回か……少ないようでしんどいなあ」

　今日のような闘いを三回も切り抜けなければならないのかと思うと気が重い。

「ふふっ、それがわかっていればいいのだが──おまえはなにか考えてあるのか？」

「うん？　なんのこと？」

「決まっている。優勝した時の、望みだ」

「ああ……」

　綾あや斗とはうなずき、少し考えて──結局首を振った。

「うーん、特に思いつかないなあ」

「そうだろうと思ったがな」

　ユリスは苦笑を浮かべてそう言ったが、すぐに真面目な顔で綾斗をまっすぐに見る。

「おまえが私のために闘ってくれるのはありがたいし、正直……その、嬉うれしい。だが、そろそろおまえ自身の願いも見み据すえるべきだと思うぞ」

「そう言われてもなあ……」

「例えば──おまえの姉のこと、とかはどうなのだ？」

　ユリスが若干言いい辛づらそうに切り出した言葉に綾斗は少し驚いたが、すぐに察した。

　先日のイレーネの話──レヴォルフの会長が綾斗の姉を知っているという一件──をユリスも聞いている。気を遣ってくれたのだろう。

「いや、それは……もちろん気にならないわけじゃないけど……」

「けど？」

「姉さんには姉さんなりの事情があって家を出たのだろうから、無理に探そうとは思っていないんだ」

　綾斗は星せい導どう館かん学がく園えんにやってきた日のことを思い出していた。

『では、どうしてこの学園に？』

　クローディアの言葉がリフレインする。

　あの時、綾斗は『自分が成すべきことを探すため』と答えた。

　でも──それが見つかった今なら？

「とはいえ、その封印をどうにかするには姉を見つけるのが一番早いのだろう？」

「えっ？　ああ、うん……そりゃ姉さんなら解除はできるはずだけど……」

　そんな綾斗の態度に、ユリスの目が訝いぶかしげに細まる。

「綾斗。もしやおまえ──」

　ユリスがなにか言いかけたところで、唐突にノックの音が響き、来客を知らせる空間ウィンドウが開いた。

『──やっほー』

『ど、どうもです……』

　そこに映し出されたのは、紗さ夜やと綺き凛りんだ。

　別のステージで五回戦を闘ったこの二人も、無事準々決勝へと駒を進めている。

「わざわざこっちまで来てくれたんだ」

『お二人はお疲れでしょうし、せっかくですから早くお祝いを申し上げたくて……』

　綺き凛りんちゃんがもじもじと上目遣いで、そんないじらしいことを言ってくれた。自分たちも試合後だというのに、ありがたい話だ。

「あ、じゃあとにかく今開けるから」

　綾あや斗とがそう言って空間コンソールへ指を伸ばしかけたところで、慌てたように綺凛がそれを止めた。

『えっと、その前にもう一人お客さんがいらしているのですが……ご案内してよろしいでしょうか』

「お客さん？」

　首を傾かしげる綾斗に、紗さ夜やが少し悪戯いたずらっぽく笑う。

『そう。リースフェルトに、お客さん』

「私に？」

　それまでさほど興味がなさそうにやり取りを見ていたユリスが、その言葉に不思議そうな顔で眉を寄せた。

　空間ウィンドウでは紗夜と綺凛がうなずきあい、左右に一歩下がる。

　二人の陰から現れたのは、一人の女の子だった。

　歳はだいぶ若い……というより幼い。大体小学校の高学年くらいだろうか。純じゆん朴ぼくそうでいかにも愛らしい女の子だが、ただ一点気になるところがあるとすれば──その格好がなぜかメイド服姿ということだ。

　そして、その子を見たユリスが唖あ然ぜんとした表情でつぶやいた。

「フ、フローラ……？」









第三章　来訪者





「じゃあ──キミはリーゼルタニアから一人で？」

「あい！　フローラと申します。みなさま、よろしくお願いします！」

　若干舌足らずなところもあったが、フローラと名乗ったその少女は直角になるくらい深々と頭を下げた。

　聞けば、フローラはなんとユリスが救おうとしているリーゼルタニアの孤児院からやってきたのだという。

「受付で随分と難なん儀ぎしていたようなので話を伺ってみたら、リースフェルト先輩のお知り合いだとおっしゃるものですから……」

「……すごく目立ってた」

　フローラを連れてきた綺き凛りんと紗さ夜やが簡潔に経緯を説明してくれた。

　確かにこんな小さい子がメイド服姿でうろついていたら、それだけで人目を引くのは当然だろう。

「あい、助かりました！　ありがとうございます、沙さ々さ宮みや様、刀とう藤どう様」

　それをわかっているのかいないのか、フローラはあっけらかんとした笑顔で元気一杯にうなずいた。



















　とりあえず控え室に入ってもらったものの、やはり日常にメイド服の女の子というのは違和感がすごい。

「まったく、来るなら来るで一報くらいよこせばいいものを……」

　ユリスはそんなフローラの頭を優しく撫なでながら、困ったように笑った。

　その表情はとても柔らかく穏やかで、それだけでフローラがユリスにとってとても大事な存在なのだとわかる。

「だって陛へい下かが《鳳凰星武祭フエニクス》のチケットをくれる代わりに、姫様には絶対内緒にしておくようにって」

「はぁ……兄上は相変わらず戯たわむれがすぎるな。どうせその格好も兄上の入れ知恵なのだろう？」

「あい。それでいけば姫様もすぐわかるからって」

「まったくあの人は……」

　ユリスはこめかみを押さえながら盛大にため息を吐く。

　どうやらユリスの兄はかなりお茶ちや目めな人のようだ。

「でもでも、今となってはこれがフローラの普段着みたいなものですから、着慣れていて楽ですよ？」

「そうは言っても、ここは王宮ではないのだからその格好はな」

「普段着って？」

　気になったので綾あや斗とが訊たずねてみると、ユリスが代わりに答えてくれた。

「フローラは王宮付きの侍じ女じよとして働きに出ているのだ。まあ、まだ見習いといったところだが」

　なるほど。ただ着せられたにしては妙に着こなしている感があると思ったらそういうことか。

「あ、そうそう！　陛下からお言こと付づけがあったのでした。『年末までには一度戻ってくるように』、だそうです」

「……ふん、兄上め。どこぞからせっつかれでもしたか……。まあいい。言われなくても、どうせ一度戻らなくてはと思っていたところだ」

　ユリスはそう言って、フローラの肩をぽんと叩たたく。

「それに、みんなのところへ顔を出さないとならんしな」

「あい！　みんな心待ちにしています！」

　フローラが目を輝かせてうなずいた。

　きっとそれは本当で、ユリスは他の子どもたちにもフローラと同じように慕われているのだろう。

「……だけど、ビックリしました。リースフェルト先輩の闘う理由が孤児院のためだったなんて」

　そんな二人のやり取りを微笑ほほえみながら見ていた綺き凛りんが、感心したように言った。

「べ、別にそんな大層なことではない……！」

　素直に尊敬の眼まな差ざしを向ける綺凛に、ユリスはぷいっと顔を背ける。

　話の流れ上、ユリスは紗さ夜やと綺凛にも自分の事情を明かさざるを得なくなったのだが、どうにも照れくさいらしい。

　とはいえこうしてユリスが他の人との距離を縮めていくことはよい事なのだろうと綾あや斗とは思っている。

「ああ、そうだ。ねえ、フローラちゃん」

「あい？」

　ふと思い立って声をかけると、フローラはくきっと首を傾かしげて綾斗を見た。

「故く郷にでのユリスって、どんな感じなのかな？」

「……なんだ、やぶからぼうに」

　綾斗の質問に、ユリスが怪け訝げんそうに睨にらむ。

「いや、純粋に気になっただけだよ。ほら、ユリスはあんまりそういうことを話してくれないからさ」

「……そうだったか？」

　実際、ユリスが故郷のことを話してくれることは滅多にない。

「んー、どんなと言われましても……特に今と変わりませんよ？」

　フローラは少し考えた後、きっぱりとそう答えた。

「フローラたちと一緒に居るときは優しくて暖かくて、お城に居るときは凛々しくてかっこよくて──だから今とおんなじです！」

「へぇ、そっか」

　それを聞いて綾斗は少しほっとする。だとしたら、今の此こ処こはユリスがユリスらしくいられる場所だということなのだろう。

「あ、そうだ！　なんでしたら写真を見ますか？」

「写真？」

「あい！　フローラのケータイには孤児院で撮った写真がいっぱい入ってますから」

　フローラはいそいそとポシェットから携帯端末を取り出してみせた。

「いや、もうそのくらいでいいだろうに」

「……ほほう、それは興味深い」

「わ、わたしもちょっと気になります」

　ユリスはあまり乗り気ではないようだが、他の皆は違うようだ。

「えーと、これは一昨年の降誕祭ヴアイナハテンの時ので、これがみんなで大掃除をした時の、それからこっちがハンナの誕生日の時ので……」

　フローラはそう言いながら次々と空間ウィンドウを展開していく。

　大きな行事の時の集合写真から、なんでもないような日常の一コマまで様々だ。ただ一つ共通しているのは、どれもみんな笑顔だということ。ユリスも一緒に写っている子どもたちもシスターも、皆みなが皆、本当に楽しそうに笑っていた。

「わぁ……いっぱいあるのですね」

「できるだけ思い出を形にして残しておきたいというシスターがいてな。その人の影響で、子どもたちもことあるごとに写真を撮るようになったのだ。日常の写真が多いのもそのせいだな」

　苦笑いを浮かべたユリスが綺き凛りんに説明する。

「……うん？」

　すると紗さ夜やがその中の一つに目を留めて、フローラをちょいちょいと手招きした。

「フローラ、これは？」

「ああ、それはフローラが髪を洗ってもらってるところです」

　フローラはこともなげに言ったが、その写真を見た綾あや斗とは慌てて視線を逸そらす。

　なぜなら、そこには浴室において髪を洗っているユリスとフローラの二人が写っていたからだ。

　……それもバスタオル一枚の姿で。

「──っ！」

　声にならない悲鳴を上げたユリスが、フローラの手から携帯端末を奪い取り、一瞬にして全ての空間ウィンドウが閉じられる。

「み、みみみみ見たか？　見たのか？　見たんだな？」

「い、いや、見てない見てない！」

　真っ赤な顔で睨にらみつけるユリスに、綾斗はぶんぶんと首を横に振って否定した。

　実際、見たことは見たが、そんなにちゃんとは見られなかったので、それほど間違っているわけでもない……はずだ。

「フローラ、あれほどあの写真は消しておけと言っただろう……！」

「うー、でもでも、せっかくの姫様との思い出が……」

　ユリスに怒られ、しょんぼりとうなだれるフローラ。

「う……」

　そうなるとユリスも強く出られないのか、困ったように口を噤つぐむ。

「……それにしても、こんな小さな子を一人でよこすのは少々問題」

　と、話題を変えようとしたのか、紗夜がそう言ってフローラの頭をぽんと叩たたいた。

　正直、身長的には紗さ夜やとフローラはほとんど差がないので妙な感じだが、その言葉はもっともだ。なにしろフローラはまだほんの子どもだし、誰か付き添いがいたほうが安全だろう。

　ましてやここはアスタリスク。《星武祭フエスタ》開催中は街中での決闘が禁じられているので普段よりは幾分ましとはいえ、観光客に怪け我が人にんが出るのも珍しくない極めて異常な都市なのだから。

「えっと、それが……」

　するとフローラは俯うつむいて少し恥ずかしそうに声を細めた。

　それを見たユリスが、どこか投げやりな口調でフォローする。

「兄上は昔の私同様、自由にできる資金はあまり持ち合わせていないのだ。それでも統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいに従順な分、それなりに融ゆう通づうが利く。《星武祭》のチケットまでならその伝つ手てでどうにかできよう。が、移動費用や滞在費まではおそらく無理だ。シスターたちが捻ねん出しゆつしてくれたのだろうな」

「……あい。こつこつ貯めていた蓄えから出してくれたみたいです。ただ、やっぱり一人分が精一杯で……。それで、誰か一人を選ぶなら一番フローラが適任だろうって」

　フローラは目に見えてしょんぼりと落ち込んだかと思うとすぐに顔を上げ、勢い込んで言った。

「だけどフローラは一人でも大丈夫です！　これでも姫様と同じ《星脈世代ジエネステラ》ですし、いずれフローラも学生としてこのアスタリスクへ来るつもりですから！　そして姫様みたいに孤児院のみんなを助けるんです！」

「へえ、すごいな」

　フローラが《星脈世代》なのは一目見たときからわかっていたものの、この歳からもう目標を見定めているのは大したものだ。適任というのもそういう理由からなのだろう。

　綾あや斗とは素直に感心したが、ユリスは難しい顔で首を横に振った。

「まだそんなことを言っているのか……おまえがそんなことする必要はないと言っているだろう」

「でもでも、フローラだってみんなのお役に立ちたいです！」

「おまえはまだ小さい。そんなことを気にしないでもっと──」

「界龍ジエロンの生徒会長さんはフローラよりも年下だって聞いてます！　だったらフローラだって……！」

　どうやらフローラは見た目に反して中々頑固な性格のようだ。

「……序列一位を引き合いに出すとは大きく出たものだな」

　呆あきれ顔がおのユリスは腰に手をやると、仕方がないとばかりに息を吐く。

「わかった。では、仮におまえが孤児院の皆を助けたいという望みを持って、このアスタリスクに来るとしよう。どこの学園に入りたい？」

「えーと……それはやっぱり姫様と同じ星せい導どう館かんか、できれば、その、クインヴェール女学園に……」

　祈るように両手を合わせ、ぽわぽわと夢見る少女の瞳で答えるフローラ。

　さすがはクインヴェール、女子の人気は絶大だ。

「そうか。ならばやはりおまえがアスタリスクに来る必要はないということだな」

「……あい？」

「星導館もクインヴェールも入学は中等部年齢からだ。というより、初等部相当の学生を受け入れている学園は界龍ジエロンしかないわけだが……」

　界龍第七学院は入学年齢に下限を設けていない。もちろん乳幼児などは対象外だが、基本的に初等教育を受けられる年齢であれば入学できるのだ。

　これは界龍が得意とする体術や星せい仙せん術じゆつの育成には、幼少時からの長期的な基礎訓練が有効であるという観点かららしい。一方で他の五学園は、初等教育期間は人格形成に多大な影響を与える時期であり、アスタリスクのような特異な環境に置くべきではない──という白々しい道義的建前からそれに反対している。

「いずれにせよ、おまえが入学年齢に達するには最低でも後二年かかる。その頃には、もはや私がおまえの望みを全て達成しているからだ」

「──っ」

　ユリスがそう断言すると、フローラははっと顔を上げた。

「最後に会った時にも言ったはずだぞ。私は必ずおまえたちを助け、あの国を変えてみせる。そのために全ての《星武祭フエスタ》を制してくるとな。……それとも私はそんなに信用ならないか？」

「そ、そんなことないです！」

「うむ、ならばよし」

　ユリスは満足そうにうなずくと、フローラの頭をぽんぽんと優しく叩たたく。

「さすがはリースフェルト。目標も高く大きい」

　と、紗さ夜やがしみじみと感心したように言った。

「──だが、そうは問屋がおろさない。少なくとも《鳳凰星武祭フエニクス》は私たちが勝たせてもらう。だな、綺き凛りん？」

「ふぇっ!?　あ、ええっと……その、は、はい……！」

　急に話を振られて綺凛は焦ったように紗夜とユリスを見比べたが、やがて意を決したようにこくりとうなずいた。

「わ、わたしも負けないです！　譲れない望みがありますから！」

　そんなやり取りを見ていたフローラが目を輝かせる。

「おおー。沙さ々さ宮みや様と刀とう藤どう様は、姫様たちのライバルなのですねっ」

「ライバル……？」

　ユリスと紗さ夜やと綺き凛りんはしばらく複雑そうな表情で顔を見合わせていたが、やがて示し合わせたように揃そろって綾あや斗とを見た。

「えっ？　な、なにか……？」

　思わず後ずさる綾斗を三人はじっと見詰めたまま、誰とはなしにぼそりとつぶやく。

「──確かに、まあ」

「？」

　綾斗にはなにがなんだかさっぱりわからなかったが、それはフローラも同じらしく三人と綾斗をきょとんした様子で見比べていた。

「……ああ、いや、それはさておきだ」

　こほんと咳せき払ばらいをし、ユリスがその場を仕切りなおす。

「どうせ私たちがぶつかるとしたらその舞台は決勝だ。まずはお互いそこまで勝ち進まねばな」

　組み合わせ上、綾斗たちのペアと紗夜たちのペアは別ブロックになっているので、闘うことになるとすれば決勝以外にありえない。

「ふふふ……問題ない。私たちは無敵」

　紗夜が綺凛の肩を叩たたき、自信満々に胸を張る。

　対照的に綺凛のほうは不安そうな表情だったが、しかし実際紗夜のその自信はここまでの戦績に裏付けられたものだ。

　ここまでの五戦──しかも驚くべきことに本戦に入ってからも、紗夜たちのペアはほとんど相手を寄せ付けずに圧勝している。無論、相手に恵まれていた部分は少なからずあるとはいえ、消しよう耗もう著しい綾斗たちに比べれば順調すぎるほど順調と言えるだろう。

　次の準々決勝も、下げ馬ば評ひようでは紗夜たちが断然有利と目されている。さすがに楽勝とまではいかないだろうが、綾斗の見立てでも同様だ。

　ただし、その次。準決勝で当たるであろう相手は──

「ほほう、それは頼もしいな。ということは、アルルカントの人形どもを攻略する術すべも準備万端というわけか？」

　その言葉に、紗夜の表情がわずかに引き締まった。

　アルルカントの自律型擬形体パペツトアルディとリムシィは、紗夜たち以上に圧倒的な力を見せ付けて勝ち上がってきており、今や優勝の大本命だ。なにしろ毎回のように一回戦で見せた「一分間の攻撃の自由」を相手に与えながら、未いまだに傷ひとつ負っていないのだからそれも致し方ないだろう。

　──そして彼らと紗夜たちが順当に勝ち進んだ場合、両ペアは準決勝でぶつかることになる。

「それは本番でのお楽しみ。……それより私的にはそっちのほうが心配」

「次は確か界龍ジエロンの《冒頭の十二人ページ・ワン》がお相手でしたよね」

　綺き凛りんも真剣な表情でユリスを見た。

　当然二人も界龍の双子の試合はチェックしているので、強敵だということはわかっているはずだ。

「まあ、こっちはこっちでどうにかするさ。明後日には綾あや斗とも全力が出せるようになるし、そうなれば今日と違って打てる手はぐっと増える。なんとでもなろう」

　しかし楽観的なその言葉に反して、ユリスはいまいち浮かない顔だった。

　やはり宋ソンと羅ルオの話が気になっているのだろう。

　なんとはなしに微妙な沈黙が訪れたが、それを破ったのはフローラだった。

「あっ、もうこんな時間！　それじゃみなさま、フローラはこれでお暇いとまいたします。次の試合も全力で応援いたしますので、がんばってください！」

　そう言って立ち上がると、ぴょこんとお辞儀をする。

「待て待て、フローラ。ホテルはどこだ？　送っていこう」

　と、そのまま控え室を出て行こうとするフローラを呼びとめ、ユリスも腰を上げた。

「そんな、フローラは一人で大丈夫です。それに姫様は試合でお疲れなのに」

「いらん気遣いをするな、馬鹿者。ああ、それで綾斗、明日の件だが……」

　明日の件というのは、準々決勝に備えた作戦会議のことだろう。

「午後からでいいんじゃないかな。ユリスもフローラちゃんと久々に会ったんだし、つもる話もあるでしょ」

「やれやれ、今度はおまえから気遣われるとはな。だが、そういうことならありがたくその厚意を受け取っておこう。どちらにしろ身体を休めたほうがいいのは確かだ。午後からのほうが私としても助かる」

　というわけで翌日の打ち合わせの詳細などを決め、その日は解散となった。
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「ただいまー……って、まだ戻ってきてないのか、夜や吹ぶきのやつ」

　真っ暗な部屋の電気を付けると、誰も居ない静かな空間が綾斗を出迎えてくれた。

　書類やらメモやらが山積みになった英えい士し郎ろうの机はまったく手が付けられていないし、ベッドのシーツも以前変えた時と同じでまっさらなままだ。やはり戻ってきたような痕跡はない。

　夏休みに入ってからはずっとこんな感じなので今更どうということもないのだが、どこでなにをしているのかは少し気になる。一度訊たずねてみたのだが「取材だよ、取材」と答えただけでそれ以上は教えてもらえなかった。

「案外、歓かん楽らく街がいとやらで遊びほうけてたり……とか」

　再開発エリアにあるというその場所は先日小耳に挟んだばかりだが、多少遊びを覚えた学生にはそれなりに知られているらしい。

「……でもまあ、いないならいないで少し助かったかな。夜や吹ぶきに聞かれるといろいろ面倒そうだし」

　綾あや斗とはそうつぶやくと、携帯端末を取り出してベッドに腰を下ろす。場合によってはどこか人目のつかない場所を探さないとと思っていたのだが、英士郎が留守なのならばここが一番無ぶ難なんだろう。

『例えば──おまえの姉のこと、とかはどうなのだ？』

　今日のユリスの言葉が思い返される。

　姉を無理に探すつもりはない。

　ただ、姉のことが気になるのは確かだ。

「えーと……ああ、これだ」

　登録したばかりの番号へかけると、すぐに空間ウィンドウにその人──プリシラ・ウルサイスの顔が映し出された。

『あ、天あま霧ぎりさん！』

「こんばんは、プリシラさん。突然ごめん」

　プリシラは料理をしていたところなのか、先日と同じエプロン姿だ。後ろに映っている家具などから察するに、やはり先日綾斗たちが招かれたあの部屋にいるのだろう。

『いえ、とんでもないです！　天霧さんにはお礼を言わなきゃって思ってたんですけど、《星武祭フエスタ》の最中ですしお邪魔になってしまうかと思って……その節は本当にありがとうございました！』

「いや、別に俺はお礼を言われるようなことはなにもしてないよ」

　そもそも負けたほうが勝ったほうにお礼を述べるというのは、構造的にもおかしな話だ。

　しかしプリシラはゆっくりと首を横に振った。

『天霧さんはお姉ちゃんを連れ戻してくれました。いくら言葉を尽くしても足りません。……あっ、そうだ！　また天霧さんをディナーにお誘いしてもいいですか？　今度は前よりももっと──』

『あーもう、いいから代われ！』

『え？　あ、ちょ、ちょっとお姉ちゃ……！』

　すると画面の外からイレーネが、プリシラを押おし退のけるようにして入ってきた。

『よぉ、天霧。今日の試合見せてもらったぜ。随分と苦戦してたようじゃねーか』

「おかげさまでね」

『ははっ、いい気味だ！』

　画面の向こうでからかうように笑うイレーネに、苦笑で返す。

　鋭い目付きは以前と同じだが、どこか険が取れたような感じがする。きっとこれが本来のイレーネなのだろう。

『んで、どうせプリシラじゃなくてあたしに用なんだろ？　いや、それも違うか。本当に用があるのはあたしでもなく──ディルクの野郎だ』

「……よくわかったね」

　図星だったので素直にそう答えると、イレーネはニヤリと口こう角かくを上げた。

『そのくらいは軽くお見通しさ……と言いたいところなんだが、生憎あいにくとディルクの野郎の受け売りでね。近いうちに、自分への接触を求めてあんたから連絡があるだろうから、そんときは知らせろとのお達しがあったのさ』

　さすがは《悪辣の王タイラント》。綾あや斗との行動も予想の範囲内だったらしい。

　もっとも、だからといってやるべきことが変わるわけではない。

「じゃあ、伝えておいてもらえるかな。天あま霧ぎり遥はるかについて聞きたいことがあるから、一度会ってもらいたい、と」

『……いいぜ。それも仕事の内だからな』

『助かるよ。ありがとう』

『ただ気をつけろよ。あいつに飼われているのはあたしらだけじゃない。噂うわさじゃあの《孤毒の魔女エレンシユキーガル》もそうだって話だ』

『《孤毒の魔女》が？』

　現在アスタリスクにおいて最強の名をほしいままにしている《魔女ストレガ》さえも手中に収めているというのなら、それはとんでもない話だ。

『それに──あいつには黒猫機関もあるしな』

『黒猫機関……？』

『レヴォルフうちの諜ちよう報ほう工作機関だよ。あいつらはマジでやばいぞ。命令となればどんな汚れ仕事でも躊ちゆう躇ちよなくやってのけやがる。……まあ、ディルクの野郎はあんまり信用してないみてーだけどな』

　つまりは星せい導どう館かん学がく園えんにおける《影星》のようなものか。

『わかった。十分気をつけるよ』

『そうしとけ。なにごとも命あってのものだねだ』

　イレーネはそう言うと、急に半眼で綾斗を睨にらみつけてきた。

『……それはそうと天霧。あんた、どうやってプリシラの携帯番号を知ったんだ？』

「え？　この前食事に誘ってもらった時だけど……？」

　なにかあった時の連絡用にと教えてもらったのだが、まずかったのだろうか。

『ふぅん……』

　イレーネは訝いぶかしげな顔で綾あや斗とをねめつけていたが、やがてびしっと指を突きつけてこう言った。

『一応釘くぎを刺しておくがな。万が一にもプリシラに手を出したら承知しねぇぞ』

『ちょ、ちょっとお姉ちゃん!?　いきなりなにを……！』

　慌てた様子のプリシラが、さっきとは逆にイレーネを押おし退のけるようにして画面に入ってくる。

『す、すみません、天あま霧ぎりさん！　お姉ちゃんが変なことを……』

「ああ、うん、俺は別に……それじゃイレーネさんによろしく」

『あ、おい、プリシラ！　まだ話は終わって……！』

　画面の外ではイレーネがなにやら騒いでいるようだったが姉妹の仲は相変わらずらしい。

　どこか安心して通信を切ろうとすると、ふいにプリシラがそれを止めた。

「あ、天霧さん、すみません。ちょっと待ってもらってもいいですか？」

「え……？」

　するとプリシラも画面から消え、姉妹でなにやら小声で話し合っているのが微かすかに聞こえてくる。

　やがて戻ってきたのは、どこかばつの悪そうな顔をしたイレーネだった。

『あー……天霧』

「ん？　どうかした？」

『いや……その、なんだ。一応、あたしも……礼を言っておこうと思って、な。あくまで一応だぞ』

「礼って……？」

　イレーネは視線を逸そらし、ぼそぼそとした小さな声でつぶやきながら頭を掻かく。

『だから、あれだ。《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》の件だよ。あんま認めたくはねぇし、あいつをぶっ壊されたおかげでこっちは稼ぎも悪くなって散々なんだが……まあ、あのままじゃやばかったのも事実みたいだからな』

「ああ、なんだ。そのことか」

　そういえばイレーネも相当に義理堅い性格だった。

『──助かった。ありがとな』

　イレーネがそっぽを向いたままそう言うと同時に、ぶつんと空間ウィンドウがブラックアウトする。

　綾斗は苦笑いを浮かべてしばらく真っ暗な画面を見つめた後、携帯端末を机の上に置いてベッドへ横になった。

「あとは《悪辣の王タイラント》がどう動くか、だな……」

　イレーネの口ぶりからすると、こうなることは向こうの予想通りということになる。どういうつもりなのかはわからないが、こちらとしてはこれ以上打つ手はない。

　クローディアも調べてくれるとは言っていたが、他所の学園……しかも相手がレヴォルフの生徒会長となるとすぐにどうこうというのは難しいだろう。

「……姉さん」

　綾あや斗とは目をつむって姉の姿を思い浮かべた。

　綾斗の中の遥はるかは五年前のままだ。

　五年という時間は長い。人を変えるには十分な時間だろう。

　そしてそれは綾斗も同じだ。

　随分と停滞していたが、ようやく綾斗もここで一歩踏み出すことができた。

　しかし──

「たっだいまー！　いやー、久々の我が家だぜー！」

　すると突然部屋のドアが開き、大荷物を抱えた英えい士し郎ろうが入ってきた。

「うわっ、夜や吹ぶき？」

「おー、悪い悪い。寝てたのか、天あま霧ぎり」

「いや、横になってただけだからいいけど……随分と久しぶりだね」

　身体を起こし、床に座り込んでいる英士郎に向き直る。

「いろいろと仕事が立て込んでてさぁ。なんとか一区切りつけてきたけど、まだまだ山ほど残ってるんだよなぁ……はぁ」

「仕事っていうと新聞部の取材かなにか？」

「おうともよ。《星武祭フエスタ》の時期は稼ぎ時だからな。ネタはそこら中に転がってるし、ここでできるだけ仕入れておかないと──って、ああ、そういや今日の試合見たぜ。まずは準々決勝進出、おめでとさん」

　英士郎はそう言ってぐっとサムズアップをしてみせた。

「薄はく氷ひようの勝利って感じだったけどね」

「まあまあ、それでも勝てたんだから良しとしとけって」

　からからと笑いながら英士郎は冷蔵庫へ手を伸ばし、冷えたお茶を取り出すと一気にそれを呷る。

「ぷはぁー。で、次の相手は界龍ジエロンの双子だったっけか。あいつらは厄介だぜぇ。まー、なにしろ性格が悪い悪い」

「夜吹は彼らのことをよく知ってるのかい？」

「データでって意味ならな。そりゃあ戦闘能力だけでみりゃ《覇潰の血鎌グラヴイシーズ》を持ったイレーネ・ウルサイスのほうが上だろうよ。実際、『詩の蜜酒オドレリール』や『六万神殿ヘキサ・パンテオン』あたりでも、個人としての双子はどっちもそれほど高い評価は受けてないしな」

「……なんだいそれ？」

　耳慣れない単語に聞き返すと、英えい士し郎ろうは意外そうな顔で答えた。

「アスタリスク……つーか《星武祭フエスタ》に関する有名ファンサイトだよ。おまえさん、知らねーのか？」

　綾あや斗とがうなずくと、仕方ないといった顔で携帯端末を取り出し、そのサイトを開いてみせてくれる。

「アスタリスクにおける序列ってのは各学園が定めてるわけだから、当然その学園内だけのもんだろ？　うちの序列一位……まあ、おまえさんなわけだが、それとガラードワースの序列一位のどっちが強いかは、実際に闘ってみるまでわかんねーわけだ。だけど世の連中ってのはとにかくなんでも比較をしたがるもんで、ネットじゃ全ての学園を含めた自分流統一ランキングを作って発表したがるやつが多いんだよ」

「つまり、アスタリスクの全学生を対象にした非公式の序列ってことかい？」

「簡単にいやそういうこったな。んで、『詩の蜜酒オドレリール』と『六万神殿ヘキサ・パンテオン』はその最大手ってわけだ」

　言われてみればありそうな話だ。統一的なランキングが存在しない以上、《星武祭》のような他学園の学生が闘う場所ではなにも目安がないということになってしまう。

『詩の蜜酒』は個人が管理していて、アスタリスクの黎れい明めい期きからずっと更新を続けてる古参だな。かなり正確なランキングって言われてて、賭場のオッズなんかはここを参考にしてるとこも多い。『六万神殿』のほうは比較的新しいサイトなんだが、誰でも参加できる独自の評価システムを採用していて、どっちかーてーと人気投票に近い感じだ」

「へー、面白いね」

「もっとも所詮は非公式だから信用できないってやつも多いんだけどな。お姫様なんかはその口だったはずだ。あとは以前なんかのインタビューで言ってたが、会長もあんまり好きじゃないっぽい」

「ああ、ユリスはそれっぽいね」

　学園の序列でさえあまり信用していない口ぶりだったので、非公式のものとなればそうなるのが当然だろう。

　クローディアは……どういう理由だろうか。

「ま、それをわかった上で見る分にゃ問題ないさ。ちなみに、現状ランキング一位はどっちも《孤毒の魔女エレンシユキーガル》だ」

「さすがだね……」

《王竜星武祭リンドブルス》二連覇は伊達ではないということか。

「『六万神殿』のほうには過去の選手を交えたランキングなんかもあって面白いぜ。そっちだと一位はずっと星猟警備隊シヤーナガルムの隊長殿だな」

「最初に《王竜星武祭リンドブルス》を二連覇した人だよね。ってことは、やっぱり《王竜星武祭》の成績が重要視されてるのかな」

「なんだかんだ言って《星武祭フエスタ》の中じゃ《王竜星武祭》が一番盛り上がるからなー。参考までに今のおまえさんは『詩の蜜酒オドレリール』で十九位、『六万神殿ヘキサ・パンテオン』のほうじゃ三十位ってとこか。イレーネ・ウルサイスと闘う前はもっと高かったんだけどな」

　つまり封印のことがバレたので下がったということなのだろう。

「まあ、今年出てきたルーキーにしちゃ健闘してるほうだと思うぜ」

「よくわからないけど喜んでいいのか……な？」

　少し興味が出てきたのでいろいろと見てみると、星せい導どう館かん学がく園えんで一番ランクが高いのはクローディアだった。ただ、『六万神殿』のほうだと綺き凛りんのほうが上位にきているので、やはり参考程度のものなのだろう。

「さて、そんじゃ話を戻すか。そんなわけで双子はそれほど個々の戦闘能力を評価されてるわけじゃないってこった。無論、界龍ジエロンの《冒頭の十二人ページ・ワン》なんだから弱いってわけじゃなく、他学園の同クラスと比べればって話だがな」

　英えい士し郎ろうはそう言うと空間ウィンドウを閉じて苦笑する。

「ただ、試合ってのはそれだけで決まるわけじゃねえだろ？　オレなんかは仮にイレーネ・ウルサイスとあの双子がぶつかったとしたら、どっちが勝つかは読めないくらいにゃ試合巧者だと思うがね」

「試合データは見てるけど、確かに相手の弱点を突くのが上う手まいって感じだね」

　相手にウィークポイントがあると見るや、徹底的にそこを狙うのが双子の基本戦略だ。それ自体は当然ともいえる戦法だが、彼らが際立っているのはそのための手段が異様に豊富だということ。

「連中、星せい仙せん術じゆつの利点をホントに上手く使ってやがるからなー。相手に取っちゃ嫌で嫌でたまらないだろうよ」

「星仙術の利点って？」

「そりゃもちろん汎はん用よう性せいさ。攻撃に防御に支援、なんでもござれだ、……ああ、そっか。おまえさん、道士タオシーと当たるのは初めてだっけか」

「ああ、界龍のペアとは何回か当たったけど、ほとんど拳士だったからね」

　道士というのが星仙術の使い手を指すことくらいは知っているが、具体的に星仙術がどういうものかはまだよくわかっていない。

「しゃーねえな。友人のよしみでもう少しレクチャーしてやんよ」

　英士郎はそう言うと再び空間ウィンドウを開いた。

　そこにぱっと映し出されたのは、界龍第七学院だ。

「ま、簡単に言えば星せい仙せん術じゆつってのは《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》の能力を体系化し、汎はん用よう化かしたもんだ。普通《魔女》や《魔術師》の能力ってのはなにかに特化する形で発現するもんだが、それを技術として落とし込んで誰にでも使えるようにしたもの、って定義が一番近いだろうな」

「誰にでもって……そんなことが可能なの？」

「厳密に言えば誰にでもってわけじゃねえな。《魔女》や《魔術師》は《星脈世代ジエネステラ》の中でも数パーセント程度しかいないってことになってるだろ？　でも実は万応素マナとリンクする素養を持っているのに、力が弱すぎたりイメージを構築できなかったりで、能力として発現できていないだけってやつが結構いるらしい。むしろ《星脈世代》はその素養がないほうが少ないくらいなんだとか」

「へぇ……」

「理論的には万応素とリンクできれば事象の改変は可能だ。で、その素養部分だけを引き伸ばし、仕草や呪文、呪符などの道具を組み合わせた定型式を技術として教え込むことで、様々な能力を使用可能にしたのが星仙術ってわけだ」

「確かにそれはすごいけど……そんなにすごい技術なのに、なんで界龍ジエロンしかそれを教えていないんだい？」

　当然であろうその質問に、英えい士し郎ろうは楽しそうに答える。

「そうそう、そこよ。実のところ星仙術の使い手はそれなりに多いが、それを教える教きよう導どう師しってのが数えられるくらいしかいないんだと。なんでも星仙術を覚えるためには星辰力プラーナの流れを特殊に調整する必要があるみたいなんだが、教導師にしかその調整ができないらしい」

「……ほぼ独占状態なわけか」

「この技術を界龍に伝えた初代《万ばん有ゆう天てん羅ら》が直々に教えた十二人と、二代目の《万有天羅》が教えた七人、《万有天羅》本人を含めても、教導師は二十人程度しかいないって言われてるな。引き抜きとかもすごかったらしいが、どこも成功していないとこをみるとよほど教育が徹底してるんだろ」

　と、英士郎は少し真面目な顔で綾あや斗とを見た。

「星仙術に定型化されている能力は数百にも登るらしい。《魔女》や《魔術師》のほうが際立った能力を使うことが多いが、その分安定性に欠けるし対策もしやすい。だが、道士タオシーにゃそういった弱点がないからな。気をつけたほうがいいぜ」

「わかった。ありがとう、夜や吹ぶき」

《悪辣の王タイラント》と姉の一件、明後日の準々決勝、それに封印のこと。

　どうやら課題は山積みのようだ。

「ふぅ……」

　綾あや斗とはため息を吐くと、天井を見上げた。

　それでも結局、一つ一つ片付けていくしかないだろう。
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　──森の中にぽっかりと開けた小さな野原。

　そこではまだ年端も行かぬ子ども二人が、各々武器を手に激しく鎬しのぎを削っていた。

「え、ええっと……あ、天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術初伝──“〝貳蛟龍ふたつみずち”〟！」

　あどけない顔つきの少年がややもたつきながら振るった剣閃は十字を描き、大型の銃を構えた少女へ襲い掛かる。

「──遅い」

　だが少女はあっさりとそれをかわすと、小さな身体を回りこませながら少年に向けて銃撃を見舞った。巨大な拳銃型の煌式武装ルークスから放たれた光弾は、身をよじった少年の脇を掠めて遥はるか先の地面に着弾し、小さな炸裂音と共に草が舞う。護身用に威力調整されているとはいえ、まともにくらえばしばらくは動けなくなるのは間違いない。

　少年は牽けん制せいするように木刀を振るい、少女との間合いを計りなおす。飛び道具相手に距離を取るのは愚策だが、少女は近接戦闘でも侮あなどれない技量の持ち主だ。できるだけ自分の間合いでやり合わなければならない。

　しかし少女はそうはさせじとばかりに銃を連射してくる。

「くそっ！」

　それを避け、時には木刀で弾はじきながらも、少年は必死で間合いを維持しようとしていたが──やがて堪えきれなくなったのか、舌打ちをして背後に大きく飛び退いた。

「……勝機」

　ぼそりとつぶやいた少女が、その着地の瞬間に狙いをつける。

　が、それは少年も想定内だ。

「はぁ！」

　着地と同時に襲い掛かってきた光弾を、少女目掛けて弾き返す。

　普通ならとてもできる芸当ではないが、それが威力調整されている光弾であり、あらかじめ飛んでくるタイミングがわかっていれば、不可能ではない。

「っ！」

　無表情な顔にわずかな驚きを浮かべ、光弾をよける少女。

　その隙に少年は稲妻形に走って再度間合いを詰める。

　少女は慌てて迎え撃とうと引き金を絞るが──放たれた光弾はどれも少年の動きに一息遅れてしまい、届かない。

　次の瞬間、少年の下段からの一撃が見事に少女の銃を跳ね上げていた。

「ぼくの勝ちだね、サヤちゃん」

　少年──天あま霧ぎり綾あや斗とが得意げにそう言うと、少女──沙さ々さ宮みや紗さ夜やは降参とばかりに両手を上げる。

「……わかった。今回は私の負け」

　表情をほとんど変えないまま、小さくため息を吐いて紗夜が言った。

　それでも少し眉が寄っているのは、やはり悔しいからだろう。

「これでぼくの三百二十一勝、百八十二敗かな。最近は負けが続いてたから、ようやく勝てたって感じだけど」

　二人は家が隣同士ということもあってか、物心ついた頃からよく一緒に遊んでいた。

　初めのうちは二人とも子どもらしく鬼ごっこやかくれんぼ、あるいはゲームなどで遊んでいたのだが、綾斗が道場での修業を始めた頃から訓練染みた立ち合いの真似事をするようになり、今ではほとんど実戦さながらになっている。

　基本的には子どもらしい腕比べという面が強いのだが、道場での立ち合いを禁止されている綾斗にとっては貴重な場であり、一方の紗夜にとっても父親の銃を思う存分使えるまたとない機会だった。

　そして、もう一つ。

「……じゃあ、はい」

　紗夜はポケットから一枚の紙切れを取り出すと、綾斗に手渡した。

　そこには子どもらしい拙い文字で、『願い事チケット』と書かれている。

「えへへ、ありがと」

　綾あや斗とはそれを受け取ると、嬉うれしそうに日に透かしてみせた。

　これは綾斗と紗さ夜やの間でのみ通用するチケットで、いわゆる『肩たたき券』と同様のものだ。その内容は『相手のお願いをなんでもきいてあげること』であり、綾斗と紗夜の間ではなにかしらの勝負をする度にこれを賭けることになっていた。ちなみに言いだしっぺは紗夜であり、《星武祭フエスタ》に着想を得たものだという。

　ただし『なんでも』とはいうものの、厳密には二つほど禁止事項がある。

　一つは、相手が本当に嫌がることはお願いしないこと。

　もう一つは、相手がチケットでお願いしたことを自分のチケットでなかったことにしないこと。

　もっとも使い方といえばおやつを譲ってもらったり、宿題を代わりにやってもらったりと、その大半が可愛かわいらしいものであったが。

　ただ、最近ではその使い方に幅が出てきたのも事実だ。

　その例が──

「ところでサヤちゃん」

「うん？」

「あの『お願い』さ、キャンセルにするつもりはない……？」

　相手のお願いをなかったことにすることはできないが、チケットを使った側がそれを取り消すことはできる。綾斗としては、できればそうしてほしかったのだが……。

「ない」

　紗夜の答えは無情だった。

「でもさ、やっぱり攻撃の時に技の名前を叫ぶのはちょっと恥ずかしいっていうか……」

「そんなことない。ちょお格好いいから安心していい」

　紗夜はそう言って、ぐっと親指を立てる。

「うーん、そうかなあ」

「テレビでもヒーローはみんなそうやってる。問題ない」

「それはまあ、そうなんだけど……」

「大丈夫。すぐ慣れる」

　どうにも話をはぐらかされているように思えてならない。

　とはいえそこまで嫌だというわけでもなかったので、綾斗もそれ以上は言わなかった。

「それより、綾斗はなにか『お願い』があったのでは？」

　チケットは別に有効期限があるわけではないので、すぐに使う必要はない。何枚でも溜ため込こむことができるし、複数枚を同時に使うこともできる。

　しかし綾あや斗とは今回、もうすでにお願いしたいことを決めていた。

「ああ、そうそう。それじゃ早速使わせてもらうね」

　綾斗はそう言うと、先ほど手渡されたチケットをすぐに紗さ夜やに向かって差し出す。

「──どうしてもお姉ちゃんから一本取りたいんだ。サヤちゃん、協力してくれないかな？」



　　　　＊



「ん……」

　携帯端末の着信音で綾斗が目を覚ますと、すでに時刻は午前十時を回っていた。

　普段は何もしなくても早朝訓練の時間に目が覚めるのだが、さすがに疲労が溜たまっていたらしい。

「それにしてもなんでまた、あんな古い夢を」

　寝癖の付いた頭を掻かきながら、つぶやく。

　以前にも子どもの頃の夢を見たことがあったが、あれよりも更に遡さかのぼった──それこそ十年近くは昔の夢。

「おっと、それよりも……」

　鳴り続けている携帯端末を手に取ると、ユリスからだった。

　ちらりと部屋の反対側へ目をやると英えい士し郎ろうもまだ夢の中のようで、ベッドの上で仰あお向むけのまま大の字になっている。

　起こしては悪いので音量を調節して空間ウィンドウを開くと、映し出されたユリスがやや申し訳なさそうに言った。

『なんだ、ひょっとしてまだ寝ていたのか？　だったらすまんな、起こしてしまったか』

「ああ、いいよいいよ。さすがにちょっと寝坊が過ぎたし、気にしないで。それより、どうかした？」

　準々決勝に向けての作戦会議は午後からだし、まだかなり時間の余裕がある。

『うむ。実は……フローラが昼食の席におまえを呼びたいと言っていてな。なにやらどうしても聞きたいことがあるらしい』

「フローラちゃんが？」

『無論、おまえが嫌でなければだが……』

「いや、俺は別にいいけど」

　一体なにを聞きたいというのだろうか。

『そうか。では、悪いが商業エリアにまで出てきてもらえるか。ただメインストリートのあたりは混雑が酷ひどい。どこか別の場所がいいのだろうが……生憎あいにくと私は未いまだにそのあたりに疎くてな』

「あ──そっか」

　確かに普段ですらあのあたりは賑にぎわっているのだから、《星武祭フエスタ》開催中の今はもっとすごいことになっているだろうことは想像に難くない。

「と言っても俺もまだそんなに詳しいわけじゃないしなあ……」

　なにしろ放課後や休日はユリスたちとの訓練に費やしているため、アスタリスクへ来てもう二ヶ月になるというのにほとんど市街へ遊びに出たことがない。《鳳凰星武祭フエニクス》が始まってからは足を運ぶ機会もそれなりに増えたものの、基本的にはステージと学園を往復するだけだ。

　──すると。

「ふわぁ～あ……なんだなんだ、店を探してんのか？」

　もそもそとベッドから起き出してきた英えい士し郎ろうが、目の辺りを擦こすりながら声を掛けてきた。

「ああ、うん。まあね。この時期だとどこも混んでるだろうから、どうしようかって話してたんだ」

「ふーん……そんじゃオススメのとこを紹介してやるよ。お姫様とデートなんだろ？」

『デ、デート!?　ば、ばばば馬鹿者！　変な誤解をするな！』

　ウィンドウ越しのユリスが顔を真っ赤にして怒鳴るが、英士郎は構わず枕元に置いてあった携帯端末に手を伸ばす。

「ほれ、ここだ。外がい縁えん居きよ住じゆう区くとの境に近くて地下鉄の駅からも離れてるから観光客も少ないし、雰囲気も味も悪くない穴場だぜ。普段は場所柄もあってかクインヴェールの学生がよく利用してるんだが、今は夏季休暇中だからそんなに混んでもねーだろ」

　英士郎から送られてきた店の情報を見ると、確かに雰囲気の良さそうな──それもいわゆる女の子受けの良さそうなカフェだった。

「へぇ、さすがは夜や吹ぶき。よくこんなところ知ってるね」

「まー、そこはそれ。情報だったらどんな分野でも手広く扱うのがうちの部のモットーだからな」

　そう言って英士郎は自慢気に笑う。

「で、どうかなユリス。ここにしようか？」

『む、むう……そうだな。夜吹からの紹介というのがやや気に食わんが、まあ悪くはなさそうだ』

　英士郎からもらったデータを送ると、ユリスもまんざらではなさそうだ。

「よし、じゃあ決まりだね」

　結局二時間後にこのお店で待ち合わせることにして、綾あや斗とは通信を切った。

「ありがとう、夜吹。助かったよ」

「なーに、いいってことよ」

　英えい士し郎ろうはベッドに腰掛けたまま、綾あや斗とへ意味ありげな視線を向ける。

「おまえさんにゃあ貸しを作っておいて損はないだろうからな」

「……高くつかないことを祈ってるよ」

　綾斗はそれに苦笑で返し、出かける支度を始めた。
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「あれ……？」

　手早く身支度を整えて寮を出ると、正門に至る道の途中で見知った顔が並んで歩いてくるのを見かけた。

　向こうも綾斗に気がついたのか、その一人──綺き凛りんが小走りで駆け寄ってくる。トレーニングウェア姿なところを見ると、ロードワークかなにかの途中だったのかもしれない。

「こんにちは、綾斗先輩。お出かけですか？」

　綺凛はややはにかんだ表情で、ぺこりと頭を下げる。

「うん、まあね。でも、ちょっと珍しい組み合わせだね」

「あら、そうですか？」

　やや遅れてもう一人──クローディアもやってくると、こちらはいつもどおりの笑顔で頬ほおに手を当て、ほんの少し首を傾かしげる。

　皆が一緒にいるような時はともかく、この二人だけというのはあまり記憶にない。

「ちょうどそこで刀とう藤どうさんとお会いしたので、少しご相談を」

「相談？」

「ええ──純星煌式武装オーガルクスのことで」

　クローディアは確認するような視線を向け、綺凛がうなずいてからそう続けた。

「以前は刀藤鋼こう一いち郎ろう氏の意向で純星煌式武装を使わないようにしていたらしいのですが、ご存知の通り今の彼女は自由の身です。もしお望みであれば、試してみるのもよいのではないかと思いまして」

「へぇ……」

　なるほど。確かに綺凛がなにかしらの純星煌式武装を使うとなれば、今よりもずっと強くなるであろうことは容易に想像できる。なにしろただの日本刀一本で序列一位の座についていたのだ。綾斗が勝てたのも変則手がはまったからであり、正直もう一度勝てる自信はまるでない。

「ですが……」

「はい、会長のご提案は嬉うれしいのですけど……わたし、本当に日本刀意外は全然ダメなんです」

　綺き凛りんは申し訳なさそうに首を横に振った。

「この千せん羽ば切きりに愛着もありますし、連れん鶴づるも日本刀に特化した技ですし……」

「ああ、それもそうか。特に刀とう藤どう流りゆうは型がきっちりしてるもんね」

　いくら強力な純星煌式武装オーガルクスが持てたとしても、それで使い手の技能が制限されてしまうようなら意味がない。使い慣れた武器と言うのは、それだけで十分なアドバンテージでもあるのだ。

「かく言う俺も、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の大きさにはちょっと難なん儀ぎしてるからなあ」

「ふふっ、こう言ってはなんですが、それは綾あや斗とがまだ《黒炉の魔剣》を使いこなせていなからだと思いますよ」

「え？」

　クローディアの言葉に、綾斗は思わず目を見開いた。

「元来、《黒炉の魔剣》に定まった大きさはありません。完全に制御できているならば、あれは自然と使い手にとって最適な形と大きさを取るはずです」

「そ、そうなんだ……」

　綾斗は腰のホルダーに収まった《黒炉の魔剣》へ視線を落とす。

　どうやらこのひねくれものには、まだまだ認めてもらえていないらしい。

「綾斗は細かい星辰力プラーナの制御が苦手なようですから、そのあたりに原因があるのかもしれませんね」

「うーん、そっかぁ……」

　実際に苦手中の苦手な分野なので、ぐうの音も出ない。

「ああ、話が逸それましたね。刀藤さんの純星煌式武装の件ですが、ではもし日本刀型の純星煌式武装があればどうでしょう？」

「ええっ、そんな純星煌式武装があるのですか？」

　綺凛が驚いたように言うと、クローディアは残念そうに首を振った。

「いえ、今のところ星せい導どう館かんが所有する純星煌式武装にはありません。一番近いのはそれこそ《黒炉の魔剣》ということになりますが……」

　一応《黒炉の魔剣》も片刃には違いないし、形状は太刀に近い。

　とはいえ。

「い、いえ、それは綾斗先輩のものですし、とてもわたしが扱いきれるようなものじゃ……！」

　慌てて両手を振る綺凛。

「やっぱり日本刀型の純星煌式武装って少ないのかい？」

「そうですね。そもそも純星煌式武装の能力や形状は、コアとなるウルム＝マナダイトの個性に著しく依存します。これこれこういう純星煌式武装オーガルクスが作りたいと思っても、そのようにできるわけではないのです」

「不便だなあ」

　素直にそう言うと、クローディアは困ったように苦笑する。

「まあ、その分強力なのですから贅沢は言えません。──ただ、実は最近新しいウルム＝マナダイトが銀河の研究所から開発部に払い下げになったらしいのですよ。それがもしかしたら……」

「日本刀型にできそうなの？」

　綾あや斗との言葉に、クローディアがうなずく。

「その可能性があるとはうかがっています。実際にはどうなるか、純星煌式武装として形になるのがいつになるのかもわかりませんけれど……もし仮にそうなった場合は、ぜひ試してみてください」

「は、はいっ！」

　綺き凛りんは恐縮したようにお辞儀をした。

「でも随分熱心なんだね、クローディア」

「星せい導どう館かんに所属する学生の皆様のために力を尽くし、《星武祭フエスタ》においてより良い成績を残してもらうことが私の仕事ですから」

「生徒会長って大変なんだなあ……」

　自分自身も《冒頭の十二人ページ・ワン》だというのに、他の学生を強くするために尽力しなければならないというのは、よほどしっかりとした想いがない限り続けていくことはできないだろう。

　そこでふと、綾斗はあることに気がついた。

「そういえば……綺凛ちゃんとクローディアは闘ったことってあるの？」

「え？」

「あら？」

　綾斗の言葉に、綺凛とクローディアが顔を見合わせる。

　考えてみれば綺凛は旧序列一位、クローディアは序列二位だ。過去に一度くらい剣を交えていても不思議ではないだろう。

「い、いやいや、ないですよ、そんな！」

　しかし綺凛は焦ったようにそれを否定した。

「まあ、鋼こう一いち郎ろう氏は私を警戒されていましたからね。仕方ありません」

「……そもそも会長はここ一年くらい、試合も決闘もされていないですよね？」

「そうですね、もう随分とご無沙汰になります。腕が鈍っていないとよいのですが」

　綺凛が確認するように訊たずねると、クローディアはころころと笑う。

「決闘はともかく、試合も……？」

　そういえば以前にユリスもそんなことを言っていたような気がする。

　だがそれは公式序列戦でも指名されていないということだ。星せい導どう館かんのルールでは、下位からの指名は拒否できない。クローディアは序列二位なので、序列入りしている学生ならばほとんど誰でも指名可能なはずだ。

　それなのに一年も試合をしていないということは──。

「綾あや斗と先輩は会長の試合映像をご覧になったことはありますか？」

「え？　いや、ないけど……」

「でしたら、見ればすぐにその理由がわかると思います。誰も会長に挑もうとしないのは、それだけ会長がお強いからです」

　そう言う綺き凛りんの顔は真剣だった。

「皆が恐れているのは私ではなく、この子のほうでしょうけどね」

　クローディアはそう言って、腰に下げた純星煌式武装オーガルクスの起動体を撫なでる。

　クローディアの持つ純星煌式武装《パン＝ドラ》は、過酷な代償と引き換えに未来予知という破格の能力を持つ。確かに完全な予測を成し得る相手に挑もうとする者は少ないだろうが、皆無というのは少し異常だ。

「正直に申し上げると、わたしも会長との闘いを想定したことはありました。ですが……勝てるイメージが浮かびません」

「あら、ご謙遜を」

　クローディアは苦笑を浮かべて綺凛を見る。

「いえ、本当です。それに『詩の蜜酒オドレリール』じゃ会長のほうが上位ですし……」

「あれは外部の方々の勝手な評価です。参考にはなりませんよ」

　どうやら夜や吹ぶきが言っていたとおり、クローディアは非公式ランキングをあまり信用してはいないらしい。

「ですが──」

「……ふぅ」

　あくまで譲らない綺凛に、クローディアは小さなため息を一つ吐いてから言葉を続けた。

「では──その想定では刀とう藤どうさんは私に敗れたのですか？」

「そ、それは……」

　口ごもる綺凛に、クローディアはさらに続ける。

「ええ、負けるイメージもなかったのでしょう？　いかに先のことが予知できたとしても、それに対応できなければ意味がありません。少なくとも刀藤さんは速度の領域で私より上を行っています。どうなるかはわかりませんよ」

　つまりクローディアの見立ててでは、能力を含めた二人の力はほぼ互角ということなのだろうか。

「……ああ、すみません。少し雑談が過ぎたようです」

　クローディアはぽんと手を叩たたくと、綾あや斗とと綺き凛りんに向かって頭を下げた。

「それでは私はこれで。お二人とも、明日の準々決勝ではがんばってくださいね。期待しています」

「ああ、うん。それじゃまた」

　去っていくクローディアの背中を見ながら、綺凛が小さな声でつぶやく。

「……会長がおっしゃっていたことは正しいです。確かに、わたし自身敗北するイメージはありませんでした」

　綺凛の瞳には、一人の剣士としての誇りと信念が滲にじんでいた。

「でもそれは試合でのデータから推測した会長のイメージでしかありません。会長は前回の《獅鷲星武祭グリプス》で一度チームとして敗れていますが、そこでも会長ご本人にはまだ余裕が見えました。だから……まだ誰も、本気で闘う会長を見たことがないのです」

「本気のクローディア、か……」

　綾斗は先日、クローディアに襲われた時のことを思い出した。あれも夢現だったのだから、本気とはいえないだろう。

「──あ、そういえば、綾斗先輩はお出かけするところだったのでは？」

「っと、そうだった……！」

　時間を確認すると、すでにあまりのんびりもしていられない時刻だ。

「ごめん、綺凛ちゃん。もう行かないと」

「はい、お気をつけて」

　綾斗は綺凛に手を振ると、急いで正門へと向かった。



　　　　＊



「はふぅ……すっごく美お味いしかったです！」

　オムライスを綺き麗れいに平らげたフローラが、満面の笑顔で言った。

「ああ、もう……ほら、ケチャップがついているぞ」

「むぐ……」

　その隣に座ったユリスが、そんなフローラの口の周りを拭いてあげている。

　それはまるで本当の姉妹のようで、いかにも微笑ほほえましい。

　英えい士し郎ろうが紹介してくれた店は、大通りから一本脇に入った路地にあった。黒塗りの落ち着いた外観で、注意しないと気がつかずに通り過ぎてしまいそうな──それでいて一度それと認識すると人を惹ひき付つける不思議な雰囲気を持った店だ。

　店内は思ったよりも明るく、小さな音量でクラシックの音色が流れている。席数はさほど多くないようで、テーブル席とカウンター席を合わせても二十席程度だろうか。綾あや斗ととユリス、フローラの三人は、そのテーブル席の一つに座っていた。

「だがまあ、確かに味も雰囲気も良い店だ。悔しいが夜や吹ぶきの情報は正確だな」

「本人に言ってやりなよ。喜ぶから」

　綾斗もユリスもすでに食事を終え、二人の前には食後のコーヒーが置かれている。

「それはご免こうむる。あいつのおかげで迷惑を被ったことも一度や二度ではないのでな。まだまだ相そう殺さいには程遠い」

　そう言ってふいっとそっぽを向くユリス。

　最近は改善されてきたとはいえ、ユリスの人間関係に対する基本思考は『貸し借り』だ。つまり英えい士し郎ろうはまだまだ負債のほうが大きいということなのだろう。

「それで──聞きたいことってなにかな、フローラちゃん」

　そんなユリスに忍び笑いしつつ、綾斗はフローラにそう水を向けた。

「あ、あい！　ちょっと待ってください……！」

　フローラはがさごそと自分のポシェットを探ると、可愛かわいらしい手帳を取り出してみせる。

　今日もフローラはメイド姿だったが、それによく似合ったデザインの小物だ。

「ありましたー！　えーとですね……」

　その手帳をぺらぺらとめくっていたフローラの手がピタリと止まる。

「うん？」

　不思議に思って視線を上げると、フローラの目は隣のテーブルに向けられていた。

「お待たせしました。特製フルーツパフェでございます」

　見ればきっちりと制服を着こなしたウェイターが、隣のテーブルに巨大なパフェを置いている。色とりどりのフルーツで彩られた、いかにも女の子が好みそうなデザートだ。隣のテーブルに陣取っていたクインヴェールの生徒と思おぼしき女の子たちも、嬉うれしそうな黄色い声を上げている。

「なんだ、おまえもあれを食べたいのか？」

「……あい」

　呆あきれ顔がおのユリスに、フローラが少しだけ恥ずかしそうにうなずいた。

「まぁ、別に構わんが」

「わーい、ありがとーございます！」

　ユリスが手を上げてウェイターを呼び、新たにパフェを注文する。

　しばらくして運ばれてきたパフェに目を輝かせるフローラを、ユリスは優しく微笑ほほえみながら眺めていた。

　と、そんな綾斗の視線に気がついたのか、一転してユリスが鋭い目で綾斗を睨にらむ。

「……なにをジロジロ見ている」

「ああ、いや──」

　綾あや斗とは一瞬口ごもったが、別段隠すようなことでもないので素直に続けた。

「案外、子どもに甘いんだなって思ってさ」

「意外か？」

「ちょっとね」

　ユリスが自分にも他人にも厳しい性格なのはよく知っているので、正直やや違和感があるのは否めない。

「──ま、仕方あるまい。この子たちは人に甘えるということがあまりできないのでな。シスターたちは立場的に無理だし、フローラくらいの歳になれば自分より年下の面倒を見るのが普通だ。だからそれが可能な私くらいは、精一杯甘えさせてやろうと決めている。私にとっては皆、可愛かわいい妹のようなものだからな」

　ユリスはそう言って、フローラの頭をそっと撫なでる。

（甘えさせてくれる姉、か……。そういえば姉さんも俺にはずいぶん甘かったな）

　ふいに姉の姿が思い起こされ、綾斗は胸に疼とう痛つうが走るのを感じた。

　ウルサイス姉妹の時もそうだったが、どうもここのところ妙に感傷的になっているようだ。



















「それに、この手の甘かん味みは孤児院ではなかなか巡り合えん。たまには悪くなかろう」

「あ、でもでも、最近は姫様が仕送りをしてくれるのでだいぶ楽になったってシスターたちが言ってました！」

　今度は口の周りにクリームをつけたままフローラが言う。

「へぇ、仕送りなんてしてたんだ？」

「べ、別に大したことではない。《冒頭の十二人ページ・ワン》の特別報ほう奨しよう金きんだ。どうせ他に使い道があるわけでもないしな」

《冒頭の十二人》になると学費の免除はおろか、毎月学園から一定の報奨金が支給されるようになっている。綾あや斗ともその明細を見てビックリしたのだが、実際学生には過分な金額だった。それは序列競争も苛烈になろうというものだ。

「姫様姫様っ」

　と、今度はフローラがユリスの袖を引っ張った。

「？　どうした？」

「あーんしてください、姫様」

　フローラがそう言ってスプーンを差し出してくるので、ユリスは苦笑して口を開ける。

「えへへ！」

　フローラは満足そうに笑いながら、そこへスプーンを運んだ。

「……ふむ、なるほど……。うん、これは美う味まいな」

「あい！　舌がとろけそうです！」

　その動作は至極自然で、普段からこうやって分け合うのがユリスたちにとっては普通なのだろう。

　それにこのパフェの大きさはとてもフローラ一人で食べきれる量ではないし、二人で分けるくらいでちょうどいいのかもしれない。

　そんなことを思いつつその光景を眺めていると、ふいにフローラが綾斗のほうを向いて言った。

「あ、そうだ！　せっかくなので天あま霧ぎり様もどうぞ！」

「んなっ!?」

「え？　俺ももらっていいのかい？」

「もちろんです！　姫様もシスターも、美お味いしいものはみんなで分わけ合あったほうがより美味しいって、いつも言ってますから！　ね、姫様？」

　フローラが無邪気にそう言うと、ユリスはなぜだか顔を真っ赤にして俯うつむいてしまう。

「い、いや、そ、それはそうなのだが……で、でも、そのスプーンはだな、たった今私が……」

　ユリスはなにやら小声でごにょごにょと言っていたが、フローラはよいしょとテーブルに身を乗り出し、スプーンを差し出してきた。

「じゃあ、はい！　天あま霧ぎり様も、あーん」

「……あーん」

　綾あや斗とも仕方なく苦笑して口を開くと、程なく口の中にふわりとした甘みが広がる。

「──ん、本当だ。これ、すごく美お味いしいね」

「あい！」

　濃厚なクリームとフルーツの酸味が程よいバランスで調和し、いくらでも食べられそうだ。食事もデザートも隙がないレベルの高さで、これは女子からの人気が高いというのも納得できる。

「ありがとう、フローラちゃん」

「えへへへー」

　綾斗がお礼を言うと、フローラは嬉うれしそうにはにかんだ。

「……」

　一方ユリスはやはり顔を赤くしたままなんともいえない複雑な表情でこちらを凝視している。

「ええっと……ユリス、どうかした？」

「え、ええい！　なんでもない！　それよりフローラ、聞きたいこととやらはどうした！　さっさと済ませてしまえ！」

「あーい」

　どこか急せかすようにユリスが言うと、フローラはスプーンを口に銜くわえたまま先ほどの手帳を再びめくりはじめた。

　フローラは王宮で働いているだけあって年齢の割には礼儀作法もよくできているほうだとは思うのだが、時折こうして腕白な部分が垣かい間ま見みえることがある。おそらくはこちらが素すのフローラなのだろう。

「はぁ……まったく、ようやく本題か」

　ユリスは疲れたようにそう言って、コーヒーへと手を伸ばす。

「んーと、まずはどれだったかな……あ、これですこれ！」

　フローラは綾斗へ向き直ると、たどたどしく手帳を読み上げた。

「それでは一つ目の質問です。えと、『天霧様と姫様の関係はどの程度まで進展されているのですか』？」

「ぶふっ!?」

　その途端、ユリスが飲んでいたコーヒーで思い切りむせる。

「な、なななななんだその質問は！」

　思わず立ち上がって声を張り上げたユリスは、しかし他の客の視線が集中していることに気付くとすぐに腰を下ろし、低く小さい声でフローラに詰め寄った。

「……その質問、おまえが考えたものではないな？」

「あい。陛へい下かが『将来弟になるかもしれない少年について、これらのことを調べてきて欲しい』って」

「お、おのれ兄上め……！」

　ユリスの瞳にメラメラと怒りの炎が燃え上がる。

「フローラ、ちょっとそれを貸してみろ。他にはどんな質問が書いてあるのだ」

「あっ、ダメです！　バレると怒られるから姫様には内緒にしておくようにって陛下が……！」

　手帳を取り上げたユリスからそれを取り戻そうと、ぴょこんぴょこんと飛び跳ねるフローラ。

　──それにしてもユリスの兄上というのは、一体どんな人なのだろうか。

「内緒もなにも、すでにバレているだろうが！」

「……ああっ！　そ、そうでした！」

　今更気がついたのか、はっとした表情で口に手を当てるフローラ。

「とにかくこれは没ぼつ収しゆうだな」

「ダ、ダメです！　フローラが仰せつかったお仕事ですから、ちゃんと最後までやらせてください！」

「却下だ」

　──そんな風にユリスとフローラがやいのやいのしていると。

「あ、あのぉ……お取り込み中、すみません。ちょっといいでしょうか……？」

　一人の女の子がおずおずと綾あや斗とたちに話しかけてきた。

「ああ、すいません。騒がしくて……」

　綾斗はてっきり店員が注意しにきたのだろうと思ったが、よくよく見るとどうやらそうではないらしい。明らかに学生だ。

「ええっと……天あま霧ぎり綾斗さん、ですよね」

「そうだけど……？」

「申し訳ありませんが、少しお付き合いいただけますか？」

「え……？」

　唐突な申もうし出でで綾斗が困惑していると、ユリスとフローラも手を止め、何事かといった顔でその子を見る。

「あ、す、すみません。申し遅れましたが、私は生徒会長秘書を務めている樫かし丸まるころなと申します」

　レヴォルフの制服に身を包んだ少女はあたふたと頭を下げると、こう続けた。

「それで、その──会長がお待ちです」
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「会長だと……？」

　ユリスの表情が一瞬で引き締まり、剣けん呑のんな光がその目に宿る。

「《悪辣の王タイラント》が私のタッグパートナーに何の用だ……！」

「ひぃ……っ」

　ユリスの迫力に、ころなと名乗った少女が泣きそうな顔で後ずさった。

「ああ、待ってユリス。それは俺から頼んだんだ」

「なんだと？　どういうことだ」

「実は──」

　綾あや斗とは昨日、イレーネにディルク・エーベルヴァインと会えるよう頼んだことをかいつまんで説明する。

「まさか昨日の今日でいきなり会えるとは思わなかったけどね」

「しかし……大丈夫か？　《悪辣の王》はあのイレーネ・ウルサイスにおまえを潰すよう命じた男だぞ。うかつに接触するのは……」

「うん、わかってる。それも承知の上だよ」

「むぅ……」

　ユリスはしばらく難しい顔で考え込んでいたが、やがて鋭い視線をころなに向けた。

「わかった。そういうことなら私も同行させてもらおう」

「え？　で、でも会長は天あま霧ぎりさんを……」

「──なにか問題があるのか？」

「ひいいぃっ！」

　殺気にも似た迫力が込められたユリスの言葉に、ころながさらに後ずさる。

　とはいえイレーネの一件では、ターゲットとなった綾斗よりもユリスのほうが憤ふん慨がいしていたのでそれも仕方がないかもしれない。

『構わねぇよ。連れて来い、ころな。せっかくだ、《華焔の魔女グリユーエンローゼ》の面つらも拝んでおこうじゃねぇか』

　すると突然ころなの前に暗転した状態の空間ウィンドウが展開された。

　低く、威い圧あつ的てきで、刺とげ々とげしい声。その口ぶりからすると、おそらくこの声の主こそがディルクなのだろう。どうやらこちらの会話は筒抜けだったらしい。

「は、はい、わかりましたっ」

　ころなは慌てた様子で空間ウィンドウに一礼すると、おっかなびっくりといった顔でこちらを見る。

「で、では、ご案内しますので、どうぞこちらに……」

　完全に顔が引きつっているところを見るに、よほどユリスが怖かったようだ。どうにもレヴォルフの学生らしくなくて、少し面白い。

「フローラ、すまんがそういうわけだ。一人でホテルまで帰れるな？」

「あい！　大丈夫です！」

　フローラはスプーンを握り締めたまま、こくんとうなずく。

「ごめんね、フローラちゃん。また時間を作るから」

　綾あや斗とはそう言ってフローラに軽く手を振ると、先導するころなに従って店を出た。

　ころなは時折こちらを振り返りながら、やや早足で進んでいく。

　しばらくすると商業エリアを抜け、外がい縁えん居きよ住じゆう区くの大通りへと出た。

　その角に、巨大な黒塗りの車が止まっている。いわゆるリムジンタイプで窓は大きく取られているものの、外からでは中を見通すことができない。

「こちらです」

　ころながその車のドアを開けると、中は想像以上に広くゆったりしていた。普通の車のようにシートが並んでいるのではなく、革張りのソファと重じゆう厚こうなテーブルが備え付けられていて、まるでちょっとした応接室のような趣だ。

　その一番奥に、くすんだ赤髪の青年が座っていた。背は低く、小太りで、ねめつけるような目には暗く深い苛いら立だちのようなものが燻くすぶっている。

「──入れよ」

　青年──ディルク・エーベルヴァインの声に綾斗とユリスは顔を見合わせ、小さくうなずいてから中へと足を踏み入れた。

　無論、警戒は怠らない。用心深く気配を探ってみたが、車内にディルクところな以外の人間はいないようだ。

　テーブルを挟んで向かい合うように座ると車が動き出し、ディルクが小さく鼻を鳴らす。

「てめぇが《叢むら雲くも》か。……ふん、ぼんやりとした面つらだな。こんなのが序列一位とは、星せい導どう館かんもたかが知れるってもんだ」

「……そんなぼんやりした輩を相手を、わざわざ潰すように命じたのは誰だろうな、《悪辣の王タイラント》」

　ユリスが射抜くような視線を向けるが、ディルクは平然とそれを受け止めると、大げさに肩を竦すくめてみせた。

「なんのことだかさっぱりだな」

「貴様、よくも抜けぬけと！　先日、イレーネ・ウルサイスは確かに言ったぞ！　貴様が──」

「ユリス、無駄だよ」

　腰を浮かしかけたユリスを、綾あや斗とが片手で制す。

「イレーネさんはあの場限りのことだから話してくれたんだ。証拠はなにもない」

「だが……っ！」

「それに、そうしておかないと彼女に迷惑がかかる」

「──っ！」

　ユリスは悔しそうに唇を噛かみながらも、どさっと腰を下ろした。

　身を竦すくませていたころなが、ほっと息を吐くのがわかる。

「ほぉ……頭のほうはそれなりに回るか」

　ディルクの大きな目がすぅっと細まった。

「俺が聞きたいことはそれと関係ありませんから」

「ああ、そうだったな。だが、話をする前に言っておくぜ。オレはてめぇの質問に答えてやる義理はねぇ。それだけはよく覚えておけよ」

　ふんぞり返った姿勢のまま、ディルクが綾斗に指を突きつけそう宣言する。

「でも……だったらなぜあなたはここへ？」

「そうだな。ただの気まぐれといったとこか」

「忙しいであろう生徒会長殿がわざわざ、ただの気まぐれで？　まさか」



















「……」

　綾あや斗とは深い息を吐くと、ディルクの目を真まっ直すぐに見た。

「俺にもあなたに提供できるものがなにかある。そうでしょう？」

「……その通りだ。なにかを得たいと思うなら、なにかを差し出さなけりゃ取引は成立しねぇ」

　ディルクはゆっくりと短い足を組み直す。

「いいぜ、合格だ。なにが聞きたい？」

「姉さん──天あま霧ぎり遥はるかについて、あなたの知っていることを全て」

　綾斗は視線を逸そらさず、ぴたりとディルクを見み据すえながら言った。

「天霧遥……か。生憎あいにくとオレもそれほど多くのことを知ってるわけじゃねえ。一度、見たことがあるってだけだ」

「どこで？」

「──《蝕武祭エクリプス》」

「なっ！」

　素っ気無いディルクの答えに、ユリスが驚いたように目を見開く。

「知ってるのかい、ユリス？」

　綾斗には全く聞き覚えのない言葉だったので訊たずねてみると、ユリスは少し口ごもりながらもうなずいた。

「まあ、な。話だけなら聞いたことがある。《星武祭フエスタ》では飽き足らないクズ共が、より過激な刺激を求めて作ったとされる非合法・ルール無用のバトルゲームだ」

「ルール無用……」

　ざわりと背筋に震えが走る。

「ギブアップはなし。試合の決着は選手のどちらかが気を失うか、もしくは……命を失うか。アンダーグラウンドでの開催なので《星武祭》に比べれば当然規模はずっと小さいが、一部の金持ち連中に熱狂的なファンがいたらしく、それなりに盛況だったらしい。だが、あれは──」

「そう、《蝕武祭》はもうとっくの昔に潰れて消えた。警備隊長殿が目の敵にしてやがったからな」

　ユリスの言葉を受け継ぐように、ディルクが続けた。

「オレが天霧遥を見たのはその出場選手の一人として、だ。当時オレは《蝕武祭》の客の一人だった」

「姉が……試合に出ていたと？」

「ああ。《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を使ってやがったからよく覚えてるぜ。《蝕武祭》に純星煌式武装オーガルクスを持ち込むようなやつはそういねぇ」

「それで、その試合の決着は……？」

　ディルクは表情を変えず、あっさりと答える。

「天あま霧ぎり遥はるかの負けだ」

　その瞬間、思い切り頭を殴られたかのような衝撃が綾あや斗とを襲った。

　ぐらりと世界が歪ゆがみ、足元が崩れ落ちたかのような不確かな空くう虚きよが足元から這はい上あがってくる。

　まるで底のない穴に吸い込まれるかのような、未知の感覚。

「おい、綾斗。大丈夫か？」

「あ、ああ、うん……」

　ユリスが綾斗の肩を小さく揺さぶり、綾斗ははっと我に返った。

「まあ、死んではなかったみたいだぜ。その後、どうなったかまでは知らねぇがな。オレが天霧遥を見たのはその一度きりだ」

「そう、ですか……」

　綾斗はそう答えるのが精一杯だった。

「そんじゃ、次はオレから質問させてもらうぜ」

　ディルクは綾斗の動揺などまるで気にも留めていない様子で、話を続ける。

「てめぇ、マディアス・メサとはどういう関係だ？」

「え……？」

　綾斗は一瞬なにを聞かれたのかわからず、ディルクを見返した。

「マディアス・メサって……《星武祭フエスタ》の運営委員長の？」

　どういう関係もなにも、会話はおろか直接顔を合わせたこともないはずだ。

　そういえば、開会式の時に一瞬目があったような気はしたが……。

「……ふん。どうやらしらばっくれてるわけじゃねぇようだな。ならいい」

　ディルクはそう言うと、パチンと指を鳴らした。

　緩やかに車が止まり、しばらくしてからドアが開く。

「話は終わりだ。さっさと失うせろ」

「──待て」

　ユリスはそんなディルクを忌々しげに睨にらみ付つけ、言った。

「一つ、疑問だったのだがな。おまえ、一体どうやって私たちの居場所を知ったのだ？」

「あん？」

「あの店に行くことを決めたのはたったの数時間前だ。予約でもしてあったならまだしも、この短時間でどうやって……」

「ばぁか。それをおまえに答えてやる義理はねぇよ」

　ディルクはあっさりそう切り捨てる。

「くっ……！」

　その態度にユリスはなにを言っても無駄だと思ったのか大人しく車を降りた。綾あや斗ともそれに続く。

　車が止まったのは星せい導どう館かん学がく園えん近くの埠ふ頭とうだった。ここからなら学園まで歩いても十分と掛からないだろう。

「……」

　しかし綾斗は歩き出すでもなく、気が抜けたように湖の向こうに広がる青い空を見ていた。

　二人を降ろした車が、その主と同じ無愛想さで走り去っていく。

「綾斗……おまえ、本当に大丈夫か？」

「……ああ、大丈夫だよ」

　心配そうなユリスの声にそう答えると、綾斗はぐっと拳を握り締めた。
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「ふぅー……」

　ころなは車が走り出すと、大きく安あん堵どの息を吐いた。

「天あま霧ぎりさんはなんだか優しそうな人でしたけど、リースフェルトさんはおっかなかったですね」

　ディルクはそんなころなを一いち瞥べつすると、つまらなそうに鼻を鳴らす。

「相変わらず見る目がねえな、てめぇは。やりあうとなると《華焔の魔女グリユーエンローゼ》のようなわかりやすい奴よりも、ああいうタイプのほうがずっと厄介なんだよ」

「はぁ、そういうもんですか……」

「だがまあいい。わざわざ出向いてきたくらいの価値はあった」

「え？　でも……」

　今の会談ではディルクが一方的に情報を提供しただけで、綾斗も一応ディルクの質問に答えはしたものの、ほとんどなにも得るものはなかったように見えた。とても釣り合いが取れていたとは思えない。

「情報の使い方ってのは様々だ。場合によるが、わざと相手に与えてやるって方法もあるのさ」

「へぇ……」

　ころなはそう相槌を打ったものの、どういう意味なのかはよくわかっていない。

「──ま、今回のところは嫌がらせ程度にでも効けば上々だ」

　ディルクはソファに背中を預けてると、吐き捨てるようにそう言った。

「あ、そういえば報告し忘れてましたけど、天あま霧ぎりさんとリースフェルトさんをお迎えに行った時、すごく可愛かわいい女の子が一緒にいたんですよ。なんかもー、お人形さんみたいで……あれ、誰だったのかなぁ」

「なんだと？」

　その言葉にディルクの眉がぴくりと動く。

「会長からもらった資料にも載ってなくて……でもまだちっちゃかったし、校章も付けてなかったから、きっとアスタリスクの学生じゃないんだと思います。あ、そうそう！　しかもメイド服だったんですよ、その子！　メイドさんですよ、メイドさん！　すっごい似合ってて可愛かったなあ」

　ころなは興奮気味にそう言うと、にへらとしまりのない顔で笑った。

「……その話、詳しく聞かせろ」

「え？　もしかして会長、メイドさんがお好きなんですか？」

　きょとんとした顔でそう聞き返すと、ディルクは舌打ちをしてから苛いら立だちに満ちた目でころなを睨にらむ。

「い、いえ、すみませんごめんなさいごめんなさい！　嘘うそです冗談です！」

　あわあわと両手を振り回し、ころなは迎えに行った時の状況を簡潔に伝えた。

　それを聞いたディルクはなにやら考え込み、ぼそりとつぶやく。

「ふん、なるほどな……」

　その瞳に暗く鋭いなにかが煌きらめくのを見て、ころなはぞくりと背中に冷たいものが走るのを感じた。









第五章　姉と幼馴染





「──と、ここまでの試合内容からもわかるように、黎リー兄妹の最大の武器はやはり星せい仙せん術じゆつの多彩さだ。中でも幻惑系統のそれについてはエキスパートといえるだろう。兄の黎沈雲シエンユンは《幻げん映えい創そう起き》の二つ名が示すとおり、無い物を有るように見せる術を得意としている。妹の《幻げん映えい霧む散さん》こと黎沈華シエンフアは有るものを無いように見せる術を使うので、そこは対照的だな」

「うん……」

　星せい導どう館かん学がく園えんのプライベートトレーニングルーム。

　学園に戻ってきたユリスと綾あや斗とは、予定通り明日の準々決勝に向けての作戦会議を行っていた。

　ユリスが開いた空間ウィンドウには、今回の《鳳凰星武祭フエニクス》における黎兄妹の試合映像が映し出されている。

「それとやはり双子だけあってコンビネーションは抜群だ。言葉どころかほとんどアイコンタクトさえなしでも完璧な連係が成り立っている。まったく、厄介なことこの上ない。それに加えて宋ソンたちの言葉を信じるならば、策略にも長たけていると見ねばなら──おい、綾斗？　聞いているのか？」

「えっ？」

　ユリスの声に、はっとしたように綾斗が顔を上げた。

「ああ、うん。ごめん」

　ユリスはそんな綾斗を半眼で睨にらみつつも、先を続ける。

「……純粋に体術だけでみるならば、おそらく宋たちのほうが上だろう。だがタッグとして総合的に判断するなら、この双子のほうがずっと手て強ごわいのは間違いない。定じよう石せきどおりどちらか片方を先に倒すことが最も効果的だが、彼らの星仙術はなにより防御面で高い効果を発揮する。対策としては──」

「……」

　ユリスはそこまで言って、反応を伺うように綾斗を見た。

　が、綾斗は深刻そうな表情をしているものの、その瞳は空間ウィンドウもユリスも見てはいない。

　綾斗は明らかにもっと別のどこかに思いを馳せているようだった。

「……ふぅ」

　ユリスはそんな綾斗の顔をまじまじと見つめ、盛大にため息を吐いた。

「やはり姉のことが気に掛かるか？」

「っ！　それは……」

　綾あや斗とはなにか言おうとして、しかしすぐに口くち篭ごもる。

「気持ちはわかる、などと気休めは言わん。私はおまえの姉がどういう人間で、おまえとどういう関係であったのかも、ほとんど知らんのだからな。とはいえ、おまえがいかに姉のことを慕っているのかくらいはわかっているつもりだ」

「ユリス……」

「──だが、それならばこそおまえはこの《鳳凰星武祭フエニクス》に全力を傾けるべきではないのか？」

　そう言うと、綾斗はどこか困惑したように眉を寄せた。

「それは……優勝して、姉さんを探してもらえばってことかい？」

「そうだ。当然そのためには優勝する必要があり、それは容易なことではない。だが、今ある手がかりだけで探し出せるとはおまえも思っていないだろう？」

　聞く限りでは星せい導どう館かん学がく園えんにも遥はるかのデータは残っておらず、新しく得た情報もアンダーグラウンドの──しかも今となっては探しようもない場所での目撃談だけだ。

「おまえは無理に姉を探すつもりはないと言っていたが……今も同じなのか？」

「……」

　綾斗は答えず、わずかに目を伏せた。

　ユリスはそれを見て心の中でもう一度深いため息を吐く。

　──少し悩んだが、やはり言っておかねばならないだろう。

「綾斗。もし違っていたら怒ってくれていいのだが……おまえ、もしかして怖いのではないか？」

「……怖い？」

　訝いぶかしそうに問い返す綾斗をしばらく無言で見つめた後、ユリスはゆっくりと口を開いた。

「おまえの姉はその封印を施ほどこし、なにも告げずに姿を消した。無論、姉と再会することをおまえが望んでいるのは本当だろう。だが、同時にそれはその『理由』を知ることにもなる。姉を慕っていればいるほどに、それは恐怖でもあろう」

　綾斗がはっと顔を上げる。

「──そう。自分が捨てられたのかもしれないという、恐怖だ」

「……っ！」

　ユリスの言葉に、綾斗は初めてそのことに気がついたかのようにつぶやいた。

「そう、か……。うん、言われて見れば確かにそうなのかもしれない」

　噛かみ締しめるように言う綾斗に、ユリスがうなずく。

「だが、それも致し方なかろう。大切な者から拒絶されるのは、辛つらい。その可能性を思うだけで心が竦すくむのも当然だ」

　ユリスはそう言いながら、胸に鋭い痛みが走るのを感じた。

　瞬間、袂たもとを別わかった親友の顔が心をよぎる。

　なにもかも変わってしまった、大切な友人の顔が。

　しかしユリスは小さく頭を振って、浮かび上がってこようとする感傷を押しとどめた。

「とはいえ、もしおまえに真実を明らかにする気持ちがあるならば、この機会がチャンスであることは否めない事実だ。よく考えてみることだな」

「……そうだね」

　そう言ってうなずく綾あや斗との声には、やはりまだ力が無い。

「よし。では、今日はもう解散だ」

「え？　でも、明日の対策は──」

「今のおまえといくら話し合ったところで、有益な結論が導き出せるとは思えん。時間の無駄だ」

「う……ご、ごめん」

　どうやら自覚はあるらしい。

　素直に謝る綾斗に、ユリスは苦笑を返した。

「またギリギリになってしまうが、明日の試合前に時間を作るしかあるまいな。続きはその時だ」

「……了解」

　力なくうなずき、トレーニングルームを後にする綾斗を見送ったユリスは、少しだけ躊ちゆう躇ちよしてから携帯端末を取り出す。

　悔しいが自分にできるのはここまでだ。

　ここから先は、それができる者に任せるしかない。

　ユリスがその番号を入力するとしばらくして空間ウィンドウが開き、見慣れた顔が映し出された。

「──私だ。突然ですまないが……頼みたいことがある」
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　綾斗が部屋に戻ると、英えい士し郎ろうの姿はなかった。

　まだ仕事が残っていると言っていたから、その都合かもしれないし、あるいは遊びにでも行っているのか。

　いずれにせよ、一人になりたい気分だったのでちょうどいい。携帯端末の電源を切り、ごろんとベッドに横になる。

　視線を向ければ、窓の外には夕刻前の高い高い夏空が広がっていた。綾斗はしばらくぼんやりとそれを眺めてから、体の底に溜たまった澱おりを押し出すように深い息を吐く。

「……怖い、か」

　ユリスの指摘は、たぶん正しいのだろうと綾あや斗とは思う。

　自覚はなかったが、確かにその不安は心のどこかに潜ひそんでいた。

　もちろん、綾斗は姉を信じている。姉は強く、まっすぐで、なによりも慈いつくしみと優しさに満ちた人だった。なにがあっても、自分を見捨てるようなことはない。そう、固く強く信じている。

　しかし。

　同時に、そこには決して消えない疑問も寄り添っていた。

　なぜ、自分に封印を施ほどこしたのか。

　なぜ、姿を消してしまったのか。

　なぜ、なにも言ってくれなかったのか。

　綾斗はそんな疑問の数々を、姉を信じることで気にかけないようにしてきた。

　どうせ思い悩んだところで、答えは出ないのだ。だったら、考えるだけ無駄だろう。

　その選択が間違っていたとは思わないが、ある意味では逃げていただけとも言えるかもしれない。

　──と。

「ん……？」

　思いを巡らせていた綾斗は、ふと妙な気配を窓の外に感じた。

　敵意はないが、なにかを探っているような……。

「……」

　綾斗は警戒しながらも窓をそっと開き──そういえば以前も似たような感覚を覚えたことがあったと思い出した。

　あれはいつだったか、綺き凛りんを寮から送っていった時の──

「……ばあ」

「うわあっ！」

　突如、窓枠にさかさまにぶらさがるようにして現れたのは、やはりというべきか、紗さ夜やだった。

　一瞬早くわかっていたのに驚いてしまったのは、その行動がいつもながらエキセントリックだったせいだ。

「……紗夜、前も言ったけどあんまり驚かせないでよ」

「だって綾斗の携帯、繋つながらなかった」

　紗夜はそう言うと、くるりと空中で身体を一回転させて部屋の中へと着地する。本当に猫のようだ。

「ああ、それはちょっと一人で考え事をしたかったから……って、紗さ夜や！　それよりここ男子寮！」

「うん。知ってる」

　それがどうしたとでも言いたげに首を傾かしげる紗夜。

　女子寮同様、原則的に男子寮も異性の立ち入りは禁止されている。

　いつぞやの綺き凛りんのように正規の手続きを経て応接室で面会するというならともかく、無断侵入が罰せられるのは男子寮も女子寮も違いはない。そして女子寮に自警団があるように、男子寮にも見み廻まわり組という寮内の風紀を守る組織が存在する。

　ただ一点だけ違うのは、女子寮では無断侵入者側が罰せられるのに対して、男子寮ではそれを手引きしたと思われる者──すなわち寮生側が罰せられるということだ。通常、男子側の言い分は聞く耳を持ってもらえない。

「……ほら、綾あや斗と。座って」

　そんな事情を知ってか知らずか、紗夜は綾斗のベッドに腰掛けると、その隣を両手でぽんぽんと叩たたく。

「はぁ……」

　どうやらなにを言っても無駄なようなので、仕方なくその通りにする。

「それで、どんな用なんだい？」

　わざわざ男子寮までやってきたくらいなのだから、よほどの用件なのだろう。

　ちなみに紗夜は最近ようやく学園内を迷わず移動できるようになったところだ。

「……」

　だが紗夜はなにも答えずにじっと綾斗の目を見つめてくる。

「ど、どうしたのさ？」

「……それはこっちの台詞せりふ」

「え？」

　紗夜は視線を逸そらさないまま、いつもの口調で──しかし、心なしか咎とがめるように言った。

「……綾斗。なにを悩むことがある」

　その言葉に、綾斗は思わず紗夜を見返す。

「──そっか。ユリスから聞いたんだね？」

　紗夜はこくりとうなずき、言葉を続けた。

「さっき連絡があった。リースフェルトは本当に綾斗を心配している。でなければ、私に頼んできたりはしない」

「ユリスが紗夜に……」

　それは確かに少し驚いた。

　ユリスはあまり容易に人に頼みごとをするような性格ではない。ましてや相手が紗さ夜やにとなれば尚なお更さらだ。それだけ心配をかけてしまっているということなのだろう。

「……リースフェルトは、意外に良い奴。私は少し誤解してた」

　紗夜もそれがわかっているのか、わずかに俯うつむいて珍しく感かん慨がい深ぶかそうに言った。

「それはともかく──」

　だがすぐに顔を上げると、再びじっと綾あや斗との瞳を見つめてくる。

「──綾斗は本当に、ハル姉が綾斗を見捨てたと思ってる？」

「それは……」

　単刀直入な質問に、綾斗は思わず口ごもった。

　否定の言葉を紡ごうとしても、それがすんなりと出てきてくれない。

　ひょっとしたら、もしかしたら、というマイナスの仮定が、どうしても心のどこかに引っかかっているのだ。

「むぅ」

　それを見た紗夜は、むっとしたように眉を寄せると、ゆっくり両手を持ち上げた。

　そして。

「……ばかっ」

　ばちんという音を響かせて、綾斗の頬ほおを両手で挟むように叩たたく。

　いきなりのことに綾斗は驚いて目を丸くした。

　痛いというよりもじんじんと熱い頬を挟んだまま、紗夜が強い口調で言う。

「断言する。ハル姉が綾斗を見捨てるなんてことは、絶対にありえない」

「紗夜……」

　それは部外者という立場からの、なんの根拠もない、無責任な励ましだったかもしれない。確かに紗夜は姉のことをよく知っているだろうが、それでもあの日の──姿を消した日の姉を見たのは綾斗だけなのだ。

　けれど今の綾斗にとって、そう言い切ってくれる人が傍そばにいてくれることは、それだけで大きな救すくいだった。

「それにハル姉が本当に誰かに負けたというなら……私的には信じられないけど、とにかくそれが真実なら、ハル姉は綾斗へ連絡を取らなかったのじゃなくて、取れなかったのかもしれない」

「っ！」

「だったら、綾斗は思い悩んでいる場合じゃない」

　紗夜が諭さとすように、ゆっくりと言う。

「──うん、そうだね。紗夜の言うとおりだ」

　綾斗はしっかりうなずくと、紗夜の瞳をまっすぐ見返した。

　結局のところ、なにかに怯おびえて行動しなければなにもわからないままだ。このままではいつかきっと後悔してしまうだろう。

　だったら今できることをするしかない。

「……よし、それでこそ私の綾あや斗とだ」

　紗さ夜やはそう言うと、綾斗の頬ほおを撫なでながら優しく微笑ほほえんだ。

　窓から吹き込んできた風が、紗夜の青い髪をふわりと揺らす。

　初めて見るその表情に、綾斗の胸がどくんと高鳴るのを感じた。

　それはほんの一瞬のことだったが、今まで紗夜に対して感じたことのない、鮮せん烈れつな感覚だった。

「……綾斗？」

「あ、ああ、いや、なんでもないなんでもない！」

　綾斗は自分でもよくわからないまま、ぶんぶんと手を振って後ずさる。

「？」

　紗夜もまだ不思議そうな顔をしていたが、ふいにぽんとその手を叩たたいた。

「そうだ。ハル姉といえば──私と綾斗の二人で挑んだあの勝負、覚えてる？」

「もちろん。忘れるわけがないよ」

　なにしろちょうど先日、夢で見たばかりだ。



















　あれは──
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「ごめんごめん、待たせちゃった？」

　制服姿のまま現れた遥はるかは、先に準備をすませていた綾あや斗とたちを見てそう言った。

「ううん、大丈夫だよお姉ちゃん」

「……問題ない」

　いつもの野原、時刻は夕刻前。

　綾斗は愛用の木刀を構え、紗さ夜やは拳銃型の煌式武装ルークスを二丁すでに展開している。

「それより、本当に二対一でもいいんだよね？　これでもしお姉ちゃんから一本取ったら……」

「ん、わかってるってば。今度の出で稽げい古こに付いていきたいんでしょ？　ちゃんとお父さんに口添えしてあげるよ──もし本当に一本取れたら、だけどね」

　言いながら遥も自分の木刀を取り出し、二、三度軽く振るった。

　普段はのんびりとした遥の雰囲気が、それを構えた途端に一変する。空気がぴんと張り詰め、息苦しささえ感じるほどだ。

　綾斗と紗夜はごくりと唾を飲み込み、気け圧おされるように一歩後ろに下がった。

「さて、と。それじゃそっちの準備はもういいみたいだし、始めよっか」

　遥の言葉に綾斗と紗夜は無言のまま目線を交わし、小さくうなずきあう。基本的な作戦はすでに打ち合わせ済みだ。

　お互いに一礼してから、まずは多対一の定じよう石せきどおり二手に分かれて遥を挟み込むような位置までじりじりと移動する。

　遥は脇構えにとったまま、動かない。視線だけは注意深く二人の動きを追っているが、それだけだ。

　綾斗は道場以外の場所で何度も遥と立ち会っているが、その時でも遥から仕掛けてくることは滅めつ多たにない。その時点での力量を測るように、まずは存分に綾斗に打ち込ませ、隙を見てカウンターで決めるのが遥のやり方だった。

　そして今まで綾斗が遥から一本を取ったことは一度もない。

（だけど今日は二対一、いつもみたいにはいかないぞ……！）

　綾斗は心の中でそうつぶやくと、呼吸を整えた。

　遥の構えには当然ながら一いち分ぶの隙もない──が、だからといってこのまま手をこまねいていても仕方がない。

「てやぁーっ！」

　綾あや斗とは裂れつ帛ぱくの掛け声と共に、上段から斬りかかった。

　同時に遥はるかを挟んで反対側に位置取った紗さ夜やが、援護射撃を入れてくる。

　完璧なタイミングでの挟撃だったが、遥は最小限の動きで光弾をかわすと、なんなく綾斗の一撃を弾はじき返かえした。

　それでも綾斗は切っ先を返し、二の太刀、三の太刀と打ち込んでいく。

「ふぅん……太刀筋は前よりもずっと良くなってるかな。このあたりは基礎鍛たん錬れんの賜たま物ものだね」

「だって、それしか、させて、もらって、ないから、ねっ！」

　矢や継つぎ早ばやに繰り出される綾斗の攻撃を苦もなく防ぎながら、遥は冷静に寸すん評ぴようなどを下している。まだまだ余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった様子だ。綾斗の攻撃を助けるように狙い済ました紗夜の銃撃も、あっさりとかわされてしまう。

　とはいえ、ここまでは想定どおり。元より多少援護をもらったところで、綾斗の攻撃が遥に通用するとは思っていない。

「サヤちゃん！」

「……まかせて」

　綾斗の合図と同時に、今まで距離を取っていた紗夜が一気に間合いを詰めてくる。

「おっ？」

　紗夜の近接戦闘技術は十分に高いものの、さすがに遥とやり合えるほどではない。だが、綾斗と二人がかりでなら話は別だ。ましてや至近距離での銃撃は、当然先ほどまでと違ってかわすのが難しくなる。

　今までとは逆に綾斗が紗夜のサポートをしつつ、紗夜の銃撃によって遥に隙ができるのを窺う──それが綾斗たちの立てた作戦だった。

「へぇ……これは、なかなか……！」

　遥は感嘆したように言いつつも二人の猛攻を凌しのいでいたが、徐々に綾斗たちが押してきている。細かいコンビネーションは打ち合わせしたわけでなく、全て即そつ興きようだ。それでも息はぴったりで、遥に付け入る隙を与えないほど完璧な連係だった。

「まったく、ちょっと焼けちゃうな……っと！」

　──が、遥がそうつぶやいた途端、その動きががらりと変化した。

　今までは受け流すようにさばいていた木刀の動きが、攻撃的で鋭いものに変わる。さすがに防戦主体では厳しいと判断したのだろう。

（さて、ここからが本番だ……！）

　綾斗は集中力を高め、遥の攻撃に備える。

　攻勢に転じた遥の太刀は並大抵の鋭さではない。下手をすれば一瞬で勝負がついてしまうだろう。もっとも、それは同時に好機でもある。攻撃に傾けば、どうしても防御が手薄になるからだ。

（なんとかここを凌しのいで──！）

　そう気合を入れなおした瞬間、電光石火の一撃が綾あや斗との木刀を跳ね上げていた。

「ぐっ！」

　かろうじて手から弾はじき飛とばされるのだけは防いだものの、握る手がびりびりと痺しびれているのがわかる。

　更に遥はるかの木刀は空中で弧を描き、紗さ夜やの右手の拳銃を叩たたき落していた。

「……綾斗っ」

　その瞬しゆん刻こく、紗夜の視線が綾斗のそれと交わる。

　一瞬でその意図を理解した綾斗は、木刀を握り直した。

　次の瞬間、残った紗夜の左手の拳銃が光弾を放つ。

　──ただし遥ではなく、地面に向けて。

「えぇっ？」

　驚いたような遥の声が、舞い上がった土つち煙けむりの向こうで響いた。

「たぁああっ！」

　綾斗はその隙を逃さず、木刀を真一文字に薙なぐ。

　これ以上はないという最高のタイミング、最高の連係攻撃。

　だが綾斗が半ば勝利を確信して振るったその一撃は、固く重い感触にがっしりと受け止められていた。

「っ!?」

「いやぁ……今のはちょっと焦ったかな」

　土煙の向こうに、苦笑を浮かべた遥の顔がうっすらと浮かぶ。

　その手にした木刀が、綾斗の一撃をぎりぎりのところで防いでいた。

「くっ……！」

　愕がく然ぜんとしつつも綾斗と紗夜はとっさに距離を取り、体勢を立て直す。

（今の一撃でもダメなのか……！）

　悔しさのあまり奥歯を強く噛かみ締しめるが、そんな綾斗を遥は感心した目で眺めていた。

「ふぅ……すごいね、綾斗も紗夜ちゃんも。正直、ここまでとは思わなかったよ」

　その賛辞は嬉うれしくないこともなかったが、遥の次の言葉がそれを吹き飛ばす。

「これはあたしも本気で応じないと、失礼ってもんだよね」

「姉さんの、本気……？」

　綾斗は今まで本気を出した遥と立ち合ったことは一度もない。いや、それどころか全力で闘っている姿を見たことさえなかった。

　遥が木刀を下げ、呼吸を整える。わずかな時間目を閉じ──開く。

　張り詰めていた空気が、さらに固くなっていくのを感じる。まるで刃の上に乗っているかのような緊張感。

　それでいて、遥はるかの星辰力プラーナは驚くほどに静かで透明だった。

　けれど……それだけだ。

　むしろ木刀を下ろしているだけ、さっきよりも無防備にさえ見える。隙だらけだと言ってもいいくらいだった。

「サヤちゃん……」

　綾あや斗とが目配せをすると、紗さ夜やも小さくうなずき返してくる。

　なにかあるのかもしれないが、考えたところで仕方がない。ここはこちらから仕掛けてみるべきだろう。

　最初と同じように前後から遥を挟み込むように位置取り、じりじりと間合いを詰める。

　無駄な牽けん制せいはしない。一気に勝負をかける。

「はぁっ！」

　綾斗が正面から袈け裟さ懸がけに斬りかかった。

　同時に背後から紗夜が近距離での銃撃を仕掛ける。

　──刹那。

　遥の木刀がふわりと舞うように動いた。



















　綾あや斗との一撃を受け止めるのでも、受け流すのでもなく、誘うように内へと引き込む。

　と同時に身体をひねり、その綾斗の剣閃はまるで速度を落とすことなく、遥はるかの背後へと抜けていた。しかもその先には、まさに今光弾が放たれようとしている紗さ夜やの拳銃──その銃口。

「なんっ!?」

「……は？」

　綾斗と紗夜の口から驚きよう愕がくの声が漏れるのと、紗夜の拳銃が爆発するのとはほぼ一緒だった。

「うわっ……！」

　威力調整された護身用の煌式武装ルークスとはいえ、銃口を塞がれて暴発すればそれなりに衝撃も大きい。

　吹き飛ばされて尻餅をついた綾斗の眼前に、遥の木刀の切っ先がぴたりと止まる。

「……」

　綾斗はしばらくそれを呆ぼう然ぜんと眺めていたが、ようやく少しだけ気を取り直すと、まず最初に一番聞きたかったことを姉に訊たずねた。

「今のは……？」

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう奥おう伝でんが一つ、“〝逆さか羅ら刹せつ”〟」

　遥がにっこりと笑いながら答える。

「簡単に言うと複数の相手の攻撃を自在に誘導して同士討ちさせる技、ってとこかな」

「奥伝──」

　綾斗の伝書はまだ中伝。奥伝はその先の領域だ。

「奥伝は知覚を極限まで広げないと使えないって聞いたけど……」

「んー、まあね。本当はあんまり教えちゃいけないんだけど」

　遥はそう言うと、木刀を納おさめて綾斗へ手を差し出す。

「綾斗と紗夜ちゃんの連係は素晴らしかったと思うよ。お世辞抜きでね。でも、二人が見てたものより、あたしが感じてたもののほうがより広かったってところかな」

　綾斗が立ち上がると、遥は同じように地面に伸びていた紗夜へも手を貸して立ち上がらせる。

「……広い？」

　よくわからないといった顔の紗夜に、遥は少し考えてから先を続けた。

「例えばさ、いざ闘うとなれば相手の呼吸とかささいな仕草、細やかな動きまでも意識するでしょ？」

「……うん」

　こくりとうなずく紗夜。

「そういった情報が増えれば増えるほど、相手がどんな動きをしても対応できるようになる。それを相手だけじゃなく、さらに周囲の空間まで広げたのが奥おう伝でんの領域ってところかな。天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうではその境地を《識しき》って呼んでるんだけどね」

　わかったようなわからないような説明だった。

　ただ一つ確かなことは、綾あや斗とたちが負けたということだ。残念ながら、それだけはよくわかった。

「でもこれは別に闘いの話だけじゃないんだよ。人間、視野が狭くなるとどうしても行き詰まっちゃう時があるから。そういう時は、もっといろいろなものをいろいろな面から見てあげるといいんじゃないかな。──まあ、二人にはまだ早い話かもしれないけど」

　遥はるかはそう言ってふわりと笑うと、綾斗と紗さ夜やの頭を優しく撫なでた。
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「──結局、あの後もハル姉には一度も勝てなかった」

　紗夜はそう言って、がっくりと肩を落とした。

「姉さん、本当に強かったからなあ……普段はあんなのんびりしてるのに」

「……それはまあ、綾斗も一緒」

　紗夜がぼそりとつぶやく。

「私が引っ越した後はどうだった？」

「同じさ。一度も勝てなかったよ」

　綾斗はため息混じりにそう言って、両手を上げた。

　紗夜が引っ越してから姉が失しつ踪そうするまでは一年程度しか空いてない。

　その一年間で自分的にはそれなりに強くなったつもりでいたけれど──それでもやはり姉には敵かなわなかった。

「……そっか」

　紗夜は短くそうつぶやき、ひょこんとベッドから飛び降りる。

　それから窓際まで歩いていくと、そこで振り返って言った。

「だったら、ぜひともハル姉を見つけ出してリベンジしないと。私も、綾斗も」

　その紗夜の言葉に綾斗は少し驚き──それから、小さく笑う。

「ああ、そうだね。きっと、まだ勝てないと思うけど」

「……その時は、また力を合わせればいい。あの時はそうした。だから綾斗」

「うん？」

「今でも、困難な時にはそうすればいい。私以外にも、きっと力を貸してくれる人はいる。……少し、悔しいけど」

　紗さ夜やはどこかむくれたようにそう言って、窓の外に姿を消した。

　綾あや斗とは苦笑を浮かべてそれを見送ると、そっと窓を閉める。

　夕暮れが空を赤く染め始めたところだった。









第六章　二つ目の鍵





「──少しはマシな顔つきになったな」

　準々決勝、当日。控え室に入った綾斗を一目見るなり、ユリスが言った。

「まあなんとか、おかげさまでね」

「腹をくくったということか？」

　量はかるようなユリスの視線を受け止め、綾斗はゆっくりとうなずく。

「うん、決めたよ。俺は姉さんを探し出す。──そのためには統合企業財体の力を借りるのが一番早い」

「……そうか」

　ユリスはどこか嬉しそうに微笑むと、すぐに表情を引き締めて空間ウィンドウを開いた。

「では、まず今日の試合を勝ち抜かねばな」

　ユリスが手に持った携帯端末を操作すると、そこにそっくりな顔をした男女のペアが映し出される。今から数時間後にステージで相対する相手、黎リー兄妹だ。

「過去のデータから見て取れる傾向は二つ。まず、この双子は徹底して相手の弱点だけを攻める──つまりは相手が最も嫌がるであろう戦法を取るということ。無論それはそれで闘いの基本であるとは言えるわけだが、私が思うに……この双子のそれは副次的なものだ」

「副次的っていうと、彼らにとってもっと大切なものが他にあるっていうこと？」

　綾あや斗とがそう訊ねると、ユリスは不愉快そうに眉を顰しかめた。

「おそらくはな。私の見立てでは、この双子が最重要視しているのは相手を嬲なぶることだ」

「嬲る、か……」

　確かに綾斗の目から見ても、双子は必要以上に対戦相手を苦しめていた感がある。

「勝つことさえも連中にとっては二次的なものにすぎんのだろう。まあ、一言で言えば力に酔ったサディストだな」

「……あまり仲良くしたいタイプじゃないね」

「まったくだ。そしてもう一つの傾向だが──この双子は決して無茶はしない。自分たちにとって絶対的に有利な状況を作り、安全圏を確保した上で初めて攻勢に出る。慎重派と言えば聞こえがいいが、自らが傷つくのを恐れている卑怯な臆病者にしか見えんな」

　言いながらユリスはどこか呆れているようだった。

　実際、ユリスの性格や信条とは決して相容れない相手なのだろう。

「それでもこの双子の実力が本物なのは間違いないところだ。加えて、策を用いるのが非常に上手い。彼らの強さの本質は星せい仙せん術じゆつの技術の高さなどではなく、双子ならではのコンビネーションと、この作戦立案能力だろうな」

「そういえば宋さんたちも言っていたね」

「ああ、あの二人の言葉はおそらく正しい。策を巡らせる勝負となれば、あの双子のそれは私が及ぶところではないだろう」

　ユリスは率直にそれを認めた。

　ユリスの作戦は相手の虚をつくことはあっても、陥れるようなことはしない。それは純粋に性格によるものであって、その分で双子に敵わないのは致し方ないところだ。

「ただし、今回に限っては私たちにも多少有利な点がある」

　ニヤリと笑うユリス。

「有利な点？」

「そうだ。双子が相手の弱点を狙った策を用いるというならば、今回これほどわかりやすいものはなかろう」

「あっ」

　綾斗はポンと手を叩いた。

「……俺の封印、か」

「うむ。より正確に言えば、そのリミットを双子は狙ってくるだろうな。連中にとってこれ以上ないくらいに好ましい弱点だ。となればおのずと連中が取る作戦も見えてこよう」

「──時間稼ぎ」

　綾あや斗との言葉に、ユリスがうなずく。

「まず間違いあるまい。さて、その上でどういった対策をとるか、というのが問題なわけだが……理想を言えば、速攻をかけて一気に仕留めてしまうのが一番だ。どちらか一人でもそれで落とせれば、ほぼ試合を決められる」

　ところがそう言いながらも、ユリスは肩を竦めて見せた。

「とはいえ、これは正直難しいだろう。双子もなんらかの対策をとっているのは間違いない。確実に警戒されているはずだ」

「だろうね……」

　策を用いる者は、まず相手の動きを計算するところから始める。時間制限がある相手が速攻を仕掛けてくるのは、最初に想定するべきケースだ。対策をとっていないはずがない。

「そこで、どうするかだが……」

　ユリスは心なしか声を潜め、作戦を説明する。

「……なるほど」

「悪くはない案だろう？　というか、正直私にはそれくらいしか思い浮かばなかったというのが本当のところなのだがな」

「いや、俺にもこれ以上の作戦は出せないと思う。これでいこう」

　軽く頭の中でシミュレートしてみたが、結果は上々だ。強いて言うならフィニッシュのタイミングが難しいが、それはもういつものことだし今更だろう。

「うむ、そうか。ならばこれを前提に細部を詰めるとしよう」

　ユリスはどこかほっとしたような顔でそう言った。



　　　　＊



『さぁさぁ皆様お待ちかね！　いよいよこのシリウスドームでも準々決勝の試合が始まろうとしています！　まず東ゲートからその姿を現したのは、星せい導どう館かんの天あま霧ぎり綾斗・ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルトペア！　そしてそしてその反対側！　西ゲートからは界龍ジエロン第七学院の黎沈雲リーシエンユン・黎沈華リーシエンフアペアが入場です！』

『奇しくも五回戦と同じく星導館対界龍となったッスねー』

『そうなんですよ！　なお、他のステージではすでに全ての試合が終了し、ベスト四のうち三枠までが決定しております！　果たして果たして、その最後の一枠を埋めるのはどちらのペアなのでしょうか！』

　耳をつんざくような大歓声、それに負けじとほとんど限界まで音量を上げた実況と解説の声が響く中、綾斗とユリスはゆっくりとステージに足を踏み入れた。

「……みんな、ボルテージは最高潮って感じだね」

「そろそろこの《鳳凰星武祭フエニクス》も大詰めだからな。観ているほうも気合が入るのだろうさ」

　ユリスは素っ気無くそう言うと、腰に手を当てて横目で綾あや斗とを睨む。

「それより沙さ々さ宮みやたちが無事に勝ち抜けたのだ。私たちがここで躓くわけにはいかんぞ」

　実況が言っていたとおり、すでに他の準々決勝の試合は全て終わっており、紗さ夜やと綺き凛りんは危なげなく準決勝へと駒を進めていた。綾斗たちは控え室で試合中継を見ていたが、他の試合を含め実に順当な結果だったといえるだろう。

　現在決まっているベスト四のメンバーは星せい導どう館かん学園の紗夜と綺凛、聖ガラードワース学園の正騎士コンビ、そして──アルルカント・アカデミーの自律型擬形体ペアであるアルディとリムシィだ。

「──わかってる。気合なら入ってるよ」

　綾斗は《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の起動体を強く握り締め、そう答えた。

（そうだ。こんなところで躓いているわけにはいかない……！）

「……そうか、ならばいいのだが……必要以上に気負いすぎるなよ？」

　ユリスはそんな綾斗をやや怪訝そうな顔で見たが、すぐにその視線は前に向けられる。

　界龍の双子がこちらにやってきたからだ。

「初めまして、《華焔の魔女グリユーエンローゼ》に《叢むら雲くも》。僕は黎沈雲リーシエンユン」

「私は黎沈華リーシエンフア。以後、お見知りおきを」

　二人は薄い笑みを浮かべたまま、そう挨拶をする。

　それにしてもこうして間近で見ると、本当に驚くほどそっくりだ。界龍ジエロンの制服はゆったりとしていて体のラインが出ないため、ほとんど頭のシニヨンでしか見分けがつかない。

「……一体なんの用かな？」

　一方のユリスは警戒心を隠すことなく、簡潔に返した。

「いや、一応お詫わびをしておこうと思って」

「詫びだと？」

「ええ、先日僕らの同輩が不甲斐ない試合をしてしまったようで」

「同じ師につく者としてお恥ずかしい限り」

　一切の淀みもなく、沈雲の言葉を沈華シエンフアが受け継ぐようにして双子が喋る。

「同輩……というと、宋ソンと羅ルオのことか？」

「俺はあの二人が不ふ甲が斐いなかったとは思わないけど？」

　綾斗が視線を向けると、沈雲は大げさに肩を竦めてみせた。

「いやいや、《万ばん有ゆう天てん羅ら》の直弟子があの程度と思われては困るんだなあ」

「だから、あの二人では見せられなかった世界を私たちが見せてあげる」

「──星せい仙せん術じゆつの深しん奥おうを、ね」

　双子は交互に言葉を紡ぎ、さも愉快そうにくつくつと喉を鳴らす。

「そうか。ならば楽しみにしておこう」

　そう言うとユリスはこれ以上話すことはないとばかりに双子から視線を外した。

　それを見た双子も、あっさり踵を返して戻っていく。

「……ふん、あからさまな挑発だな。やはりいけすかん連中だ」

　その背中に向けて率直な悪態を吐くユリス。

「でも実際に会ってみて、油断できない人たちだっていうのがよくわかったよ」

　宋たちも試合前に話しかけてきたが、その意味は百八十度違う。

　あの二人にとってはさっきの会話も仕掛けの一つなのだろう。

「まあいい。我々は我々のやるべきことをするだけだ」

「そうだね。それじゃ……」

　綾あや斗とはそう答えると、星辰力プラーナを高めていく。

　体の奥底から力が漲り、綾斗を縛る縛ばく鎖さが軋む。

「──内なる剣を以って星せい牢ろうを破獄し、我が虎こ威いを開放す！」

　やがて高まった圧力がそれを弾き飛ばし、同時に膨大な星辰力が吹き上がった。

『おおっと、出ました出ました！　天あま霧ぎり選手のパフォーマンス！　……ああいや、パフォーマンスじゃないんでしたっけ、チャムさん？』

『正確なところは当人たちが語ってくれないのでわからないッスけど、おそらく制限されている力を解放するのに必要な手順だという見識が多数派みたいッスねー。五回戦の闘いを見るに、制限解除にはある程度のインターバルもいるみたいッスし……。天霧選手の実力は文句なしに一級品だと思うッスけど、そのあたりを考慮すると今までの試合も結構ギリギリだったのかもッスね』

『なるほどなるほどー。……っと、そうこうしているうちにいよいよ試合開始の時間となりました！　勝利の女神が微笑むのは、はたしてどちらのペアなのか！』

　さすがに解説は指摘が鋭い。内心で苦笑しつつ、綾斗は《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を起動させた。

　呼吸を整え、意識を集中させる。



「《鳳凰星武祭フエニクス》準々決勝戦第四試合、試合開始！」



　試合開始の宣言と同時に綾斗は沈華シエンフアとの距離を一気に詰め、《黒炉の魔剣》で袈け裟さ懸がけに斬り付けた。速攻としては申し分のないタイミングだったが、やはり予期していたのか沈華は後ろに跳んでそれをかわす。

「くっ！」

「ふふっ、さすがに疾はやい！　が、わかっていればかわせないほどじゃあないわね！」

　イレーネもそうだったが、さすがにこのレベルになると綾斗の速度も絶対的なアドバンテージにはならないようだ。

「咲き誇れ──九輪の舞焔花プリムローズ！」

　すかさずユリスが能力を発動させるが、それよりも一歩早く沈雲シエンユンが割って入っていた。

「急急如律令、勅ちよく！」

　沈雲の手が複雑な印いんを結ぶと、周囲の空間がゆらりとゆらめく。と、次の瞬間にはステージのあちこちから、もうもうとした煙がとてつもない勢いで噴き出していた。

「これは──煙幕！？」

　煙は瞬く間にステージを覆い尽くし、仕方なくユリスは九輪の舞焔花を解除する。このままでは狙いをつけることは至難の業だし、下手をすれば綾あや斗とにも当たってしまいかねないと判断したのだろう。

　綾斗としてもまともに攻撃が当てられるとは思えず、一度下がる。

「ユリス、大丈夫かい？」

「ああ、問題ない。とはいえこれはしてやられたな……まさかこんな手でくるとは」

　気配と声を頼りにユリスの下へ戻ると、ユリスは悔しそうに舌打ちした。

　綾斗は注意深く周囲を探るが、煙は深くまるで見通せない。が、綾斗はすぐにその違和感に気がついた。煙はあまりにも深く、濃い。それにしてはまるで煙くないのだ。

「ユリス。たぶんこの煙、偽物だ」

　その言葉にユリスもはっとした表情で周囲を見回した。

「なるほど、これも幻影か……」

　沈雲は無いものをあるように見せる幻影のエキスパート。ならばこれが星せい仙せん術じゆつで作り出された見せ掛けの煙であっても不思議はない。

「黎沈雲リーシエンユンの幻影はあらゆる物を再現してみせると聞くが、まさか煙とはな……。が、まあいい。いずれにせよ、しばらくすればこの煙も晴れる」

「その根拠は？」

　やけに自信たっぷりに断言するので訊いてみると、ユリスはつまらなそうに答えた。

「意図的に外部の視覚を遮断する状況を作って攻撃することは、星武憲章違反だからな。過去のデータを見ても、あの双子がこのような戦法を取ってきたことはなかったろう？」

「そっか。なにが起こってるのか外から見えないと、反則行為もチェックできないしね」

「それもあるにはあるが……一番の理由は、これがエンターテインメントだからだ。なにが起こっているのかわからなければ、観客が楽しめん」

　思ったよりも酷い理由だった。

　しかしそのユリスの言葉を裏付けるように、しばらくすると観客席からブーイングが沸き起こる。それが次第に大きくなってくると、その煙は忽こつ然ぜんと掻き消えた。

「やれやれ、最近のお客は辛抱が足りないね」

「まったく。そう焦らなくてもこれからが本番だっていうのに」

　いつの間にかステージの端まで移動していた沈雲シエンユンと沈華シエンフアが、ニヤニヤと笑いながら言う。

　双子としては申し分ない成果だったのだろう。

　なにしろ──ほとんど労せず綾あや斗との時間を一分近く削れたのだから。

「ふん、本当に性格の悪いやつらだ」

　ユリスは忌々しそうにそう吐き捨てながらも、次の技に意識を集中させていた。

　綾斗も心の中で同意しつつ、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を構え直して間合いを詰める。

「おや、こちらもまたせっかちだね。ま、そういうことなら次の手をご披露しようか」

　沈雲の手が再び印いんを結んだ。

　沈雲の周囲の空間がぐにゃりと歪み、影法師のようにおぼろげななにかが浮かび上がる。

　見る間にそれは人の形となり、やがてそこには沈雲と全く同じ姿をした人影が四体、不敵な笑みを浮かべて立っていた。

「出たな……！」

　これこそ黎沈雲リーシエンユンが最も得意とする幻影──いわゆる『分身』だ。過去の試合映像を見ても、沈雲はほぼ全ての試合でこの術を使っていた。

　もちろんこれも幻影である以上実体はないのだが、外見から見分けることはほぼ不可能なほどに精巧で、星辰力の動きまでもが擬似的に再現されている。しかも四人全てが異なる動きを取るため、パターンといったものを読み解くことさえできない。



















　さらに──

「それじゃ私も、と……」

　沈華シエンフアが印を結ぶと、その姿が溶けるように消えていく。

　こちらは沈華の十八番である幻影──『隠おん行ぎよう』だ。ただ単に姿を消すだけでなく、沈雲シエンユンの分身同様に気配や物音、星辰力の動きさえもその幻影によって覆い隠してしまうため、よほど集中しない限りほぼ感知できない。

　どちらも時間を稼ぐにはもってこいの術だといえた。

「さて、これでこちらの支度は整ったわけだが」

「このままそちらの出方を待つというのも少々芸がないかな？」

「うん、それに観客の皆様も退屈してしまうだろうしね」

「少しは盛り上げないとまたブーイングをされかねない」

「というわけで……」

　五人の沈雲たちがそれぞれ違う言葉を紡ぐ。どうやら声までも再現できるらしい。

「──ここは一つ、派手に行こうかな」

　沈雲シエンユンたちが手首をスナップさせると、どこからともなくその指の間に紙切れが出現した。

「綾あや斗と、気をつけろ──あれが呪じゆ符ふだ」

　ユリスが細剣アスペラ・スピーナを構え、警戒するように腰を落とす。

　呪符とは星せい仙せん術じゆつの力が込められた、一種の補助アイテムだ。使いきりではあるが、呪符の種類によって発動する能力は千差万別であり、様々な場面で応用がきく。

「でも、本物はあの中の一つだけだろう？」

　いかに精巧な幻影であっても分身は所しよ詮せん分身。実体は存在しないはずだ。つまり本物以外の呪符も偽物ということになる。

「それはそうだが……ちっ、くるぞ！」

　そこへ五人の沈雲が同時に襲い掛かってきた。

　武器は持っていないので、あの呪符にはなにか攻撃型の能力が込められているのだろう。

　迎撃するように《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を振るうと、その一人はあっさりと両断された。

　……が、なんの手ごたえもなく、斬られたはずの体も煙のようにゆらいだだけですぐに元へと戻ってしまう。

（幻影か──！）

　わかってはいても、まるで区別がつかない。返す刀でもう一人斬り伏せたものの、やはりこれも手ごたえがなく、剣閃がむなしくすり抜けるだけだ。

「残念、外れだね」

　と、それを潜り抜けるようにして現れた三人目の沈雲が、呪符を綾斗へ向かって突き出しながらニヤリと笑った。

「──爆！」

　その瞬間、呪じゆ符ふが轟音と共に爆発する。

「っ！」

　破壊的な爆風と熱が容赦なく綾あや斗とを襲い、綾斗は吹き飛ばされるようにして地面を転がった。映像で何度か見ていたこともあって、とっさに星辰力を防御に回してダメージを軽減させることができたものの、それでもなお衝撃で骨が軋む。

「へぇ、今の距離で爆ばく雷らい符ふをくらってその程度のダメージなんだ。さすがに半端ない星辰力を持ってるだけあって堅い堅い」

　素直に感心したように言った沈雲シエンユンは、すぐにまた距離を取って分身の中に紛れ込んだ。

「綾斗！　大丈夫か？」

　残った二人の沈雲を相手にしていたユリスが慌てて駆け寄ろうとするが──

「──ふふっ、私を忘れてもらっては困るわね」

「なっ……っ！？」

　唐突な沈華シエンフアの声と共に、ユリスの眼前で先ほどと同じような爆発が巻き起こった。

「くああああっ！」

　爆風にもまれ、宙に舞うユリス。

「ユリス！」

　反射的に綾斗が駆け出してその体を抱きとめると、どこからともなく沈華の笑い声だけが響き渡る。

「うふふふふ……」

　反響させているのだろう、声から位置を掴むことはできないようだ。

「ぐ……だ、大丈夫だ」

　ユリスは顔を歪めながらも立ち上がり、綾斗へ視線を向けた。

「それより綾斗、そろそろリミット的にも厳しくなってくる頃合だろう。私がサポートするから、まずは黎沈雲リーシエンユンを落とせ」

「……わかった」

　すでに試合開始からそれなりの時間がすぎている。これ以上は無駄にできない。

　そして速攻をかけるとしたら、位置がわからない沈華ではなく沈雲のほうが妥当だ。分身は厄介だが、それでも目標が定められるだけましだろう。一人ずつ倒していくとしても、うまくいけば一発目で当たりを引くことだってありえる。

「図らずも見事なまでに向こうの策にはまってしまったが……それはある意味でこちらの計画通りでもある。焦るなよ」

　ユリスはそう言いながら星辰力を集中させた。それに反応して周囲の万応素マナが凝縮する。

「咲き誇れ──赤円の灼斬花リビングストンデイジー！」

　十数個の炎の戦輪チヤクラムが顕現し、綾あや斗とを先導するように五人の沈雲シエンユンへ向かって飛びかかった。

「ふうん、やっぱり僕のほうにくるか」

　沈雲の一人がそうつぶやくが、悠然と立ち尽くしたまま構える様子もない。ということは幻影なのだろうか。

（それならそれで無視すればいいだけだ……！）

　綾斗が炎の戦輪にまぎれて距離を詰めながら、そう判断を下した刹那。

　その眼前に、何の前触れもなく突如として巨大な壁が出現していた。

「──っ！？」

　先行して沈雲へと襲い掛かろうとしていた炎の戦輪は全てその壁に阻まれる。戦輪は健気にもその分厚い壁を貫こうと火花を撒き散らしていたが、やがて力尽きたかのように掻き消えた。

　綾斗はとっさに壁を回り込もうと横に跳んだが、今度はそれを見透かしていたかのように目の前の空間が爆発する。

「ぐうううっ！」

　今度は星辰力での防御が間に合わず、まともに爆風をくらってしまう。

「ああ、気をつけたほうがいいよ。沈華の仕掛けた呪符は見えないからね」

　そんな綾斗に向かって沈雲が楽しそうに言った。

　仕掛けた──ということはトラップか。

　おそらくは先ほどの壁も防御用の呪じゆ符ふなのだろう。しかし一体いつの間に仕掛けたのだろうか……と、そこまで考えてすぐに気がついた。決まっている。あの煙幕の時だ。

　形としてはユリスの設置型能力に近いが、呪符は作成時に必要な星辰力が込められているため、術者はその使用に際してほとんど星辰力を消費しない。つまり物理的に呪符が弾切れしない限り、いくらでも使い放題なのだ。

　だとすれば、どこにどれだけの呪符が仕掛けられているかわかったものではなかった。

「綾斗、どいていろ！　それならば全て焼き払ってしまえばいいだけのこと！」

　目には見えなくても、そこに物理的に存在するのであれば排除は可能だ。

　特にユリスの能力は一度に広範囲を焼き払うことができる。──だが。

「──だからさ、私もいるんだってば」

　するといかにも楽しそうな沈華シエンフアの声が、ユリスの背後から響いた。

　ユリスがはっとした顔で振り返るが、遅い。

「招しよう雷らい！」

「うああああああああ！」

　すさまじい稲いな光びかりと共に雷撃が迸ほとばしり、ユリスの体を引き裂くような衝撃が走り抜ける。沈華の星せい仙せん術じゆつだろう。

「ユリス……！」

　戻ろうとした綾あや斗とを制するように、膝をついたユリスが叫んだ。

「わ、私はいいから、おまえは沈雲シエンユンを倒せ！」

「くっ……！」

　試合開始からすでに二分強が経過している。明日以降のことを考えれば、もはや一刻の猶ゆう予よもなかった。

「わかった！　なら沈華シエンフアは頼む！」

　綾斗は言うが早いか、一番手近な沈雲に向かって間合いを詰める。

「ああ、任せろ！」

　背中にユリスの声を聞きながら、綾斗は沈雲の眼前で急ブレーキをかけ、とっさに横へステップした。

　一瞬遅れて沈雲の前の空間がゆらめき、爆発する。

（やっぱりか……！）

　この呪じゆ符ふは一定範囲に立ち入ると自動的に発動するタイプなのだろう。

　今現在五人の沈雲たちは距離を取って散らばっているが、無闇にバラけたわけではないはずだ。彼らの行動には全て理由がある。そう考えれば、自ずと仕掛けられた罠の位置もある程度まで目星をつけることができた。

「ふぅん……やるなあ」

　感心したようにつぶやいた沈雲を一呼吸で斬り伏せる──が、手ごたえはない。分身だ。

　しかし綾斗はすぐに意識を切り替え、次の目標を見定める。

「いいさ、五人全員を斬り伏せれば同じことだ……！」

「なるほど、さすがは星導館の序列一位だ。一筋縄ではいかないようだね」

　二人目からは沈雲も綾斗の動きを読んで回避するようになったものの、接近戦に持ち込んでしまえば綾斗の攻撃をいつまでも避け続けられるものではない。

　途中何度か爆風にさらされながらも、二人目、三人目と斬り伏せるが……。

「うーん、残念。また外れだね」

　陽炎のようにゆらいだ沈雲の分身が、からかうように笑う。

「ぐ……！」

　爆発のダメージと刻々と迫るリミットが、綾斗をじわじわと苛んでいた。

　──それでも残りは二人。綾斗から一番遠くに位置取ったほうと、それよりかはわずかに手前にいるほう。このどちらかが本物の沈雲だ。

「なら、こっちだ……！」

　綾あや斗とは沈雲の性格から、奥のほうへ狙いを定めた。

　大きく薙いだ一撃はかわされてしまったが、そこからさらに一歩踏み込んで手首を返し、斬り上げる。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣けん術じゆつ初伝──“〝貳蛟龍ふたつみずち”〟！」

　が、手ごたえはない。

（外したか……！）

　綾あや斗とは思わず唇を噛んだ。残った最後の一人へ向き直ったところで、がくりと膝をつく。

「くっ……」

「おやおや、ついにリミットかな？　もう少しだったのだけど、惜しかったね」

　それを見た沈雲シエンユンがどこかほっとしたように言った。

「綾斗！」

　ユリスが慌てて駆け寄ってくるが、その直後、唐突に大きく吹き飛ばされる。

「うぐっ！？」

「あはは、いい感触！」

　どこからともなく、楽しそうな沈華シエンフアの声が響いた。察するに、ユリスへ直接打撃を叩き込んだのだろう。

「ぐうぅ……！」

　綾斗の周囲に魔法陣が浮かび上がり、光の縛ばく鎖さが再び綾斗を戒めていく。

　刀身の消えた《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》が綾斗の手から零れ落ち、乾いた音を立てた。沈雲はそんな綾斗の様子を愉ゆ悦えつの表情で眺めながらも、警戒しているのかまだ近づいてはこない。

　やがて光が収まり、綾斗が荒い息を吐きながら倒れこんだところで、ようやく沈雲は綾斗の傍へやってきた。

「訳は知らないけれど不便なものだね、それ。で、今どんな気分かな？」

　沈雲の顔には勝利を確信した笑みが浮かんでいる。

　そうだ。彼らはリミットがあることを知っている。イレーネたちとの闘いを見ていれば、リミットをすぎた場合身体を動かすことさえできなくなることも知っている。だからこそ、それを待った。

　だけど──

「ふふ……」

「うん？」

　思わず漏れた笑みに、沈雲が訝しそうな瞳で綾斗を見た。

「なにがおかしいのかな？」

「いや、なんでもないよ。ただ──まだ勝負はついてないってことさ」

　言いながら、綾斗は右手でブレード型の煌こう式しき武ぶ装そうを起動させた。

　沈雲がはっとした表情で身構える──が、もう遅い。

　綾あや斗とは瞬時に身体を起こすと、真一文字に腕を振り抜く。

　そう。彼らは綾斗のリミットについては知っていても、具体的にそれがどの程度の時間なのかまでは知らない。なぜならイレーネの試合と、せいぜいは綺き凛りんとの決闘くらいしか参考になるものがないからだ。あくまで彼らは大雑把な時間を予測することしかできていなかったはず。

　今回綾斗が全力を出していた時間三分強。かなりの反動はあるものの、まだ動けなくなるほどではない。

　これこそが、ユリスの作戦だった。まず速攻をかけ、それが成ればよし。失敗したとしても相手の時間稼ぎに嵌った風を装よそおい、リミットを突破したかのように見せかけてチャンスを待つ。沈雲シエンユンたちの性格からすれば、絶対的優位を確立した後のとどめは自分自身で行うはずだからだ。そしてそれは見事に的中した。

　綾斗の振るった切っ先が、かわす間もなく沈雲の校章を斬り裂く。

　──だが。

「え……？」

　その一撃は、またしても手ごたえがなかった。
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（まさか、そんな……！　これも分身！？）

　綾斗は愕がく然ぜんとして、ゆらめく沈雲の幻影を見つめた。

「おお、危ない危ない。まさしく命を知る者は巌がん牆しようの下に立たず、だね」

　と、それよりもずっと奥の空間が歪ゆがんだかと思うと、そこから薄い笑みを浮かべた沈雲が姿を現す。その沈雲がぱちりと指を鳴らした瞬間、五人の分身はすべて消え失せた。

「……っ！」

　綾斗はそこでようやく悟った。つまり──あの五人は全て分身で、本物の沈雲はずっと沈華シエンフアの術で姿を隠していた……そういうことらしい。

（だけど、一体いつから……？）

　綾斗は思い返してみて、愕然とした。

　それが可能だったのはやはり一度きり──あの煙幕の最中しかない。だとすれば、綾斗たちが相手にしていたのは最初からずっと幻影だったということになる。

「ははぁ、ようやく気がついたかな？　うん、君たちもいろいろと考えてきたみたいだけどね。残念ながら、あの程度じゃ僕らには到底及ばない」

　そう言う沈雲の表情には、明らかな期待と愉ゆ悦えつが浮かんでいた。

「……いや、でも最初に呪じゆ符ふを使ってきた時は……？」

　幻影には本物の呪じゆ符ふを使うことはできない。

　だから少なくとも、最初の爆ばく雷らい符ふを使ってきた沈雲シエンユンは本物だったはずだ。

「ああ、あれかい？　あれも沈華シエンフアが仕掛けておいた呪符だよ。ただし、時限式のね」

「時限式……」

「そう。あとはそのタイミングと場所を見計らって幻影をけしかけただけさ。少し面倒だったけど、おかげで本物が中にいるはずだと思ってくれたみたいだね」

　沈雲は大げさに肩を竦すくめてみせた。

「──分身を使った程度で君の間合いに飛び込むなんて、そんな馬鹿馬鹿しいことするわけないじゃないか」

　沈雲がそう言いながら手首を回すと、両手の指の間に複数の呪符が出現する。

「さて、今の君ならこの程度でもかわすのは難しいだろう？」

　沈雲が腕を振ると、放たれた呪符は空中を走って綾あや斗との周囲を取り巻いた。

　それなりの速度であったものの、さっきまでの綾斗ならばかわすどころか残らず斬り捨ててしまえる程度のスピードだ。

　綾斗を包囲した呪符は、ピンで留められているかのように空中にととどまっている。

「まだ……！」

「うん？」

「まだだ……！　まだこんなところで負けるわけにはいかない……！」

「へぇ、君でもそんな顔をするんだね。うん、中々にそそる」

　沈雲の言葉に喜悦が滲にじむ。

　綾斗は奥歯を噛みながら剣を構え直すと、強引にその包囲を突破しようと図った。

「ああ、いいねえ、その無駄な足あ掻がき。心が躍るよ」

　だがそれよりも一歩早く呪符がゆらめき、爆発する。

「ぐあああああっ！」

　さらに吹き飛ばされた先の呪符が爆発し、綾斗の身体はピンポン玉のように何度も弾き飛ばされる。とても防御は間に合わず、衝撃と熱とに思う様に蹂じゆう躙りんされた綾斗は、なす術も無く地面に伏した。

「ぐ、ぅ……」

　打撲と裂傷、骨もかなりのダメージを受けているだろう。

「……さて、名残なごり惜しいがそろそろ終わりにしておこうかな」

　沈雲はそう言って再び呪符を取り出した。

　──が、それが放たれる寸前。

「綾斗！　手を伸ばせ！」

　ユリスの声が綾あや斗との耳を打った。

　とっさに言われたとおり右手を伸ばすと、炎の翼を羽ばたかせたユリスが低空で飛び込んできてそれを掴み、駆け抜ける。

「ちっ！」

　一瞬遅れて呪じゆ符ふが放たれ、爆発する。その爆風でコントロールを失ったのか、二人は地面に投げ出されるようにしてごろごろと転がったが──それでもなんとか窮地を脱出した。

「あ、ありがとう、ユリス……助かったよ」

「いや、こちらこそすまんな。おまえが危ないのはわかっていたのだが、沈華シエンフアを振り切るのに手間取った」

　ユリスはそう言いながらもすぐに起き上がると、アスペラ・スピーナを構える。

　綾斗も言うことをきかない体でなんとか立ち上がったものの、ダメージは相当なものがあるらしく、すぐに膝をついてしまう。

「まったく、あまり無茶をするな。今のおまえでは沈雲シエンユンに敵わないことくらいわかっているだろう」

　視線を沈雲たちに向けたまま、ユリスがどこか怒ったように言った。

　沈雲の横にはいつの間にか沈華が姿を現し、なにやら相談しているようだ。十分に距離もあるし、お互いにここは仕切りなおしといったところか。もっとも、圧倒的に不利なのはこちらのほうだが。

「作戦で完全に上をいかれたのは私の責任だ。だが、だからといっておまえが無闇に突っ込んでいっても仕方あるまい」

「それは……」

「状況は厳しいが、まだ負けたわけではない。そう焦るな」

　ユリスは諭すようにそう言うと、ふいに小さく微笑んだ。

「だが……本音を言えば少しばかり嬉しくもあるな」

「え……？」

「おまえがそれほど焦っているのは、勝ちたいという欲がでたからだろう？　姉を助けたいという願いを自覚したからだろう？」

　ユリスの言葉に、綾斗は少し迷ってからうなずいた。

「おまえが私のために闘うと言ってくれた時、無論嬉かった。それは本当だ。だが、同時に心苦しくもあった。私はおまえになにもしてやれないのだからな」

　ユリスはそこまで言って、綾斗に向き直る。

「しかし、今こそ私とおまえは対等だ。互いに願いを持ち、互いのために力を尽くそうと思っている。そしてそれは当然のことだ。なぜなら、私たちはパートナーなのだからな」

「ユリス……」

「第一、私に言わせてもらえばおまえはなんでも一人で抱え込みすぎなのだ。確かにおまえにはそれだけの力がある。私を守り、闘い抜くだけの力が。けれど、だからこそいつぞやのおまえの言葉を、そっくりそのまま今のおまえに返してやろう」

　ユリスは悪戯っぽく笑うと、綾あや斗との頬に触れながら優しく言葉を紡ぐ。

「『──だったら、おまえのことは誰が守ってくれるのだ？』」

「っ！」

　その瞬間。

　綾斗の胸の奥で、なにかが煌きらめいた。

（これは……）

　──と。

「お話は終わり？　だったら」

「そろそろ再開といこうか」

　沈華シエンフアと沈雲シエンユンが、不敵な笑みを浮かべたままそう告げる。

「どうやらあちらさんは準備が終わったようだな。おそらく、また見えない呪符をしこたま仕込んでいたのだろうが……」

「ユリス」

「……うん？」

　綾斗が短く呼びかけると、双子に目を向けていたユリスが訝しそうに振り返った。

「──ありがとう」

　綾斗はそう言って、にっこりと笑う。

　ユリスは呆気に取られたような顔でしばらくそんな綾斗の顔を見つめていたが、はっと我に返ると顔を赤くしてそっぽを向いてしまった。

「な、なんだ突然！　別に礼を言われるようなことなど、なにもしてないぞ！」

「いや、おかげで目が覚めたよ。今度こそ、ね」

　綾斗は呼吸を整えるとゆっくりと立ち上がり、ユリスと並ぶ。

「で、俺のパートナーにお願いがあるんだけど、いいかな？」

「……言ってみろ」

　まだ若干顔に赤みを残しながら、ユリスが返す。

「少しだけ、時間を稼いでくれないか」

「ほう、なにか策でも思いついたか？」

「そういうわけじゃないんだけど……ちょっと試してみたいことができたんだ。それが上手くいけば、この状況をどうにかできるかもしれない」

「──わかった、やってみよう。どうせ他に打つ手もないのだからな。ただし、そう長くは持たんぞ？」

　ユリスはそう言って、一歩前に出た。

　その背中を目に焼きつけ、綾あや斗とはゆっくりと瞳を閉じる。自分の内側に意識を向け、昨日の紗さ夜やの言葉と先ほどのユリスの言葉を思い返す。

　それから、あの時の姉の言葉──成すべきことを。

　すると再び、心のどこかで小さな光が煌きらめいた。綾斗はそれにそっと手を伸ばす。

　これがなんなのか、綾斗は直感的にわかっていた。

　これは──
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　ユリスは自分で自分に驚いていた。

　この逆境に際して、なぜだか心が浮き立つのを止められないのだ。今ならどんな相手にも負ける気はしない──とまでは思わないが、気力が充実しているのは間違いない。

　身体はあちこち痛むものの、前衛として沈雲シエンユンの攻撃を一身に集めていた綾斗に比べれば、姿を消した沈華シエンフアから少しずつ嫌がらせのように攻撃を受けて足止めされていただけのユリスはずっとましな状態だ。

（しかしなるほど、あれが素すの綾斗の笑顔なのだろうな）

　ユリスは先ほど見た綾斗の笑顔を思い出し、知らず口元を綻ほころばせた。

　今までにも綾斗が笑ったところは何度も見ているが、あれほど屈くつ託たくのない笑顔は初めてだった。どこかとらえどころのない、飄々としたところのある綾斗の──おそらくは、本当の姿。

（沙さ々さ宮みやは昔からあれを知っていたわけか……）

　思わず「ずるいな」と小さく言葉に出てしまう。

　そんな自分に気がつき、ユリスは首を振って気持ちを切り替えた。改めて前を見据えると、相変わらず余裕たっぷりの双子がにやにやとした笑顔でユリスを眺めている。

「おやおや、《華焔の魔女》お一人とはどういうわけかな？」

「まさかあなた一人で私たちの相手をするとでも？」

「……そのまさかだが、悪いか？」

　ユリスがそう言うと、双子は揃って肩を竦すくめた。

「ふぅん……僕たちも舐められたものだね、沈華」

「ええ……悲しいわね、沈雲」

　言葉とは裏腹に、双子の顔から笑みが消える気配はない。

「まあいいさ。なにを企んでいるのかしらないけど」

「その分、楽しませてもらうわよ」

　沈華が印いんを結び、その姿が溶けるように消えた。

「──ふん、おまえたちこそあまり私を舐めてもらっては困る」

　ユリスはそうつぶやき、星辰力を集中させる。こうなればこちらも出し惜しみはなしだ。

　できるだけ双子が綾斗から離れるよう移動しつつ、力を解放する。

「咲き誇れ──重波の焔鳳花ラナンキユロス！」

　アスペラ・スピーナを振り下ろすと同時に、ユリスを中心として何重もの焔ほのおの波が放射状に迸ほとばしった。

「きゃあっ！」

「ちぃっ！」

　かわしきれない熱波に炙あぶられて、双子が小さな悲鳴を上げる。

　ステージの三分の一近くを覆うほどの範囲攻撃──といっても本来は防御用で、多人数に取り囲まれた時に牽制として使うものだ。攻撃力自体はそれほど高くはない。

　ただ、それでも──。

「……なるほど、狙いは呪じゆ符ふのほうか」

　ステージのあちこちで巻き起こっている爆発を見て、沈雲シエンユンがつぶやいた。

　そう。少なくともこれでこの能力の範囲内に仕込まれていた呪符の大半は焼き払うことができたはずだ。さらにこの重波の焔鳳花は維持している間、効果範囲内に焔の波を送り出し続ける。星辰力の消費は激しいが、双子も容易には近づけないだろう。

　ユリスはその間に、もう一つの技に星辰力を集中させた。

　重波の焔鳳花を維持しながら別の技を使うというのは、技術的にも星辰力の消費量的にも厳しいのだが、この際四の五の言ってはいられない。

「ふうん、中々に面白いね……だったらこちらも少し手を変えようか」

　沈雲はそう言うと、素早い動きで刀とう印いんを切る。

「──急急如律令、勅ちよく！」

　その瞬間、虚空から大量の水が迸った。

「なっ！？」

　それは見る間にステージを満たし、くるぶしから膝下、そしてあっという間に腿のあたりまで浸していく。まるでステージが海かなにかに変わってしまったかのようだ。

（冷たくは、ない……ということはこれも幻影なのか……？）

「まさか僕の幻影が分身だけだとは思っていないよね？　本来このくらい派手なほうが僕好みなんだよ」

「……だからどうした。こんなもの、所しよ詮せんは幻影だろう」

　ユリスがそう吐き捨てると、沈雲はくすくすと肩を震わせた。

「そうとも、所詮は幻影さ。けれどなぜかな、君の能力は少し火力が落ちたみたいだよ？」

「くっ……！」

　《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》の能力とは、端的に言えばイメージを具現化する技だ。それが乱れれば、必然的にその威力も低下する。つまり沈雲シエンユンは今、水という幻影を使ってユリスの構築した焔ほのおのイメージに攻撃を仕掛けてきているのだ。

「だが、この程度……！」

　ユリスは精神を集中させ、必要な星辰力を維持する。

「ふむ、じゃあこんなのはどうかな？」

　沈雲が指を鳴らすと、その頭上に無数の氷の矢が出現した。

「往け！」

　号令一下、氷の矢がユリスに向かって降り注ぐ。

「……！」

　ユリスはとっさに目をつぶり、それをやりすごした。今度は集中力を狙っての攻撃だろう。だが幻影は幻影、目に入らなければ影響はない。

「なるほど、幻影をやりすごすという点からすれば賢明な耐え方だ。だけど、戦闘の最中に目をつむるのはいただけないなぁ」

　沈雲がどこかおどけた口調で言う。

「──なら、次は君のパートナーを狙おうか？」

「っ！」

　その言葉に、ユリスは反射的に目を開いていた。

　そしてその瞬間を見計らうかのように、巨大な氷の矢がユリスの胸を貫く。

「ぐ……！」

　計られたと悟った時にはもう遅い。

　これは幻影なのだと言い聞かせても、集中が乱れるのを止められない。星辰力の流れが綻ほころび、重波の焔鳳花を維持できなくなる。

「ふふっ、がんばったけどね……ざーんねん」

　その声はユリスのすぐ後ろから聞こえた。

「しまっ──」

　慌てて身構えるが、目に見えぬ沈華シエンフアの攻撃──おそらくは蹴り──が、ユリスの胸部を直撃する。

「くああああああああああっ！」

「ふふ、痛い？　うん、そりゃ痛いわよね。だってそこ、前に羅ルオの攻撃が直撃してたところだもの」

　すぅっと姿を現した沈華が、くすくすと肩を震わせる。確かにそこは宋ソンたちとの試合で痛めた箇所だ。だがユリスには痛みよりも先に疑問が浮かんでいた。

「な、なぜ校章を狙わなかった……」

　今のタイミングならばそれで終わらせることができたはずだ。

「ふふ、ちょっと狙いがそれちゃっただけよ」

　がくりと片膝をつき、顔を苦痛に歪めながらもユリスが睨むと、沈華シエンフアはそしらぬ顔でそう嘯うそぶく。意図的な残虐行為は星武憲章違反であるが、この程度では適応されることはまずない。当然双子はそれをわかっているのだろう。

「ふん、そうか……！　まあいい、ならばせいぜい後悔しろ！」

　ユリスは痛みを堪こらえながらも、先ほどギリギリで仕込んでおいた技を解き放った。

「綻ほころべ──熔空の落紅花セミセラータ！」

　魔法陣が輝き、ユリスの頭上に巨大な炎の椿つばきが花開く。

「なっ！？　ちょ、ちょっとまさか自爆──！？」

　沈華は焦ったように姿を消すが、もはや関係ない。相手が見えないなら、その周囲ごとまとめて焼き払えばいいだけだ。

　炎の椿が落下すると同時に爆風が渦を巻き、猛烈な熱と焔ほのおが走り抜ける。

　しかし最も爆発が激しい中心部分に、ユリスは火傷一つ負うことなく立っていた。

「できれば、これはまだ隠しておきたかったのだがな……」

　ユリスが苦しげな表情でつぶやく。

　ダメージもそうだが、なにより大事な隠し玉を見せてしまったことが痛い。

　それでもこれで双子の片割れを倒せたならば悪くない──そう思っていると。

「……なるほど、自分の能力をレジストできるのか」

　渦を巻く爆炎の向こうから、声が響いた。

「──っ！？」

　やがて爆炎が収まると、そこには巨大な壁が聳そびえ立っている。それも一枚ではなく、複数の壁を組み合わせるようにして、簡易的な囲いとなっていた。

「高レベルの能力者には可能と聞いたことがあるけれど……いやはや、驚いた。噂以上だね、《華焔の魔女》」

　壁がゆらめき、消える。そこには沈華と沈雲シエンユン、二人が無傷で立っていた。

「……驚いたのはこっちだぞ、《幻げん映えい創そう起き》」

　今のは完璧なタイミングだったはずだ。たとえ壁を作って防ごうとも、一枚や二枚では到底あの爆炎を防ぎきることはできなかっただろう。それをこの二人はあの一瞬で協力し、囲いを作ることでそれを成したのだ。

（性格的には褒められた連中ではないが、コンビネーションは本物だな……！）

　もっともまだ余裕のある表情の沈雲に対して、沈華のほうは若干顔が青ざめているところを見ると、危なかったのは事実らしい。

「今のは油断しすぎだよ、沈華」

「ご、ごめんなさい、沈雲シエンユン……」

「ふぅ……まあいいさ。今のでわかった。君たち相手にこれ以上遊んでいられる余裕はないみたいだね」

　沈雲の瞳に真剣な光が灯った。

「──そろそろ終わりにしよう」

　沈雲が呪じゆ符ふを取り出し、じりじりと間合いを詰めてくる。

　ユリスがそれにつられて下がったその途端──ふいに足元がゆらめいた。

（呪符──！？）

　さっき接近を許したときに、沈華シエンフアが仕掛けていたトラップなのだろう。突如として地面から何条もの鎖が沸き上がり、蛇のようにユリスの身体に巻きついてからめとる。

「ぐっ、この……っ！」

　沈雲は冷たい目でそれを見ながら呪符を放った。当然この状態ではかわしようなどあるはずもない。呪符はユリスの眼前で爆発し、ユリスは防ぐこともできずに吹き飛ばされた。

「か、はっ……」

　ごろごろと地面を転がり、声さえも出せずに仰向けに倒れる。

「おや、まだ意識があるとはしぶといね。まあいい、今とどめをさしてあげよう」

　沈雲の声を遠くに聞きながら、さすがのユリスも諦めかけた、その瞬間──

「っ！？」

　突如として出現した圧倒的な量の星辰力に、双子とユリスは揃って目を奪われた。



　　　　＊



　綾あや斗とが手にしたその煌きらめきは、『鍵かぎ』だった。

　なんの『鍵』なのかは言うまでもない。綾斗を戒める、この縛ばく鎖さを解くための『鍵』だ。それは綾斗が一定の条件を満たして初めて認識できるようになっているらしい。

　綾斗は心の中で俯ふ瞰かんするように自分自身を眺めてみた。綾斗を戒める禁獄の縛鎖──よくよく見ると、そこには三つの錠が施されている。その一つ目の錠は、無理矢理こじ開けられたように壊されていた。一目見ただけで修復不能とわかるような、酷い壊れ方だ。

　綾斗はそれに心当たりがあった。姉にこの封印を施され、困惑していた時──意を決してそれを力ずくで破ってみようと試した時のことだ。初めてそれを成し遂げたとき、頭の中に浮かんだイメージがこの錠が壊れる姿だった。

　綾斗は半ば確信をもって、その『鍵』を二つ目の錠へと差し込んだ。

　ゆっくりと回すと、かちゃりと小気味のよい音を立てて錠が外れる。

　縛鎖の一部がゆるみ、虚空へと落ちて消える。

　その途端──力が湧わき上がった。



「……」

　目を開き、身体の具合を確かめる。以前のように、星辰力が光の柱となって立ち上ったりはしていない。その全てが身体に満ちているのを感じる。

「よし、いける……かな」

　綾あや斗とは視線を巡らせ、瞬時に状況を見て取った。ユリスはまさに危機一髪といった感じだが、なんとか間に合ったらしい。

　少し先に転がっていた《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を拾い上げ、起動する。

「よっと……！」

　綾斗はユリスの下へ一足で駆け寄ると、その身体に絡み付いていた鎖を断ち切った。

「おまたせ、ユリス」

「……ギリギリだぞ、綾斗」

　ユリスが安堵の表情で苦笑する。

「封印が完全に解けたのか……？」

　その質問に、綾斗は小さく首を振った。

「いいや。どうやら段階的に解除できるようになっているみたいで、ようやく二段階目ってとこかな。それに別にパワーアップしたわけじゃないしね」

「そうなのか？　いや、だがこの星辰力は……」

「ああ、これは今まで漏れ出ていた星辰力を内に留めておくことができるようになっただけだよ。だから、力自体は以前までの封印解除状態と変わってないんだ。ただ、その分リミットは延びたと思う」

「どれくらい持つ？」

「うーん、そうだな……」

　綾斗は自分の中の力を以前までのそれと照らし合わせ、大体の目安を算出してみる。

「たぶん、一時間以上」

「……」

　ユリスは絶句したようにまじまじと綾斗を見つめた。

「──そうか。では後は頼んでもいいか？　正直、私はもう限界でな」

「了解」

　綾斗はそう答えると、双子へと向き直る。

「そういうわけだから、今度は俺が相手ってことで」

　そんな綾斗を驚愕の表情で見ていた沈雲シエンユンは、大きく息を吐いて言った。

「つくづく君たちには驚かされるね。その力、まさか今まで温存していたというわけではないだろう？」

「まあ、いろいろあってね。どうする？　もう一度時間稼ぎでもしてみるかい？」

「いや、やめておくよ」

　沈雲シエンユンはあっさりとそう言うと、両手に複数の呪じゆ符ふを取り出した。

　沈華シエンフアも無言のまま、真剣な顔でその姿を消す。

「さて、と」

　綾あや斗とは《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を構えながら、冷静に状況を分析した。

　──結果はいうまでもなく、圧倒的に不利なままだ。

　なにしろ綾斗はリミットの時間が増えただけでパワーアップしたわけではないし、怪我が治ったわけでもない。つまり力関係としてはさっきまでとほとんど変わっていないのだ。

　おまけに今回は沈華も含めた二対一。さっきまで沈雲一人に翻ほん弄ろうされていたのだから、状況的にはむしろ悪化しているといえるだろう。

　それでも星辰力の流出が止まったことで、できるようになったことが一つある。

（久々だからな……どこまでやれるかわからないけど）

　綾斗はもう一度目を閉じた。

　ただし今度は自分の内を見るためではなく、周囲へと知覚を広げるためだ。

　知覚を極限まで拡大し、相手の動きや星辰力の流れはもちろん、音や空気、ありとあらゆるその場の情報を俯ふ瞰かん的に把握する。これが《識しき》の境地だ。

　今までは星辰力の流出がノイズとなっていたため上手くできなかったが、今ならば──。

「ふぅ……」

　ゆっくりと開かれた綾斗の目に映る景色は、なにも変わらない。ただ綾斗は自分の知覚が広がっているのを実感していた。範囲内の全てが完璧にイメージできる。

「──よし」

　綾斗は無造作に一歩を踏み出した。

　そのまま歩きながら片手で《黒炉の魔剣》で虚空を薙なぐと、真っ二つになった呪符が現れ、燃え尽きる。綾斗はゆったりとした足取りで歩みを進め、次々と見えない呪符を斬り捨てていく。それはユリスが焼き払い損ねた呪符の残りだったが、今の綾斗には見えないはずのその呪符が、どこにどれだけ仕掛けられているのかほぼ正確に把握できていた。

「まさか……見えているのか？」

　驚愕の表情で沈雲がつぶやく。見えているわけではない。ただ、わかるのだ。

「ならば……！」

　沈雲は両手の呪符を一度に放ち、取り囲む。合計十二枚の爆ばく雷らい符ふによる包囲網。

　しかし綾斗は別段焦るでもなく歩みを進めた。当然のように呪符が起爆し、それに連鎖して次々と爆発が巻き起こる。が、綾あや斗とはその爆発を全てぎりぎりのところで回避していた。爆発の規模も、それをかわすためのルートも、綾あや斗とには完璧にイメージできている。

（──右後方、か）

　綾斗はほんの半歩動いただけで、背後から襲い掛かってきた沈華シエンフアの攻撃をかわす。そのまま目では見えていない沈華の肩を軽く押し、その軸をずらした。

「え……？」

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう奥おう伝でん──“〝逆さか羅ら刹せつ”〟」

　綾斗に誘導された沈華の攻撃は、前方に仕掛けられていた沈華自身の呪じゆ符ふを直撃する。

「きゃああああああっ！」

　容赦なく呪符は爆発し、沈華の体が爆風にもまれて宙に舞う。その衝撃で術が解け、姿を現した沈華の校章を、綾斗はすれ違い様に斬り落とした。



「黎沈華リーシエンフア、校章破損バツジブロークン」



「くっ……！」

　校章が沈華の敗北を告げると、さすがの沈雲シエンユンの顔にも焦りの色が浮かんだ。大きく距離を取り、呪符を構える。

「さすがにこれは予想外の展開だね。だが僕だって奥の手くらいは用意している……！」

　沈雲がそう言って両手を広げると、その袖から大量の呪符が雪崩なだれのようにあふれ出た。

　とても制服の中に収まるような量ではないが、星せい仙せん術じゆつとはそういうものなのだろう。あふれ出た呪符は竜巻のように舞い上がり、そのまま沈雲の頭上で巨大な球を形作っていく。

　あれが全て爆ばく雷らい符ふだとしたら、破壊力はとてつもないものになるだろう。

「僕の手持ちの呪符全てを使って織り上げた爆ばく雷らい球きゆうだ。存分に味わってくれ」

　沈雲はそう言うと、さらにその場で複雑な印いんを結んだ。

　するとその爆雷球が大きくゆらぎ、ぶれるようにしてその数を増やしていく。一つが二つ、二つが四つに──最終的には八つの爆雷球がステージの上空で綾斗を取り囲む。

「もちろんこれは幻影だよ。本物は一つだけ。……まあ、今の君にはお見通しだろうし、かわすこともそれほど難しくはないだろうね」

　そう言って沈雲が腕を振るうと、その巨大な爆雷球が降下を始めた。

「──けれど、これならどうかな？」

　それに気が付いた綾斗は、はっと顔を上げる。沈雲の言うとおり、綾斗はすでにどれが本物でどれが幻影なのか見抜いている。だからこそ、わかった。

（狙いは俺じゃない……ユリスか！）

　そう。爆雷球は綾あや斗との背後で膝をついているユリスを狙っていた。

「くっ……！」

　ユリスもそれに気が付いたのか、立ち上がろうとするものの、すぐにまた膝をついてしまう。爆ばく雷らい球きゆうの速度はむしろ遅いくらいだが、ユリスには幻影を見分ける術がない。しかもすでに限界に近いユリスがそれをかわしきるのは難しいだろう。

「さあ《叢むら雲くも》、どうするつもりだい？　彼女を見捨てる？　いいや、君にそんなことができるはずもない！」

　沈雲シエンユンが満足そうな笑みを浮かべて高らかにそう言った。綾斗がユリスを助けにいくことを確信しているのだろう。それはあの爆雷球に向かって飛び込むということであり、いくら綾斗でもその爆発に巻き込まれればひとたまりもない。

「綾斗！　私は大丈夫だ！　それよりもやつを──」

「君は少し黙っていてくれないか、《華焔の魔女》」

　沈雲は冷たい目でそう言うと、ユリスに向かって印いんを結んだ。

「──っ！」

　稲妻が迸ほとばしり、雷撃がユリスを襲う。

　だが。

「──最後の最後まであなたらしいな、黎沈雲リーシエンユン」

　ユリスの前に立ちふさがった綾斗が、その雷撃を《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》で弾いていた。

「綾斗っ！」

「あははは！　そう、そうでなければね、《叢雲》！　さすがに今からではかわしようもないだろう？　諸共に吹き飛ぶがいいよ！」

　確かに爆雷球はすでに眼前へと迫っている。

「かわす必要なんてないさ」

　綾斗はそうつぶやくと、《黒炉の魔剣》のウルム＝マナダイトへ星辰力を注ぎ込んだ。

　その途端、綾斗の膨大な星辰力を吸った《黒炉の魔剣》の刀身が長く巨大に伸び、黒い文様が嬉々として舞い踊る。一瞬のうちに、その長さは十メートルは超えていた。

　以前、綺凛と竜もどきを退治した時に一度試した流星闘技メテオアーツ。あまりにも星辰力の消費が激しく、結果としてリミットを早めてしまうために試合で使うことはないだろうと思っていたが、今の綾斗ならなんの問題もない。

「なっ……！？」

　綾斗がそれを薙なぎ払うと、ユリス目掛けて落下していた爆雷球は、その幻影たちと共にあっさりと両断された。さらにその衝撃で巻き起こりかけた大爆発を、綾斗は上段から振り下ろす一撃で爆風ごと断ち切る。

「……ば、ばかな……」

　《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》は呆然と立ち尽くす沈雲を掠かすめるようにして、ステージに長く深い斬撃の跡を刻んでいた。しかし綾あや斗とは《黒炉の魔剣》を手放し、無手のまま沈雲との距離を一息で詰める。

「──さすがに少し腹が立ったよ」

　綾あや斗とはそう言って強く拳こぶしを握り締めた。

「え……？」

　そして唖然としている沈雲シエンユンの顔面に、思い切りその拳を叩き込む。

「ぐはぁっ！」

　もんどり打って吹き飛んだ沈雲は、そのままぴくりとも動かない。

「だからまあ、これくらいはね」

　綾斗は倒れ伏した沈雲にそう言うと、小さく息を吐いた。



「黎沈雲リーシエンユン、意識消失アンコンシヤスネス」

「試合終了！　勝者、天あま霧ぎり綾斗＆ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト！」



　嵐のような大歓声と喝かつ采さいがステージに吹き荒れる。実況と解説がなにやら言っているようだが、それもかき消されてしまって聞こえないほどの騒々しさだ。

　綾斗が振り返って視線を向けると、ユリスは少し疲れたような、けれども確かな嬉しさを滲にじませた笑顔で、綾斗に向かってぐっと親指を立てた。









第七章　譲れぬ想い





「おめでとうございます、姫様！」

　控え室に戻った綾斗とユリスを出迎えたのは、フローラの熱烈な歓迎だった。

　体当たりするかのような勢いで抱きついてきたフローラをなんとか受け止め、ユリスが苦笑する。

「ありがとう、フローラ」

「本当にほんっとーにすごかったです！　フローラ、大興奮でした！」

　まさしくその言葉通り頬ほおを紅潮させ、目をキラキラ輝かせながらフローラがぶんぶんと腕を振る。

　さすがに今回は勝利者インタビューから逃れきれず、それでもなんとか当たり障りのない答えでごまかし、ようやく開放されてきたところだ。すでに試合が終わってから結構な時間が経っている。それでもこの興奮状態ということは、よほど感じ入るものがあったのだろう。

「天霧様もすごくかっこよかったです！　どうやったらあんなに強くなれるんですか？　フローラもいつかあんな風になれますか？」

「ええっと……まあ、とりあえず日々の鍛たん錬れんを欠かさないことかな」

「なるほど！　じゃあじゃあ、今度フローラにも稽古をつけてください！」

「う、うん、それはいいけど……」

「やったぁ！　ありがとうございます、天あま霧ぎり様！　フローラ、がんばります！」

　ユリスに続いて綾あや斗とにも抱きついてくるフローラ。

　綺き凛りんとはまた違った小動物感だ。強いて例えるなら元気一杯の小型犬といった感じだろうか。綺凛は頭を撫なでたくなる感じだが、フローラはどちらかというとわしゃわしゃと髪を撫で回したくなるような可愛かわいらしさだ。

「ふふ、相変わらずフローラは元気ですね。安心しました」

　と、部屋の奥ではクローディアがそんな光景をさも楽しそうに眺めていた。

「なんだ、来ていたのか──まあ、確かにフローラ一人ではここには入れんしな」

「ええ、まさかこんなところで彼女に会えるとは思っていませんでしたので少し驚きましたけど」

　クローディアはそう言ってころころと笑う。

「その口ぶりだとクローディアはフローラちゃんと面識があるみたいだね」

「ええ、ユリスの侍じ女じよとして何度か」

「エンフィールド様はいつもとっても優しいです！　今日も美お味いしいお菓子をたくさんくれました！」

「お菓子……？」

　言われてみるとフローラの口元にはチョコらしきものがついているし、テーブルの上には焼き菓子が何種類か広げられていた。

「ああ、これは私からの差し入れです。ようやく仕事も一区切りついて、時間ができたものですから」

「ってことは、もしかしてこれクローディアが？」

「厨房に立ったのは随分と久しぶりなので、味のほうは保障できませんけれど」

　クローディアはそう言うが、見た目は店で売っているようなものと比べてもほとんど遜そん色しよくない──というか、それ以上だ。

「じゃあ、せっかくだからいただこうかな。小腹もすいてるしね」

「はい、ぜひとも」

　チョコでコーティングされたクッキーをつまみ、口に運ぶ。

「──うん、美味しい！」

　普段あまり甘いものを食べることはないので比較はできないけれど、チョコレートはややビターで甘さは控えめ、上品な味だ。風味も香ばしく、かなり綾斗好みの味だと言っていい。

「ふふっ、お口にあったようで良かったです」

　そう言って嬉うれしそうに微笑ほほえむクローディアの頬ほおは、ほんの少しだけ赤く染まっているように見えた。

「それにしてもクローディアは料理もできるんだね。すごいなあ」

　お嬢様なのでこういうことは苦手なのかと思いきや、本当に隙がない。

「まったく相変わらず嫌味なくらい完璧だな、おまえは。なにもかもあっさりこなしおって……一つくらい苦手なものはないのか？」

　ユリスもどこか諦めたような顔でお菓子に手を伸ばす。

「あら、私にだって不得意なものくらいありますよ。ただ、今回はちょっとポイントを稼いでおかないとと思いまして」

「……ポイント？」

　訝いぶかしげに問い返すユリスに、クローディアは人差し指を立てた。

「皆さん、手作り料理でアピールしてらしたのに、私だけ出遅れるわけにはいかないでしょう？」

「ぶふっ!?」

　その言葉にユリスは思い切りむせこんだ。

「べ、別にあれはアピールとかそういうものではない……！　てゆーかそもそもなんでおまえがそれを知っているのだ！」

「うふふ、なぜでしょうね。──まあ、それはさておき」

　クローディアはそんなユリスを軽くいなすと、ふいに真剣な表情になって向き直った。

「お二人とも、準決勝進出おめでとうございます。星せい導どう館かん学がく園えんの代表として、喜びと感謝を申し上げます」

　そう言って、深々と頭を下げる。

「いや、別に感謝されるようなことじゃ……」

「その通りだ。結局のところ、私は自分の願いを叶かなえるために闘っているにすぎんのだからな」

「それはもちろんそうでしょう。しかし今シーズンの総合成績構想からすると、我が星導館は現時点で想定以上のポイントを得ることができています。なにしろあなた方は数年ぶりのベスト四ですからね。本当に助かっているのですよ」

「まあ、おまえから素直に褒められるのは悪い気はせんが……。そういえば、そのもう一組のほうにも顔を出してきたのか？」

「ええ、あちらの試合のほうが早かったですからね。こちらに寄る前にご挨拶してきましたよ」

　もう一組とは言うまでもなく紗さ夜やと綺き凛りんのことだ。

「せっかくですからご一緒しませんかとお誘いしたのですけれど……明日の試合に備えるそうです」

「ほほう、さすがに気合が入っているようだな」

「そりゃ因縁の相手だからね……」

　紗さ夜やと綺き凛りんの次の相手は、いよいよアルルカントの自律型擬形体パペツトだ。紗夜にとってはこの《鳳凰星武祭フエニクス》へ出場するきっかけとなった相手であり、彼らは試合ごとにその圧倒的な力を見せ付けていた。

　あの二人がどう立ち向かうのか、綾あや斗とも興味がある。

「ここまできたら、ぜひ星せい導どう館かん同士で優勝を争ってもらいたいものですね」

　クローディアの言葉に、ユリスが力強くうなずく。

「無論、こちらはそのつもりだ。おそらく──あいつらもな」



　　　　＊



「ようやくベスト四が出で揃そろったようだね」

　執しつ務む室の椅子に腰を下ろし、《星武祭フエスタ》運営委員会委員長マディアス・メサは大きく息を吐いた。

「ええ、今年の《鳳凰星武祭》は前評判こそ振るわなかったものの、蓋を開けてみれば見事な盛り上がりとなりました。アルルカントの代理出場をお認めになったご決断は大正解でしたな。さすがは委員長、大したお手並みです」

「大成功と言うにはまだ少し気が早いな。準決勝と決勝で評価がひっくり返る可能性だってある」

「いえいえ、すでに現時点で興行収益・観客動員数共に前回の《鳳凰星武祭》を上回っております。ここから評価が変わることなど……」

「先のことはわからないよ。だからこそ面白いんじゃないか」

　あからさまな世辞と媚を振りまいてくる年上の部下にそう言うと、マディアスは机の端末を操作して複数の空間ウィンドウを開いた。

　それぞれの空間ウィンドウには今回の《鳳凰星武祭》で準決勝まで勝ちあがってきた八人の選手のデータが映し出されている。

　アルルカント・アカデミーから一組、聖せいガラードワース学がく園えんから一組、そして星導館学園から二組。

「どうだね、君はどこが優勝すると思う？」

「は……？　いや、私は運営委員ですから、おいそれとそういった私見を口にするわけには……」

「ははっ、硬いな君も。いいさ、私が許可する。これも業務の一環だと思ってくれ」

「はぁ……」

　マディアスに促うながされ、部下は不安そうな顔をしながらも並んだ空間ウィンドウに映し出された顔ぶれを見つめた。

「そうですな……正直、星せい導どう館かんから二組も残るとは思いませんでした。いくら《鳳凰星武祭フエニクス》を得意としているとはいえ、ここ数年の低迷振りは目を覆おおいたくなるような有様でしたから」

「うん、その分彼らには勢いのようなものがあるね。ではこのどちらかが優勝かな？」

「いえ、確かにどちらのペアも優秀ではありますが、不安定要素が大きすぎます。優勝は無理でしょうな」

　部下はあっさりとそう言った。

　マディアスの目から見ても、この部下は無能ではない。というよりも、無能な人間が統とう合ごう企き業ぎよう財ざい体たいの基幹部門に存在するはずがないのだが、それを差し引いても有能な男だと思っている。

　長年《星武祭フエスタ》の運営に関わり、多くの選手たちを見てきたその見識は十分に信頼できるものだ。

「なるほど。ではガラードワースの彼らはどうだい？」

「うーん……十一位の彼は良い《魔術師ダンテ》だと思いますが、組み合わせがちと悪いかと。能力の相性というものは大きいですからな。余程のことがない限り、ここまででしょう」

「ということは──君の見立てでは、優勝はアルルカントの擬形体パペツトたちということになるのかな？」

　マディアスの言葉に、部下は丁寧にうなずいた。

「はい。彼らのスペックは大変素晴らしいものがあります。ここまでの試合を見ても、ほぼ全てで圧勝。文句の付けようもありません。妥だ当とうに判断するならば、優勝は彼らで間違いないでしょうな。ただ……」

「ただ？」

　部下はその瞳に一瞬探るような色を滲にじませて言った。

「いえ、果たしてそれが今後の《星武祭》にどのような影響を与えるかを考えると、あまり喜ばしいことではないのかもしれないと……」

「ほう」

「ああ、いや、これは私ごときが口を出していいようなことではありませんでした。申し訳ございません」

　部下はいそいそと頭を下げる。

「いいや、そんなことはないよ。大変貴重な意見だ。確かに特例措置で出てきた人形が優勝をかっさらっていったら、面白くない者も多いだろうからね。それに今は彼らを応援しているファンも、優勝となると少々勝ちすぎと感じるかもしれない」

　今回の特例措置はアルルカントが直接マディアスにねじ込んできたものだ。つまりこの一件で判断をミスれば、それは即マディアスの責任問題となる。

「──だがまあ、そうなったらそうなったで仕方のないことだよ。我々はあくまで彼らに適正な場を提供しているだけにすぎないのだからね」

「……そうですな」

　部下は恭しくそう言うと、さも今思いついたといった顔でマディアスに言った。

「ところで……委員長はどこが優勝するとお考えで？」

「私かい？　うーん、そうだな……」

　マディアスも先ほどの部下と同じように、八つの空間ウィンドウを見比べる。

「──アルルカント、だね」

「おお、やはりそうなりましたか」

「純粋に戦闘能力を比較すればこの結論になるのは否めないところだよ。十中八九今回の《鳳凰星武祭フエニクス》は彼らが制することになるだろうね。……っと、そろそろ時間かな」

　マディアスはそこまで言うと、時計を確認した。

「ああ、確かにフラウエンロープとの連絡会議のお時間ですな。これは無駄話をして貴重なお時間を取らせてしまいました」

「いやなに、私から頼んだのだから気にしないでくれたまえ」

　マディアスが軽く手を挙げると、部下は一礼してから執しつ務む室を去っていった。

　それを見送ったマディアスは、ため息を一つ付いてから空間ウィンドウを一つ一つ消していく。

　ガラードワースの二人が消え、紗さ夜やと綺き凛りんが消え、アルルカントの人形が消え──ユリスが消えた。

　残るは天あま霧ぎり綾あや斗との映し出された空間ウィンドウのみ。

　そこでマディアスの手がぴたりと止まった。

「──遥はるかの弟、か」

　ぼそりとつぶやいたマディアスの顔に、楽しそうな笑みが浮かぶ。

「うん、そうだな……先のことはわからない。だからこそ面白い。その通りだ」



　　　　＊



　──《鳳凰星武祭》、十四日目。シリウスドーム、控え室。

「それじゃ──そろそろいきましょうか」

　綺き凛りんがそう声を掛けると紗さ夜やは手元に落としていた視線を上げ、いつものように無表情でうなずいた。

「？　それ、なんですか？」

　紗夜はなにやら古い紙切れを見ていたようだ。

「……これは私のお守り」

　紗夜がそう言って広げてみせてくれたそれは、手作り感溢れる手書きのチケットだった。子どもの手によるものなのだろう、可愛かわいいらしい文字で大きく『願い事チケット』と書かれている。

「なんでも願い事が叶かなう、魔法のチケット」

「わぁ……素敵ですね」

　おそらくは紗夜にとって大切な思い出の品なのだろう。そのチケットを扱う手つきからも、それがひしひしと感じられる。

「あ、じゃあもしかして今日の勝利をお願いしてたのですか？」

　しかし紗夜はぷるぷると首を振った。

「違う。これはあくまでお守り。今日の勝利は、あくまで私たちの力で掴つかむもの」

「……そうですね。失礼しました」

　紗夜の言葉は至極ごもっともだ。なにかに頼るような甘い考えでは、この先を勝ち抜くことはできない。

　綺凛がそう思って気合を入れなおしていると、チケットを懐ふところへしまった紗夜がゆっくりと綺凛に向き直る。

「……綺凛」

「あ、はい。なんでしょう？」

　素直にそう問い返すと、紗夜は唐突に頭を下げた。

「──ありがとう」

「ええっ!?　な、なんですか、急に！」

「ここまでこられたのは、綺凛の力があってこそ。感謝する」

「そ、そんな、やめてください……！」

　突然の出来事に、あわあわと綺凛が両手を振る。

「……私はどうしてもここに辿たどり着つきたかった」

　紗夜はそう言って、ぎゅっと拳を握り締めた。

「アルルカントの自律型擬形体パペツトを倒すため、ですよね？」

　紗夜が《鳳凰星武祭フエニクス》に出場することになった経緯は綺凛も聞いている。アルルカントの学生に紗夜の父親が作った銃が侮ぶ辱じよくされ、それを撤てつ回かいさせるためだとか。

　けれど、確かに少しばかり不思議に思わないでもなかった。

　紗さ夜やにとってそれがとても大事なことだったのはわかるが、それにしてもそのためだけに《鳳凰星武祭フエニクス》に出場するというのは、やや度がすぎているようにも思える。

　するとそれを察したのか、紗夜は小さく苦笑した。

「……綺き凛りんには教えておこう。私のお父さんは、勤めていた研究所の事故で身体の大部分を失っている」

「え……？」

　あまりにもあっさり言うので、綺凛は一瞬その意味がよく理解できなかった。

「幸いにも脳は無事だったので、今は補償金で家に工房を作ってその中ちゆう枢すうユニットと連結している。本人的には慣れてしまえば生身の頃より精密な作業がこなせるようになったので、満足らしい」

「……」

　綺凛はなにを言ったらいいのかわからず、ただ困ったように俯うつむくしかできない。

「気にしないでいい。お父さんは今のほうが自由に好きなことを研究できるようになってよかったと言ってるし、もう私も割り切ってる」

「好きなことって……」

「──私のための銃を作ること」

　紗夜はそう言って、腰のホルダーに収めてある煌式武装ルークスの起動体を撫なでた。

「……紗夜さんのための？」

「そう。だからある意味でカミラ・パレートが言っていたことは当たっている。この力は多くの『誰か』ではなく、『私』というただ一人に向けて作られたものだから」

　そこで息を吐くと、紗夜は一度目をつむり──ゆっくりと開く。

「ただ、それでも──だからこそ、それを否定することを私は許さない」

　そう言う紗夜の瞳には、強く固い意志が煌きらめいていた。

　それは決して曲げることのない信念だ。

「……あ、そうだ。お父さんのこと、綾あや斗とには内緒で頼む」

「どうしてですか？」

「綾斗は優しいから、きっと気を使わせてしまう。この大会が終わったら話すつもり」

「……わかりました」

　紗夜がそう決めたのであれば、綺凛が口を挟むようなことではないだろう。

　そう思いながらも、綺凛は密かに苦笑した。その気遣いが、いかにも紗夜らしい。

「いっぱい喋しやべったから疲れた……行こう」

　紗夜は小さく息を吐くと、控え室を出る。

「あ、はいっ」

　綺凛も千せん羽ば切きりを腰に差し、慌ててその背中を追いかけた。

　ステージへと続く通路は長く、薄暗い。

　そういえばシリウスドームで試合をするのはこれが初めてだ。他の大型ステージとなにが違うというわけでもないのだが、やはりアスタリスクのメインステージで試合をするというのは少し特別な気がする。

　──と、通路の少し先、入場ゲートの近くに人影が二つ見えた。

　紗さ夜やもそれに気が付いたのか、わずかに歩調が鈍る。

　距離が近づくにつれ段々とわかってきたが、どうやら女性のようだ。

（アルルカントの制服……ということは、もしかしてこの人たちが──）

「やぁやぁ、お嬢ちゃん。お久しぶりー」

　その一人、髪をポニーテールにくくった女性──エルネスタ・キューネが妙に明るく話しかけてくる。

「……用件は？」

「ありゃ、素っ気無いなあ。これから闘う者同士とはいえ、別に親交を深めちゃいけないってわけでもないっしょ。別に八百長しようってんじゃないんだしさ」

「闘うのは擬形体パペツトであって、おまえたちじゃない」

「んーまあそりゃそうなんだけど……」

　紗夜は取り付く島もないといった感じだ。

　綺き凛りんとしてもどうしたらいいかわからず、おろおろとそのやりとりを眺めることしかできない。

「たださ、うちのカミラがどうしても試合前にお嬢ちゃんに言っておきたいことがあるっていうからさ」

　その言葉を受けて、今までエルネスタの背後に立っていた褐色の女性──カミラ・パレートが一歩前に出る。

「久しぶりだね、沙さ々さ宮みや紗夜。なに、わたしも少し誤解をしていたようなので、決着を付ける前に一応言っておこうと思ってね」

「誤解？」

「ああ、キミの試合を見ていてわかった。キミの使う煌式武装ルークスは単体で見ればどれも欠けつ陥かん品ひんだ。しかしキミがそれを使うことによって──つまりはキミ自身を含めて一つの武器として見た場合、強力無比であると言わざるを得ないだろう」

　その言葉に紗夜は驚いたようにカミラを見た。

「じゃあ──」

「だが、先日の言葉を撤てつ回かいする気はない。キミ自身を武器に含めたとするならば、むしろより有機的な不安定さが増すことを意味する。それはやはり実戦的ではない。そして私の──《獅子派フエロヴイアス》の信念と矜きよう持じにかけて、偏った力を個人へと傾けい倒とうさせるその歪いびつさは許容できない」

　口を開きかけた紗さ夜やに先んじて、カミラが断言する。

「……なら、おまえたちの人形に勝って認めさせる」

「不可能だ。万が一……ありえない話だが、仮にアルディとリムシィがキミたちに負けたとしても、私がそれを認めることはない」

　その言葉に、紗夜が怒りに満ちた目でカミラを見み据すえた。

「……ただ、その時は先日の言葉を撤てつ回かいしよう。アルディとリムシィの武装には私と《獅子派フエロヴイアス》が積み上げてきた技術を全て注ぎ込んである。彼らを打ち破ったとするならば、さすがに実戦的ではないとは言えないからね」

　カミラはそれだけ言うと、くるりと紗夜に背を向けて去っていった。

「あ、ちょ、自分の用件が済んだら即撤収とかひどくない？　あたしだってその子の武装には興味があるからいろいろ聞きたかったのに……って、あーもう待ってよー！　カミラってばー」

　その後ろをエルネスタがぴょこぴょこと飛び跳ねるように追いかけていく。

　しかしエルネスタはふいに足を止めると、振り返って声を張り上げた。

「それじゃあ、うちの子たちをよろしく頼んだよぉー！　楽しんでねー！」

　子どものように大きく両手を振ると、今度こそ早足で通路の奥へと消える。

「……」

　紗夜はしばらくの間、じっとその方向を見ていたが、やがて入場ゲートへと足を向けた。

「行こう、綺き凛りん」

「はい」

　光と歓声が渦巻くステージへ、足を開ける。

「──絶対に勝つ」

「はいっ！」



　　　　＊



『はいはーい、皆様お待たせいたしました！　シリウスドームの実況担当は毎度おなじみ梁やな瀬せミーコ、解説はチャムさんでーす！』

『どもーッス』

『えー、そういうわけでして《鳳凰星武祭フエニクス》もいよいよ準決勝！　その第一試合は星せい導どう館かん学がく園えんの沙さ々さ宮みや紗夜・刀とう藤どう綺凛ペアと、今大会限定の特例によって代理出場となっているアルルカント・アカデミーのアルディ・リムシィペアの激突です！　いやいや、楽しみですねぇ！』

『なにしろこの試合、事実上の決勝戦ではないかといわれているくらいッスからねー』

『え？　そうなんですか？』

『もう一つのほうはどちらのペアもかなりの激戦を潜くぐり抜ぬけてきてるので、疲労やダメージも結構たまってるはずッス。その点、こちらのペアはここまでほとんど無傷で勝ち上がってきたッスから』

『あー、なるほどなるほどぉ。確かにどちらのペアもほとんどの試合が瞬殺といっていいほどの短時間ですもんね。それでも沙さ々さ宮みや・刀とう藤どうペアは先の準々決勝でそれなりに苦戦したようですが、アルディ・リムシィペアのほうはここまで全試合、ほぼ一分で決着しています！』

『それもあの「一分間は手を出さない」という宣言を全ての試合でやってのけた上での話ッスからねー。今日の見所としては、沙々宮・刀藤ペアがアルディ選手の絶対防壁を破れるかがまず一つ目の焦点になるかと思うッス』

　──絶対防壁。

　それはアルディが展開する光の壁のことだ。いつのまにかネットでそのような呼称が広まり、今ではすっかり定着してしまった。紗さ夜やの見立てではステージなどで使われている防御障しよう壁へきを小型化したものらしいが、今のところそれを突破してアルディに攻撃を届かせた者は一人もいない。

　すると今回もそのアルディが大声を張り上げた。

「聞くがよい！　今回も貴き君くんらには一分の猶ゆう予よをくれてやろう。我わが輩はいたちはその間、決して貴君らに攻撃を行うことはない。存分に仕掛けてくるがよい！」

　自信満々に言い放つその姿は、どこかしら人間以上に人間らしく見えなくもない。

「……ふん」

　紗夜はそんなアルディを一いち瞥べつしただけで、すぐに綺き凛りんへと向き直る。

「綺凛、そっちは任せた」

「はい」

「──目に物見せてやれ」

　紗夜の言葉に軽くうなずくと、綺凛はそのアルディに視線を向けながら鯉こい口ぐちを切った。

　戦闘に備え、意識を切り替える。



「《鳳凰星武祭フエニクス》準決勝第一試合、試合開始バトルスタート！」



　試合開始が宣言されても、アルディとリムシィは動く気配がない。

　特にアルディは腕組みをしたまま、堂々たる仁に王おう立だち。とても試合に臨む姿とは思えなかった。傲ごう岸がん不ふ遜そんを絵に描いたような態度だ。

「刀とう藤どう綺き凛りん、参ります」

　綺凛は千せん羽ば切きりを正せい眼がんに構えると、そんなアルディの巨体と真っ向から対たい峙じする。

「ふむ、刀藤綺凛か。貴き君くんがくるとは思わなかったぞ」

　するとさも意外そうな声でアルディが言った。

「……なにがでしょう？」

「なに、予測では我わが輩はいの相手は沙さ々さ宮みや紗さ夜やであったのでな。少々驚いている」

「それは……わたしではあなたの相手として、不足だと？」

「我輩の防御障しよう壁へきを突破しようとするならば、高火力の煌式武装ルークスを持つ沙々宮紗夜が相手をするのが妥だ当とうであろう」

「……」

「確かに貴君はこの《鳳凰星武祭フエニクス》出場者の中でも一、二を争うほど高い身体能力と錬度の持ち主だ。データがそう証明している。だが貴君の武器は煌こう式しき武ぶ装そうですらない、ただの日本刀にすぎない。純星煌式武装オーガルクスならばともかく、それでは到とう底てい我輩の防御障壁を抜くことはできまいよ」

　アルディは遥はるか頭上から綺凛を見下ろし、やれやれとばかりに肩を竦すくめる。

「悪いことは言わんが、今からでも沙々宮紗夜と交代するか、そうでなければ二人がかりで……」

「──なら、試してみますか？」

　アルディの言葉を遮って、綺凛が小さく言った。

「うぬ？」

「わたしとこの千羽切があなたに及ばないかどうか、その身でもって確かめてみてください」

「……よかろう。そこまで言うのであれば、やってみるがよい。今から一分間、貴君がなにをどうするか、楽しみだ」

　アルディがうなずいた瞬間、閃せん光こうのような斬撃が走る。

　袈け裟さ懸がけに斬りつけたその一撃はそれこそ神速と呼ぶに相応ふさわしい疾はやさだったが、しかし切っ先がアルディのボディへ届く寸前で、忽こつ然ぜんと出現した光の壁に撥はね退けられてしまった。

　それでも綺凛は構うことなく、二撃目、三撃目と斬撃を繋つなげていく。

「ほう……これは素晴らしい速度であるな。人の身でこれほどの領域に達するとは、我輩も感かん服ぷくだ」

　アルディは腕組みをしたまま、微動だにしない。

　それなのに、綺凛の攻撃は全て光の壁に弾はじき返かえされてしまう。

「だが、無駄である。いくら貴君が速くとも、人間である以上反応速度で我輩を超えることはできない。つまり貴き君くんの攻撃が我わが輩はいに届くことはないのだ」

　きっぱりと断言するアルディに、綺き凛りんは一度刀を引いて呼吸を整えた。

「……なるほど、よくわかりました。もう十分です」

　そう言った綺凛は千せん羽ば切きりを八はつ双そうに構え直し、再び斬撃を繰り出す。

「無駄だと言っているのが……」

　──しかし。

「うん……っ？」

　その一撃は光の壁をすり抜けるように回り込み、硬い金属音を立ててアルディの腕へ真一文字の傷を刻んでいた。

『お、おおーっと、これはすごい！　ついに、ついについに、この大会で初めてアルディ選手が攻撃を受けました！　刀とう藤どう選手、まさかあの難なん攻こう不ふ落らくの絶対防壁を日本刀一本で攻略したというのでしょうか！』

　興奮した実況の声と、大いに盛り上がる観客席。

　それとは対照的に、アルディは唖あ然ぜんとした様子で自分の左手の傷を見つめている。

「馬鹿な……有り得ないのである。一体どうやって……」

「まだ時間は残ってますね。でしたら、先ほどの宣言を取り消してください。そして真っ当に勝負しましょう」

「……それはどういう意味であるか？」

「わたしたちを馬鹿にしないでください、ということです」

　そう言い放った綺凛に、アルディは苦々しそうに口を噤つぐんだ。

　と、間髪入れずに綺凛が斬撃を放つ。

　それを防ごうと光の壁が出現するが、またしても綺凛の刃はそれを掻かい潜くぐってアルディの脇腹に鋭い傷を穿うがっていた。

「ぐぬっ……！」

「まぐれではありません。──もし最後までそれを続けるつもりなら、次で終わらせます」

　綺凛はそう言うと、千羽切をアルディに突きつける。

「……」

　アルディは無言。

　綺凛は小さく息を吐くと、三度千羽切を閃ひらめかせた。

　が、それよりも一歩早くアルディが起動させたハンマー型の煌式武装ルークスが、綺凛を襲う。

「──っ！」

　綺凛はとっさに刀を引いてその一撃をかわすと、大きく後ろに跳んで距離を取った。

『そ、そしてそして！　なんとアルディ選手から攻撃を仕掛けたぁー！　時間はアルディ選手の宣言から五十六秒！　まだ一分は経過しておりません！』

　アルディはハンマーをぐるりと回転させると、その石いし突づきを地面へと付きたてる。

「……お見事！　この一件に関しては我わが輩はいの完敗である。あの宣言は取り消させてもらおう！」

　堂々と、そして思いのほかあっさりとアルディは自分の言葉を撤てつ回かいした。

「どうやら我輩は少しばかり増ぞう長ちようしていたらしい。まだまだ未熟者であると痛感した。ついては──もしよければ、先ほどの技がいかなるものかご教授願いたい」

　言葉とは裏腹に、アルディの態度はまだまだ大きい。

　とはいえ、どうやら本心から言っているのも事実らしい。

　綺き凛りんは構えを取りながらも、ゆっくりと口を開いた。

「それはあなたが機械であるから、です」

「……どういう意味であるか？」

　理解しがたいと言った風に首を傾かしげるアルディ。

「あなたはわたしのデータと動作から攻撃を予測し、それに基づいて防御障しよう壁へきを展開していた。そうではありませんか？」

「うむ、まさしくその通りである」

　それのどこが悪いのかとでも言いたそうな声だ。

「刀とう藤どう流りゆうには呼吸や視線、間合いの変化や筋肉の動き、そういったもの全てで相手を誘導する技があり、常に駆け引きを行っています。ところがあなたは優秀な機械であるがために、それらを全て察し、必要以上に万全の答えを導き出してしまう。なら、わたしは最後にそこから少しだけズラしてあげればいいだけです」

「我輩は誘導されていた、と？」

　アルディが愕がく然ぜんとつぶやく。

「これが熟練の剣士同士の闘いならば、一瞬の間に多種多様な読み合いが繰り広げられます。例えば先ほどの攻撃も、相手が綾あや斗と先輩だとしたら一太刀も届かなかったでしょう。かなりわざとらしく誘導しましたから。ですがあなたは機械であるが故、わたしの動きに単純に反応してしまう」

　綺凛はそこで区切ると、ばっさりと切り捨てた。

「──ようは、あなたには致命的に戦闘経験が足りないのです」



　　　　＊



　一方、紗さ夜やはそんな綺凛とアルディのやり取りを満足そうに見つめていた。

「……さすがは綺凛」

　そう言って、うんうんとうなずく。

「──解げせませんね」

　そんな紗さ夜やと対たい峙じするリムシィは、訝いぶかしげに眉を寄せていた。

「うん？　なにが？」

「あなたがこの一分間、なにも仕掛けてこなかったことがです」

　そう。リムシィの言葉通り、紗夜は煌式武装ルークスを展開することもなく、ただ綺き凛りんとアルディのやり取りを眺めていただけだった。

「あの愚ぐ図ず愚鈍な木で偶くの坊が自滅するのは自業自得というものです。とはいえ、せっかくのアドバンテージを無駄にするとは、むしろあなたがたのほうが私たちを馬鹿にしているのではありませんか？　だとしたら、すこぶる不愉快ですね」

　リムシィはそう言うと両手に巨大な銃型煌式武装を展開させ、照準を紗夜へと定める。

「……不愉快？　私はただ、本気のおまえたちと闘いたかっただけ」

　紗夜はそれでも焦ることなく、ようやく煌式武装の起動体を取り出した。

「──でないと、私には意味がない」

　その直後、嵐のような光弾の雨が降り注ぐ。

　紗夜はその寸前で身を翻してそれをかわすと、空中で煌式武装を起動させた。

「四十一式煌型粒子双砲ツインブラスターヴァルデンホルト」

　誰にでもなく、ぼそりとつぶやく。

　父が自分のために作ってくれた武器の名を呼ぶこと。

　それは紗夜が紗夜自身に定めたルールの一つだ。

　巨大なバックユニットを備えた大型の煌式武装が顕現し、それに応じて紗夜の髪飾りが簡易照準モニターを展開させる。腕全体を覆おおうような砲身は、左右に一門ずつ。

　着地と同時にそのマナダイトへ星辰力プラーナを注ぎ込み、間髪いれずに襲い掛かってきた光弾をよけながら、紗夜はそのトリガーを引き絞った。

「──《バースト》」

　銃口の前に青白い光が集約し、膨張。

　次の瞬間、甲高い発射音と共に巨大な光弾が二つ、大気を切り裂くかのような速度で射出される。

「っ──！」

　かろうじてその一つをかわしたリムシィも、二つ目の光弾をよけることはできない。

　会場が崩れ落ちるのではないかと思うような巨大な爆発音が響き渡り、リムシィの身体が反対側の壁まで吹き飛ばされる。防御壁がなかったならば、それこそ壁を突き破って場外にまでいっていたかもしれない。

　そう思わせるほどの圧倒的な破壊力だった。

「そんなわけで、こっちも準備ＯＫ」



















　もうもうと土つち煙けむりが舞い上がるそこへ向けて、紗さ夜やがつぶやく。

「──本気でこい」

　それに応じるように、土煙の中で赤い双そう眸ぼうが輝いた。









エピローグ





　燦さん々さんと日の光が差し込むその部屋は、洗練された調ちよう度ど品ひんが完璧な秩序をもって配されていた。風にそよぐクラシックなデザインのカーテン、藍あいとベージュを基調とした落ち着いた色合いの絨じゆう毯たん、精せい緻ちな飾り彫りが施ほどこされた黒こく檀たんの執しつ務む机、さらにはその隅に置かれた金作りのペン立てに至るまで、そこに存在する全てのものが妥だ協きようなく一つの調和した空間を作り上げている。

　決して華美に過ぎず、それでいて優雅で瀟しよう洒しやな小世界。

　その世界の中心で、一人の青年がさも楽しそうに微笑ほほえんでいた。

　驚くほどに整った顔立ちと癖のない淡い金髪は、一見すると青年も調度品の一つではないかと錯覚してしまいそうなほどだ。

　けれど実際にその青年を目の当たりにすれば、そんな印象は吹き飛ぶだろう。その闊かつ達たつな気性、華やかで力強い存在感──なにより少しでも見る目がある者ならば、その柔らかな笑顔の奥に鋭利な刃が潜ひそんでいることに気が付くはずだ。

　無論、そうでなければ聖せいガラードワース学がく園えんの生徒会長など務まるわけがないし、あの《聖剣》から選ばれようはずもない。

　……ましてや、序列一位を維持することなど。

「随分と楽しそうですわね、アーネスト」

　聖ガラードワース学園生徒会副会長レティシア・ブランシャールは、そう言いながら開け放たれていたドアを申し訳程度にノックした。

「ああ、レティシア。来ていたのか」

　青年──聖ガラードワース学園生徒会長アーネスト・フェアクロフは顔を上げ、涼やかな笑みをレティシアに向ける。

　どうやら手元で開いた空間ウィンドウを見ていたらしい。

「あら、もしかして準決勝をご覧になってましたの？」

「いや、見ていたのは昨日の準々決勝だよ」

「準々決勝……？」

　その答えに、レティシアの眉がきゅっと寄る。

　アーネストよりも色の濃い黄金の巻き髪をばさりと掻かき揚げ、レティシアはその空間ウィンドウを覗のぞき込こんだ。

　そこには確かに昨日行われた《鳳凰星武祭フエニクス》準々決勝の試合の様子が流れていた。星せい導どう館かんと界龍ジエロンの選手による激闘はかなりの評判になっていたし、彼らの次の相手は同じ銀翼騎士団ライフローデスの仲間だ。気になるのもおかしくはない。

　おかしくはないのだが、レティシアにはそれが少し気に入らなかった。

「……それほどその少年が気になって？」

「ふふ、まあね」

　レティシアの指摘に、アーネストは素直にうなずいた。

「まったく……彼女といい貴方あなたといい、どうしてそこまでこの子に拘こだわるのかしら。理解できませんわ」

「おやおや、《聖女》の呼び名も高いキミがそんな顔をするものではないよ」

　ぷくっと頬ほおを膨らませたレティシアを諌いさめるようにアーネストが笑う。

「キミはミス・エンフィールドのこととなると本当に子どもっぽくなるね」

「なっ……!?　そ、そんなことありませんわ！　ぜんっぜん、そんなことありませんわ！」

　顔を真っ赤にして否定するレティシアを横目に、アーネストは再び視線をその手元へ落とした。

「それにしても──やはり彼は素晴らしい。太刀筋に理念があって、純粋で凜りんとしている。ぜひとも一人の剣士として剣を交えてみたいものだね」

「アーネスト。貴方、またそんな無む茶ちやを……」

「わかっているよ。でも、言うだけなら問題はないだろう？」

　アーネストは苦笑を浮かべて肩を竦すくめた。



















　《聖剣》に選ばれるということは、そういうことだ。

　常に高潔であり、私心を捨て、全ての行動において秩序と正義の代行者たらなければならない。

　──それこそが《白濾の魔剣レイ＝グレムス》が求める代償。

　少しでもそこに陰りが見えれば、《聖剣》の異名を持つこの純星煌式武装オーガルクスは容赦なく使い手を見捨てるだろう。そしてそれは《聖騎士ペンドラゴン》の二つ名と資格を失うということでもあった。

　そんなことは到とう底てい認められるものではない。レティシアだけではなく、他の正騎士たちも、同じだろう。

　今のガラードワースには彼の力が必要なのだ。

「ま、ご安心なさいな。一対一は無理でも、剣を交えるだけなら遠からず叶かなうはずですわ。──来年の《獅鷲星武祭グリプス》で、ね」

　レティシアはそう言って不敵に微笑ほほえむ。

「あの少年は間違いなく彼女のチームで出場してくるはず。そうすればどこかで私たちのチームとぶつかることもありましょう。貴方あなたはそこで存分に闘ってくださいまし。そして──もちろん勝利を掴つかむのは私たちですわ！」

　ぐぐっと拳を握り締めるレティシア。

「やれやれ……キミはどうしてもミス・エンフィールドに勝ちたいみたいだね」

「……それは認めますわ。わたくし、なにがあっても彼女にだけは負けるわけにはいきませんの」

　そうだ。彼女──クローディア・エンフィールドにだけは負けられない。今度こそ勝ってみせる。

　聖せいガラードワース学がく園えん序列二位、《光翼の魔女グロリアーラ》の誇りにかけて。

「前回の《獅鷲星武祭》では満足できなかったのかい？　あれだって勝利には違いないだろう？」

「確かにチームとしては勝ちましたわ……でも、でも！」

　レティシアは二年前のその光景を思い出し、奥歯を噛かみ締しめた。

　あの試合ではチームとしての勝利は収めたものの、レティシアの校章はクローディアの剣──あの忌々しい《パン＝ドラ》によって断ち切られたのだ。

「あの屈辱、決して忘れませんわ……！」

　もちろんクローディアに負けるわけにいかない理由はそれだけではない。

　ただ、負けっぱなしというのは、レティシアのプライドが許さないのだ。

「ふむ……」

　アーネストは空間ウィンドウを閉じると、笑みを消して考え込む。

「ただね、彼が気になるのはそれだけじゃないんだ」

「……他にもなにかありますの？」

「どうやらディルク・エーベルヴァインが彼と接触したらしい」

「《悪辣の王タイラント》が？」

　レティシアは露骨に顔を顰しかめた。

　ガラードワースとレヴォルフはただでさえ折り合いが悪いが、悪名高いその生徒会長はレティシアたちにとって不ふ倶ぐ戴たい天てんの仇きゆう敵てきといってもいい相手だ。

「彼と関係しているかはわからないが、《猫》を動かしたという報告もある」

「それは……穏やかじゃありませんわね」

　レヴォルフの諜ちよう報ほう工作員が動いているとなれば、ただごとではすまないだろう。

　それが表沙汰になるならないは別として、だが。

「なにごともなければいいんだけれどね……」

　アーネストはそう言って、憂いを帯びた瞳を窓の外へと向けた。



　　　　＊



『──こ、これもまたすごい！　沙さ々さ宮みや選手の一撃が見事にリムシィ選手へとクリーンヒットー！　もちろんリムシィ選手が攻撃を受けるのも今大会初めてのことです！　難なん攻こう不ふ落らくだったアルルカントのペアが、ここにきてついに崩れるのでしょうか！』

　高こう揚ようした実況の声と、それ以上に熱狂した観客の大歓声がステージを包む。

　その観客席の片隅で、御多分に洩もれずフローラも興奮した面持ちで手に汗を握って応援していた。

「沙々宮様も刀とう藤どう様もすごいですー！」

　純粋な敬意と賞賛、そしていつか自分もあんな風になれたらという思いがフローラの胸で綯ない交まぜとなり、ぶんぶんと手を振る。

　しかし昂たかぶった観客は次々と立ち上がり、いつのまにか客席は総立ち状態。

　背の低いフローラは埋もれるようになりながらも、なんとか視界を確保しようと椅子の上に立ってぴょこぴょこと飛び跳ねていたのだが──

「……おい」

　深く暗い声が、ふいにフローラのすぐ後ろから響いた。

「え……？」

　フローラが振り向こうとしたその矢先、その首筋に鋭い衝撃が走る。



　熱狂に支配された周囲の観客は、その少女の姿が忽こつ然ぜんと消きえ失うせたことに誰一人として気がつかなかった。









あとがき





　こんにちは、三み屋や咲ざきゆうです。

『学戦都市アスタリスク』、第四巻をお届けいたします。



　てゆーか、ちゃんと届いてますよね……？

　いや、実は今回の作業中、謎の歯痛による妨害でスケジュールが狂いに狂いまくってしまいまして。特に夜になると症状が悪化し、痛みで満足に眠れない状態が続きました。歯医者に駆け込んだはいいものの、レントゲンを撮っても虫歯は発見できず、知覚過敏やらなにやらで出された薬はほとんど効果なし。

　結局は歯髄炎ということが判明して無事治療していただけたのですが、とにかくいろいろと大変でした。いくら麻酔をかけてもらっていたとはいえ、歯医者で治療中に寝たのは人生初めてです。睡眠不足ってすごい。

　そんなわけで今までになくスケジュールがピンチだったため、無事この四巻が皆様のお手元に届いているかどうかもう不安で不安で……。いやまあ、これを読んでいただけているということは大丈夫だったということなのでしょうけれど。



　さて、作者の近況はこれくらいにしておいて本編のお話を。

　前巻から始まった《鳳凰星武祭フエニクス》も、いよいよ佳境となってまいりました。

　今回のメインは界龍ジエロン第七学院。星せい仙せん術じゆつといいそのビジュアルといい、六学園の中でも個性が強い学園なので、ようやくスポットを当てることができてほっとしています。なんにせよこれで六つの学園のうち四つを、簡単にとはいえご紹介できたことになりますね。

　一応次の五巻でこの《鳳凰星武祭》編も区切りがつく予定なので、いましばらくお付き合いくださいませ。

　そうそう、それと編集の岩いわ浅あささんにお願いして、今回から簡単なキャラクター紹介と前巻までのあらすじをつけていただくことになりました。なにぶん登場キャラクターが多い作品ですので、「あれ？　こいつ誰だっけ？」という時などにぜひお使いください。



　今回もokiuraさんには素敵かっちょ可愛かわいいイラストを沢山いただきました。界龍の制服はかなり異色なので、デザインはさぞしんどいだろうなと無責任に思っていたのですが、想像を超える出来で仕上げていただいて大感激です。

　アルディ＆リムシィのロボコンビも、表紙となっている紗さ夜やの新武装も、完全にお任せ状態だったので、上がってきたイラストを見て唸うなりました。さすがすぎます。



　そして、にんげんさんの『学戦都市アスタリスク』漫画版も月刊コミックアライブにて絶賛好評連載中です。okiuraさんのデザインはご本人もおっしゃっているように線が多く、普通に動かすとなるとかなり大変だと思うのですが、クローディアなど見事に漫画的にリファインされていて、okiuraさんと二人してすげえすげえ言いまくってました。

　早く単行本で読みたいな！



　最後になりましたが、今回も多くの方に助けていただきました。

　担当の岩いわ浅あささん、今回もスケジュール的な意味で大変ご迷惑をおかけしまいました。制作進行の酒井さんにもご迷惑をかけっぱなしで、本当に頭が上がりません。ありがとうございます。編集の清し水みずさん、大おお類るいさん、編集部の方々、サイン会などでお世話になった書店のスタッフ様方、そしてやはりいつも応援してくださる読者の皆様に最大のお礼を申し上げたいと思います。



　それではまた次巻でお会いできることを願って。

二〇一三年八月　三み屋や咲ざきゆう





















　著者

　三屋咲ゆう（みやざき・ゆう）

　　東京都在住。２月12日生まれ。

　　好きなサプリメントは『妖魔夜行』。



　　アスタリスクも第四巻となりました。

　　今巻では界龍のキャラクターにスポットがあたっております。

　　これで星導館、アルルカント、レヴォルフに次いでようやく四校目。

　　そんなわけで……すみません、まだまだキャラクターは増殖中です。



　イラスト

　okiura（おきうら）

　　最近周りの物がよく壊れます。

　　物持ちの良さが自分の数少ないプラス面。

　　が、まさかの反転。
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